

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　日常の裏で






　人間の暮らす場所から遠く離れた何処どこか──

　青い炎が揺らめく薄暗い部屋に、一つの影があった。

　背丈は成人男性ほど。黒いフード付きローブに隠された体は正確に測ることはできないが、細身に見える。

　特徴が覆い隠されたシルエットからは、特段変わった点は見られないが、纏まとう空気とでも呼ぶべきか──背筋を撫なでられるかのような『予感』が、黒こく衣えの者を危険視させる。

　幽鬼の様に歩く男が、青い炎に飾られた祭壇へ指を添わせる。

「お早いお着きじゃあねえか。そんなにお姫様の目覚めが待ち遠しいか？」

　そこへ、威勢のいい男の声が掛けられる。

　黒衣の者が振り返ると、隈くま取どりの様な入れ墨を入れた──魔族の男が、薄ら笑いを浮かべて立っていた。

「ザインか。……貴様とて、同じではないのか。『魔王』の復活は、我らの悲願。違うか？」

「ヘッ。生憎あいにく俺はあんたほど敬けい虔けんじゃあねえもんでな。……人間界なぞ、俺やお前がいれば滅ぼすには十分だろ」

　魔王の復活。それが悲願であることを否定はせずとも、現れた男──ザインと呼ばれた魔族はつまらなそうに用意された椅子に腰を下ろした。

「ですが、人間界も一筋縄ではいかないようですけれど。ねえフリード」

「あァ？　そりゃどういう──」

　そこへ、新たな声。こちらは女性の声だ。

「ギルディオがやられた」

　ザインの疑問の声を遮るようにして、フリードと呼ばれた黒衣の男が答える。

　不敵に笑みを浮かべていたザインの顔から、感情の色が失われる。

「……何？」

「こちらから呼びかけても連絡が無い。森にあった研究所も消滅していた事から、何者かに敗れたのは明白だ。……『術式』にも強大な魂が充塡された」

「馬鹿な。格落ちするとはいえ、アイツだって仮にも俺達『四災』の一人だぞ？　日和った人間界の魔術師共に殺やられるとは思えねえが」

「私は事実を伝えているだけだ」

「……」

　フリードの言葉に、ザインは入れ墨に彩いろどられた表情でなおわかりやすい驚きょう愕がくを浮かべる。

　だが一つ息を吐き、顔を塗りつぶすように手を沿わすと、そこには再び不敵な笑みが張り付いていた。

「まあ、問題はねえだろ。所詮ギルディオは魔物遊びだけが能のガリ勉野郎だ。俺やお前がいれば何の問題もねえ」

「だが警戒するに越したことはない。ギルディオは確かに一つ格が落ちるが、それでも人間界で奴を倒せる魔術師は少ない。恐らくはガーディフか……あるいは『勇者』かが動いたのだろうと考えているが、不確定要素の存在も否定できない」

「ケッ、『三界戦争の英雄』かよ。……『勇者』に『大魔術師』か？　一応聞いておくが『天魔』が動いた可能性ってのはねえのかよ」

「否定はできない。が、可能性は薄い。奴が動くのはなにか大きな事が起きてからだ。歴史を鑑かんがみても、事が起きる前に動いたとは考えられないし、公式に奴が姿を現したのは三百年前の戦争が最後だ」

「……チッ！　顔も出してねえのに鬱うっ陶とうしいったらありゃしねえ」

　舌を打つと、ザインの顔には明確な怒りが浮かんでいた。

　彼の脳裏に浮かぶのは、今から三百年も前になる戦争で見た、一人の男の姿だ。

　奴さえ居なければ。魔界に住まう者達の考えは多種多様だが、魔族であれば大なり小なり、一度は考えたことがあると断言してもいい。

『天魔』テオ＝イルヴラムさえ居なければ、歴史は違うものになっていた。

　雑然とした世界である魔界だが、現状に満足している者は少なくない。それでも、テオ＝イルヴラムは子供を怯おびえさせるお伽とぎ噺ばなしの存在であるし、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とする者も、また少なくないのだ。

「けれど、だからこそ私達は三百年の間動いて来たのでしょう」

「……まァな」

「ああ。今の私達ならば──テオ＝イルヴラムにだって勝てる」

　だからこそ、魔族の中でも過激派に位置する彼らは三百年の間、陽ひの当たらぬ場所で動いてきた。

「しかし現在でも『賭け』の域を出ないことは確かだ。賭けを賭けでなくする為ために、我々は魔王を復活させるべく『術式』に魂を賭とした。そうだろうザイン」

「ああそうだよ。……契約した者の殺あやめた者と、死した契約者の魂を捧ささげる儀式か。我ながらとんでもない話に乗っちまったもんだぜ」

「進むも地獄、退くも地獄といった所ね」

「地獄ならばまだ温ぬるいがな」

　ザインの言葉に、女性の魔族が同調する。

　彼らの組んだ『術式』。それは魂を捧げることで魔王の封印を打ち壊す魔術のエネルギーとするものだ。

　彼らが死ねばその魂は術式を発動させるためのエネルギーに変換され、消滅する。そこには死後の世界も輪りん廻ねも無い。

　一度契約した以上、この契約が解除される時は来ない。仮に術式を発動し魔王を解き放った後でも、魂は既に消えた術式に導かれ、完全なる虚無を迎える。

　そうまでして、彼らは魔王の復活を望んでいるのだ。

　人の世界の終わりを、テオ＝イルヴラムへの復ふく讐しゅうを。

　再び祭壇へと向き直り、フリードは目を見開く。

「我らは長年耐え忍んだ。時を経るごとに無限の力を得るという我らが王、その復活は目前だ。──ここで、一気に駒を前に進めるとしよう」

　そして、その計画は──直に、成じょう就じゅを迎えようとしている。

「何かアテはあるのかよ」

「近く、人間界で魔術師達が腕を競い合う祭りが開かれると聞いた。そこに集まった魔術師達と、『大魔術師』、『勇者』の両名を捧げ、大量の強い魔力を持つ魂を集めるのだ」

　眼めを見開いたフリードが、大仰に振り返る。

　ザイン、そして魔族の女性は口角を上げる。

「ザイン、エイナ！　お前達が行くのだ。失敗は許されない。平和を享受する幸運な豚どもの魂を、我らが王に捧げよ！」

　高らかな叫びに呼応するかのように、ザインが立ち上がる。

　エイナと呼ばれた女性は、恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「おうよ！」

「ええ、全ては我らが王の御為に……」

　闇に蠢うごめく魔の信奉者達。

　その魔の手は、人間界を覆い尽くさんとしていた──











第二話　新たな日常






　ここしばらく、退屈を感じていない。

　窓の外の目が痛いくらいの青空を見上げて、ふと私は弾んでいる心に気がついた。

　ヴァレンスが紡つむぐ、とうに知っている内容の授業。それは以前の私であれば退屈で仕方がないものだった筈はずなのだが。

　横目でさり気なく視線をやると、そこには真剣に板書を写すアリエッタの横顔が見える。彼女にとっても既に知っている箇所のはずだが、復習を目的としているのだろう。瞳は鋭く澄まされており、張り詰めた空気さえ感じさせている。

　だが黒板とノートとを行き来する視線が、ふと私の視線に気がつく。

　するとアリエッタは刃やいばの様に研ぎ澄まされた表情をふにゃりと緩め、笑みを返してきた。

　ああ、わかっている。わかっているのだ。退屈を忘れたその理由。

　見慣れたはずの笑顔ですら、知らない魔術を見つけた時のような衝撃を与える。この可か愛わいらしい弟子がいるからこそ、つまらぬ人生に光が射さしているのだ。

　この晴れ晴れとした青空に、我が心を重ねて見てしまう。

　人として生を受けて千五百年。まだまだ人生には面白いものもあるものだ。

　とはいえ、ここの所刺激が少ないというのもまた事実であった。

　アリエッタの成長を見守る日々は楽しく、やりがいもあるが、だからこそ彼女を成長させる出来事が少ないと張り合いのなさを感じるのもまた事実。

　ここは一つ私自身が成長の機会を作ってこそ師匠というものだろうか。

　となれば適度な魔物を召喚するか、古い知り合いを当たるか──

　考え始めれば楽しいもので、どの程度の相手をぶつけるのが適切か、どういった状況ならばより彼女のやる気に繫がるだろうか、などと考えていると。

「それでは今日の授業はここまでとしよう。今日の内容は長く使うことになる技術だ。復習を忘れぬように」

　ヴァレンスが授業の終わりを告げる。

　良いか悪いか、退屈には慣れているが、この後はアリエッタの修行がある。楽しみを待つ時間はやはり長く感じてしまう。そういった感覚も久方ぶりのものであるので、悪い気はしないのだが。

　授業が終わるととたんに喧けん騒そうが満ち始める教室。まさか千歳以上も年が離れている彼らと同じ感覚を持つことになるとは、不思議なものだ。

「あー静かに。今日はお前達に連絡事項がある」

　しかし、ヴァレンスがそう告げると、喧騒は蓋をしたかのように収まった。

　一応はここがエリート達の集まる場所、というのをこういう時にふと思い出す。

　即座に聞く体勢を整えた生徒達を見回して、表情にこそ出さぬもののヴァレンスは満足げだ。

「よろしい。ぼちぼち気になっている者もいるかもしれんが、『若わか鳳ほう杯』の開催が近づいている。その件についての連絡だ」

　静まり返った教室の中を、ヴァレンスの太い声だけがよく通る。

　だが──『若鳳杯』。その単語が告げられると、生徒達の間にふつふつと興奮が伝でん播ぱしていくのを感じる。

「『若鳳杯』ですかヴァレンス先生ッ！」

「そういえばそんな時期だった！」

　そして、突沸。加熱した興奮が、一気に沸騰した。

　若鳳杯。聞き慣れない言葉だが、生徒達の様子を鑑みるにそれなりに名のある行事の様だ。

「落ち着け！　……知らぬ者もいるだろうから説明するが、若鳳杯はセントコート魔術学園が主導して開催される闘技大会だ。参加資格は魔術学園に在籍する一年次生であること。これから本格的に魔術を学ぶ前に自分の力を認識しておき、やがて成長を実感する助けとするのが目的の腕試し大会だ」

　思わずほうと声が漏れた。

「私からすれば卵の殻を破ったかどうかという時期のお前達に腕試しも無いとは思うのだが──いずれ、未熟だった自分を回顧するのに役立つという目的は非常に有意義なものだと考えている。ぜひ奮って参加してほしい」

　腕試し。それは私がアリエッタをこの学園に送り込んだ最大の理由であったからだ。

　ごく普通の者達と比べ、現状の自分がどれほど優れているか。比較対象が私しか居ない狭い世界から解き放つことで、自分の身につけた力の大きさを実感させる。

　その目的を果たすのに、大会という行事以上のものはないだろう。

　名門として有名なセントコートの特待クラスにあって群を抜いた力を持つアリエッタだ。出場すれば優勝は間違いない。

　まあ一年次生限定の大会ということで強敵の存在は期待できないだろうが、元々はそれも予定していなかったことだ。

　今はただ、我が愛まな弟子でしの晴れ舞台を観みてみたい。

「と、言うわけでだ。これより一週間、若鳳杯の参加を受け付ける。出場の意思がある者は私に申し込むように」

　それでは今日はこれで終わりとする。

　ヴァレンスの宣告と共に、再び歓声を上げる生徒達──授業の終わりに沸いたのではない、華々しい祭りの開催に張り上げられる喜びの声。

　私もまた、声こそ上げずとも強い喜びを感じていた。

　ほくそ笑む様に口角を上げる。若鳳杯とやらには、私の愛弟子のステージとなってもらおう。




　　　　◆




　……と、言ったものの。

　飽くまでもアリエッタの活躍を観たいというのは私の考えに過ぎない。

　アリエッタに出る気がなければ、関係の無い話だ。

　私が言えば出るだろうとは思うのだが、それは私の我わが儘まま。最も優先すべきは飽くまでもアリエッタの意思だ。

　しかし、それでもやはり観たい。我が弟子が称賛を浴びるその姿。だが……

「先生。どうしたのですか？」

　あれこれと考えていると、知らず表情に出ていたのだろうか。

　アリエッタが私の顔を覗のぞき込んでいた。

「いや……なんでもない。アリエッタこそどうかしたか」

「何やら悩んでおられるように見えましたので……」

　そんなに分かりやすかっただろうか。

　考え事をしているのを見抜かれていたらしい。

「そうですわね。何やらいつもより険しい顔をされているように見えますわ」

　と、最近修行に交ざりに来るようになったシャーロット。

　……自分でそうと思っていないだけで、案外顔に出やすいのだろうか？

　別にそれで困るというわけでもないのだが、なんとなく良い気はしない。

　少し気をつけてみるか……と、まあそれはいい。

「いや、悩みというほどでもないのだが、若鳳杯とやらが気になっていてな」

　隠すほどのことでもないので、答える。

　若鳳杯という単語を出すと、アリエッタは頰に指を当てた。

「若鳳杯、ですか。先程ヴァレンス教諭が仰おっしゃっていた大会ですね」

「大きな大会ですものね。けれど、テオさまが気になっておられるというのも珍しいお話に聞こえますわ」

　私の言葉に、それぞれの反応を見せるアリエッタとシャーロット。

　この反応を見ると──アリエッタは、あまり大会に興味を惹ひかれていないように見える。

「いや……お前達は出るのかとふと気になってな。ああ、先に言っておくと私は出る気は無いぞ」

「ふふ、先生は今更腕試し、といった感じでもなさそうですものね」

　そう、学生の中でも一年次生を対象にした大会だ、私が出るなど赤子の玩具を奪い取るも同じ所業。今更その様なものに参加するつもりはない。

「私は出ますわよ！　命のやり取りがない模擬戦の形でしたら、自信がありますわ！」

「ほう？　それは楽しみだな」

　──結果が見えていようと、学友達や、とりわけアリエッタの活躍を観たいというのが難儀なところなのだ。

　魔族と出会って自信をなくしていたものの、シュリオもあれで中々やるし、シャーロットも模擬戦という形で実力を発揮できるというのならば、それを観てみたい気持ちもある。

「楽しみ、ですか」

「ああ。シャーロットや、アリエッタが活躍しているのを観るのは、楽しそうだと思ってな」

　だがアリエッタに関しては、やはり彼女の気持ちを一番に優先したい。

　無理やり出るというのでは、意義も薄いだろう。

「なるほど、そういうことでしたか。先生は、私が出ているとその、嬉うれしい、ですか？」

　おずおずと、アリエッタが問いかける。

「無論だ。弟子の成長をこの眼めで確かめる良い機会だからな」

　それに、私は即答した。

　アリエッタが苦笑いの混じった、しかし温かい微ほほ笑えみを浮かべる。

「そういうことでしたら、大会に参加してみるのも良いかもしれませんね。先生以外の人と模擬戦をしてみるのも、偶たまにはいい刺激になるかもしれませんし……」

「それがよろしいですわ！　私も、是非胸を借りたく存じます！」

　図らずも催促するような形になってしまったが、大会に前向きな気持ちを示すアリエッタ。

　両手を挙げてもり立てるシャーロットに苦笑しているが、悪い気はしていないようである。

[image: ]

　これは僥ぎょう倖こう。興味を持つ形で大会に参加してくれるというのならば、これ以上のことはない。

「ああ、お前ならば間違いなくよい結果になるだろうな」

「ふふ、観ていてくれますか？　先生」

「当然だ。大いに期待している」

　押した太鼓判は決して弟子贔びい屓きしているだけのものではない。

　まあ今更アリエッタの力は私でなくとも疑う余地は無いだろうが。

　……楽しみだ。若き才能の集まる中、縦横無尽の活躍を見せる姿。

　まさかこの歳としで祭りに胸をときめかせることになるとは。わからないものだ。

「嬉しそうですわね、テオさま」

「……む、分かるか？」

「とてもわかり易やすいですわよ。前はわからなかったけれど、テオさまって案外表情豊かですものね」

　……と、心中でほくそ笑んでいるつもりが、また顔に出ていたらしい。

　数十年数百年を生きた老練の者にならばまだしも、ごく最近付き合いを始めた十五歳の少女にすら言われるとは。

　なんだか年とし甲が斐いもなくはしゃいでいるようでみっともない気がする。

「……まあ、そうだな。楽しみだ」

　しかし楽しみだというのは紛れもない事実である。

　素直に返せば、二人から柔らかに笑みが返される。

　笑われるというのは人生で何度もなかったことだが、それでも腹は立たなかった。

　この二人に親愛の情を感じているからというのもあるが、今は機嫌がいい。仮に見も知らぬ者に笑われたとて、軽く流せるだろう。

　祭りを楽しむなんていうのは、覚えがないことだ。年甲斐にも無いというのはあるが、若々しい気分と言い換えることもできる。

　楽しみ、と口に出す。自分でも驚くくらい良い機嫌におかしくなってしまい、吹き出してしまう。

　ああ、楽しみだ。なるほど、なんとも悪くない──いや、いい気分であった。

　若鳳杯とやらは雨天の場合はどうなるのだろう？　天候の操作など軽いものだが、なんらかの理由で中止になったら極めて不愉快だ──

　こんな思考がまた子供の様だと考えて、私はまた笑った。











第三話　準備






　アリエッタと別れ寮に帰る頃、日はすっかりと落ちており、魔力灯の温かみのある色が石畳を染める様になっていた。

　今日も目まぐるしく一日が終わっていく。驚くほど早く過ぎる時間にわずかに口角を上げる。

　一日が早く感じるというのは言わずもがな、不老不死の私にとってはまず一日という小さな区間の終わりを認識するということさえ新鮮だった事を思うと、私も大分人の価値観に近づいてきたと言える。

　……そういうわけで、本来ならばこれで一日もお終しまい。あとは食事や風ふ呂ろを済ませて寝るだけというところなのだが。

　今日は少しばかり、まだやることが残っていた。

　二三、周りを確認する。日が落ちる時間にもなると、学園の中はもう誰も歩いていない。生徒達はもう殆ほとんどが寮に戻っていて、今頃は夕食の時間を待っているか、買い食いが過ぎて部屋でゆるりと過ごしているかのどちらかだろう。

　本来ならば私もその一員なのだが、わざわざそんな時間に人目のない場所にいるのにはわけがある。

「『門』よ」

　言葉短にその魔術の名を呟つぶやく。

　任意の場所と場所とを繫つなぐ『門』の魔術だ。

　行き先は当然──

「邪魔するぞ」

「ひょおおおおおっ!?　て、テオ殿っ!?」

　我らが学園長殿の部屋だ。

　驚きょう愕がくとともに放り投げられる、琥こ珀はく色の液体が注がれたグラス。

　指を振るい、飛散した液体を収めてグラスを机の上に置く。

「こちらに来られる前には一言お声がけくだされと言ったじゃろう!?」

　顔を真っ赤にして──いや、これは既に少し酒が回っているようだ。

　憤慨しているのは酒で気が大きくなっているのか、私との接し方に慣れてきたか。

「面倒だったのでついな。それよりも晩酌には少しばかり早い時間に思えるが」

「このまま永遠の眠りに就く所でしたがな！　……して、此こ度たびは何用ですか。ある程度は察しも付いておりますが」

　酒への小言は流しつつ、本題を切り出すガーディフ。

　私の扱いが慣れてきたというのもあるようだ。

　とはいえこれは話が早くてよい。

「恐らくはお前の考えている通りだ。『若わか鳳ほう杯』とやらについて聞きにきた」

「やはりですか……まあ貴方あなたの事じゃからそうだろうとは考えておりましたが」

　露骨にため息を吐き出しつつも、ガーディフは何処どこか穏やかな様子だ。

　このため息も、私の目的そのものよりも突然の来訪に対する呆あきれの様な感情から出たものだろう。

　さてではその本題の方はと言えば。

「参加者が知りたい。アリエッタに比ひ肩けんしうる参加者がいるかどうかだ」

「結論から言えばおりますわい。まあわしとしてはもう少し黙っていたかったのですが──」

「ほう」

　予想──いや、期待はしていなかった言葉が飛び出した。

　しかし、それだけではない。何やら聞き捨てならぬ言葉も付随している。

『もう少し黙っていたかった』。これは気にかかった。

　勿もっ体たいぶっている様子はない。本当に私に対して黙っていたかった様に見受けられる態度だが──

「ほれ、こちらですじゃ」

　それにしては、往おう生じょう際ぎわが良すぎる。

　ガーディフの性格的に、私に言いづらいことがあれば最後まで隠そうとするはずだ。

　結局私が気になれば開示させられるのはわかっているのだろうが、それでも奴はなんだかんだと理由をつけて出し渋るはずだ。

　とするならば──

　ガーディフが差し出してきた書類を、ガーディフの眼を見たまま受け取る。

　……やはり、過度に怯おびえた様子はない。諦観、あるいはそこに書かれていたのは──

「ヴィオラ。……姓は無いのか」

　ヴィオラという名前の少女の情報。

『若鳳杯』の参加規約上当然だが、アリエッタと同じ年。

　背丈もアリエッタとさほど変わらず、入学までの経歴は無し。アリエッタと同じく学園に入学することで頭角を現してきたといったところだろうか。

　これでガーディフが太鼓判を押すくらいだ。期待ができるのではなかろうか。

　読み進めているうち、機嫌がよくなっていくのを実感した。これならば隠す必要もなかったろうに。

　……と、思っていたのもある行に眼めを留めるまで。

「セレスタス魔術学園所属……？」

　その名を読み上げると、ガーディフの肩がびくりと震えた。

　セレスタス。その名には見覚えがある。アリエッタが通う学校を探す際、候補に入ったからだ。

　セレスタスというこの学園も、かなりの名門である。こちらでは武術なども重視し、セントコートよりも戦闘を重視したカリキュラムが組まれているという。

　正直にいえば私好みの教育内容だったのだが──ただ一つ、懸け念ねんすることがあって敬遠したという事があったのだ。

「……ガーディフ、貴様知っていたな？」

「隠していたわけではございませんぞ。聞かれたからにはお答えしましたがの」

　語気を強めて言うと、ガーディフは口笛なぞ吹きながら眼を逸そらす。

　呆れも混ぜて、ため息を吐き出した。

　ため息の半分はヘタなごまかし方をするガーディフへの呆れ。もう半分はガーディフが隠していた〝人物〟についてだ。

「このヴィオラとやらの──師匠。『フレア＝バルビエ』。何故なぜ黙っていた？」

　強めていた語調を緩めてみせると、ガーディフは露骨に安あん堵どの息を吐き出した。

　怒りの表現はただの脅しだ。よくも黙っていたなという意趣返しに過ぎない。

　……フレア＝バルビエ。三界戦争の『三英雄』、賢者ガーディフと天魔テオ、そして──『勇者フレア』と呼ばれる、三英雄最後の一人だ。

　個人的に、私はこのフレアという人物が非常に苦手であった。

　嫌いでは無いのだが、なんと言うやら──

「はあ……義理もあるだろうし、板挟みというのなら仕方がないがな……」

「……！　なんと、まさかテオ殿から『仕方がない』などというお言葉が聞けるとは……」

「怒りに任せて暴れた方が『らしい』か？」

「めめめ、滅相もございません！　恩情には感謝いたしますとも！　ええ！」

　三界戦争の英雄フレア。もしも奴が、私がここにいることを知っていたのならば、この平穏はありえない。

　私の存在を奴が知れば、まずここにやってきているだろう。

　そうなればもうめちゃくちゃだ。アリエッタとの平和な日常も、何処かへ吹いて消えていただろう。

　……つまり、ガーディフは私の存在もまた奴に伝えていない。

　混乱を恐れてのものとはいえ、私の利益にもなっていることを評価しないわけにはいかないだろう。

「ふっ……酒は程々にしろよ。私はもう帰る」

「む、肝に銘じておきますわい」

　それ以上追及することはしない。

　ガーディフのこういう所が、嫌いではない。小心者らしく立ち回っていつつもなんだかんだと義理を立てる律りち儀ぎさのようなものが、なんとも人間らしいものだ。

『門』を起動し、学生寮付近の適度な場所へと帰ることにする。

　残した小言は──明日には忘れているのだろうがな。




　　　　◆




「帰ったぞ」

　あまり大っぴらに『門』の魔術を見せぬよう、学生寮から少し離れた位置に転移した私は僅かな距離を歩き、あてがわれた寮の一室へと戻った。

　声をかけながらドアを開く。

「おー、お帰り。メシの時間も見なかったけど、ちゃんと夕飯食ったん？」

　すると、中から迎える声が一つ。

　快活な少年の声。

「ああ、外で済ませてきた」

「そっかそっか。ならよかった」

　ルームメイトの、シュリオの声だ。

　寮は二人で一部屋を使う。私と共にこの部屋にあてがわれたのが、クラスメイトであるシュリオだったというわけだ。

　私には、これがなかなかありがたかった。シュリオの話好きで、しかし必要以上に踏み込まない距離感は私にとって心ここ地ちよく、私の力をある程度知りつつも物もの怖おじしない態度はありがたい。

　何やら本を読みながらベッドに寝転がっているシュリオを横目に見つつ、机に向かう。

　眠る時間にはまだ少し早い。私も何か暇つぶしに小説でも読もうか。

　物語は、嫌いではない。私の知らない何かがそこにはあるからだ。

　さて、この本は何処まで読んだか。栞しおりに指をかけた、その時だった。

「なあ……テオドール」

　シュリオの寝転がったベッドの方から、重く暗い声がかけられる。

　椅子に座ったまま、私は体の向きを変えることで続きを促した。

「そのー、あのー、突然なんだけどさ。『若鳳杯』ってどう思う？」

「どう思うとはどういう意味だ？　……まあ、なかなか面白い催しなのではないかと考えているが。アリエッタがどの様な活躍をするかが楽しみだ」

「ブレねぇなあ。……いや、つーことは、テオドールは出ねえのこれ？　なんか保護者みたいな目線みたいに聞こえっけど」

「当たり前だろう。ヴァレンスの言っていた通り、自らの力を測り記憶する事こそが肝要の大会だ。私は自分自身の力を把握しているし、私が出ることで他の参加者が本来の目的を果たせなくなるだろう」

「うお、すげー自信……っていや、マジで言う通りなんだよな……でもそっか、出ねえんだな」

　今ひとつ要領と意図の読めぬ質問だが、乾いた笑いを浮かべつつも安堵した様子が見える。

「いや、テオドールが出なくてもアリエッタさんが出るなら優勝はキツいと思うんだけどさ、俺も出てみようかなーって、若鳳杯……」

「ほう」

　だが、聞けば単純。私が出ないのならば若鳳杯に出てみようかと考えている、とそういうことらしい。

　確かに降ごう魔まの森での一件を見ていたのならば、文字通りの試し合いを目的とした大会でも私を警戒するのは当然のことだ。

「私は良いいと思うが。現状ではアリエッタに勝つことは不可能だろうが、それもお前にとって得るもののある経験になるだろう」

「そ、そうか？」

「ああ。お前は自分をどう評価しているか知らんが、私はお前をそれなりに評価している。腐らず研けん鑽さんを続ければやがて大成するだろう。その一助にするというのならば、これ以上の機会もない」

「お……おおお!?　ま、マジか!?」

「現状の正当な評価だ。だが驕おごるなよ、今のお前は原石に過ぎんとも言っている」

「いや！　お前にそう言って貰もらえるならそれが最高の褒め言葉だって！」

　何やら随分と興奮している様子だ。

　あの程度の力を見せただけで買われたものだが、まあそれでやる気が出るのならばよい。

　それに今言ったことに偽りはない。シュリオはやがて大成するだけの器がある。それがいつしかアリエッタに良い刺激を与える可能性もある。

「やる気があるのは良いことだ。精々励めよ」

「おうっ！　燃えてきたぜ！」

　意外とこれはこれで若わか鳳ほう杯に面白い流れを作るかもしれんな。

「そうと決まれば……寝るッ！　明日から特訓するぜーッ！　あ、灯あかりは寝る前に消してな！　俺明るくても寝れっから！」

「あ、ああ」

　しかしまあ単純というか。

　いや微ほほ笑えましいことだ。若者がこれと決めて道を走る様は、今では眩まぶしいものがある。

「……私も、寝てしまうか」

　話し相手も居ないのに無為に起きている理由もない。

　明るくても寝られると言っていたが、灯りを消したほうがより良質な睡眠を得られるというものだろう。

　ベッドへと移動し、指を振るうと動きに反応して灯りが消える。

　面白い世の流れに想おもいを馳はせつつ──私は、静かに眼を閉じた。











第四話　三英雄






「さて、今日の授業は──タイムリーな話になるが、礼を欠かぬようにということもある。三界戦争の英雄『勇者フレア』について語っておこうか」

　ヴァレンスが私にさりげなく視線を送ってきていることに気がついて、私は霧散していた意識をかき集めた。

　いかんいかん、上の空になっていたか。

　ヴァレンスの視線の意味は──私の機嫌を伺うかがっているのだろう。

　勇者フレアを師匠に持つ存在の若鳳杯参加は同時に勇者フレアのセントコート来校を意味している。

　私と──彼女の関係は奴も知っていたはずだ。故にその情報はまだ秘匿すべき存在だったはず。その情報をガーディフに解禁されて、今に至るということか。

　大丈夫とは聞かされているが心配……といったところだろうな。

　送られる視線にひらひらと手を振ると、ヴァレンスは表情を変えないまま小さく息を吐いた。

「『若鳳杯』では様々な学園からこのセントコートに参加者達が集まってくる。であれば当然、その学園からも監督者の先生方が訪れたりするが──今日はセントコートに来られる学園のうちの一つ、『セレスタス魔術学園』で名誉講師をされている『フレア＝バルビエ』氏についてお前達に教えておこう」

　安心したのだろう、ヴァレンスはいつもの様に淡々と、しかしよく通る声で講義を開始する。

「お前達も存じているだろうと思うが、彼女が活躍したのはやはり三界戦争の時代だ。彼女は三界戦争においても非常に重要な、キーパーソンとも言える存在と言っていいだろう」

　授業に耳を傾けてみれば、これはこれで興味がある。

　彼女の事はよく知っているつもりだが、周りの者達から見た彼女はどのようなものなのだろうか。

「さて、まず三界戦争は人間界が魔界に侵攻されることで始まった戦争なのだが、ここに天界が介入する原因となったのが、フレア＝バルビエと言っても良いだろう。いや、あるいは彼女の存在そのものが天界の介入そのものと言っても良い」

　当時を思い出す様に、ヴァレンスは視線を上げ、目を瞑つぶる。

「当時、人間にとって天界とは信仰の対象になるような、上位者としての存在として認識されていた。三界戦争よりも前の天界は、人間界よりも進んだ技術と魔術を持っており、天界はそれらの知識や倫理・文化の一部を人間界に『啓示』として通信で伝達していたそうだ。そのため昔の人々は天界を、自分達を導くスピリチュアルな存在として扱っていた。しかしこれらは、人間界の価値観を操作し、平和裏に人間界を支配する計画だったわけだが──この事が知られることはなく、三界戦争以前の彼らはまだ信仰の対象として扱われていた」

　ヴァレンスが語るのは三界戦争よりも前の昔のことだ。

　今でこそ天界は『昔戦争していた、別次元にある世界』という認識が知られているが、昔はある種死後の世界のような、実在するかわからないモノとして捉えられていた。

　交信を以もって文化の発展に寄与する存在だ、そういったイメージも納得はできる。

「だが計画の途中、人間界と魔界は戦争を始める。魔界による侵略戦争だ。天界側としては侵略の計画を邪魔されたことになるな。しかし奴らは焦あせらず、計画を推し進めることにした。無作為に選んだ人間の子供に『祝福』という名目で様々な魔術を施し、圧倒的な力と不老、そして美しさまでも併せ持った『聖女』という存在を生み出したのだ。この少女こそ、当時のフレア＝バルビエ。神の啓示を受け人々を導くために生まれた存在、『聖女フレア』と当時は呼ばれていた」

　人間界の侵略計画の一つとして生み出された少女。それがフレア＝バルビエ。

　聖女という名前も今や懐なつかしい。

　だが今伝わる名は『勇者フレア』だ。そしてそれこそが、彼女という存在を象徴するエピソードでもある。

「天界側の計画としては魔族と戦わせることで『聖女』の力を示し、人々の信仰を集め、その聖女を天界に恭順させることで文化的な侵略を一気に推し進めようとしていたらしい。だが──そうはならなかった。聖女フレアはある日を境に『聖女』ではなく一人の人間として考えを持ち、歩み始めた。だが戦いは続けた。飽くまでも一人の人間として平和を望み、平和となった世界を歩むことを願ったのだ。しかし天界はそれを許さず、実力行使での侵略戦争を始めた……そう、ある意味では『三界戦争』というものはフレア＝バルビエを巡って巻き起こったと言っても良いかもしれないな」

　黒板にいくつかの円を書きながら、各勢力の関わりを示すヴァレンス。

　本来ならば、天界の道具として扱われるはずだった存在、聖女フレア。それが自らの意思で天界に反旗を翻ひるがえし、人間の自由意思、選択する事を示す立場となった。勇者という異名は、そういった勇気ある行動から来ているものなのだ。

「へえー……そんな人だったんだ」

「そんなすごい人が、ウチの学校に来るのね」

　生徒達はヴァレンスの話に聞き入っている。

『勇者フレア』の話はその響きからも分かる通り、子供から歴史好きの大人まで幅広い支持を集める逸話だ。

　三界戦争より防人さきもりとして人の世の平和を守り続けるガーディフと並び、まさしく英雄という存在だから多感な子供達には魅力的な話に映ることだろう。

　……まあ、実際の人物を知っている私としては言いたいこともあるが、やったことを箇条書きにするのならばヴァレンスの説明は正確だ。

「そういうわけで、我々はその様な人物を迎えるわけだ。決して失礼の無いよう行動しろよ、お前達」

「はいっ！」

　ともあれ、ヴァレンスのおかげもあってすっかり『勇者フレア』は生徒達の心を摑つかんだようだ。

　先程まで『今日は魔術の授業じゃないのか』と退屈の混じっていた視線も、その殆ほとんどが輝きに満ちていた。

「でもこれで三界戦争の英雄が二人もこの学園に集うんですね」

「それが毎年の事だろ？　やっぱセントコートってすげー！」

　ざわざわと興奮に満ちる教室。授業中ということも忘れてはしゃぐ生徒達だが、ヴァレンスはそれを咎とがめない。

　むしろ得意げな笑みを浮かべてさえいる辺り、スカしている態度ながらもこの学園のことが大好きなのだと物語っている。

　三界戦争を生き残った魔族というからにはそれなりに破天荒な過去を持っていたと思うのだが、丸くなったものだ。

「けど、どうせなら最後の一人もいればマジで伝説！　ってカンジなのにな〜」

「最後の一人ってテオ＝イルヴラム？」

　胸まで反らさんばかりに満足げだったヴァレンス。だが三界戦争の英雄、最後の一人──私の名前が出ると、時まで凍りついたかのように動きが止まる。

　だが興奮した生徒達はヴァレンスに気づく様子もなく続ける。

「そうそう！　この人だけ今何してるかわかんないって話だろ？　そんな人が何百年ぶりに姿を現したってなったらマジ大事件じゃん！」

「三百年ぶりにセントコートで三英雄が集合みたいな？　確かにアツいかも！」

　しかし生徒達の会話が白熱してくると、凍りついたヴァレンスも動き始める。

　ぴくりと眉が動き始め、弧を描いていた口は犬歯を剝むき出しに。

　怒りの相を形作る。

「馬鹿者！　授業中だぞ！　雑談ならば休み時間にでもすればよかろう！」

「はっ、はい！　スイマセン！」

　いや──なんとなく私にも表情の読み方がわかってきたな。あれは焦りの表情だ。

　……ヴァレンスの視線が露骨に私を意識しているからこそわかったのかもしれないが。

　世の扱われ方を見れば、確かにテオ＝イルヴラムの出現はちょっとした報しらせになるだろう。それが三百年ぶりに三英雄が一堂に会するとなれば尚なお更さらだ。

　ヴァレンス──いや、学園関係者からすればそんな大事件だからこそ面倒でしか無いはずだ。

　学生達にノセられて私が変な気を起こすのは防ぎたいだろう。

「まったく……こんな調子で来賓の方々に失礼を働くなよお前達！　お前達の姿はすなわち学園の姿と映ると知れ！」

　ヴァレンスが一喝すると、生徒達は威勢のよい返事をひとつ残して口をつぐんだ。

「ふん、まったく……」
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　生粋の明るさからか調子はよいが、その明るさもまた優秀さによる自信から来ているもの。言われた事を正しく実行するからこそ、ヴァレンスも生徒達を気に入っているのだろう。

　呆あきれを口にしつつも、その表情は悪くない、と物語っていた。




　　　　◆




「ふう……購買は相変わらずすごい人気でしたね」

「あの喧けん騒そうは少々煩わしく感じるな。賑にぎやかとも言えるが、あまり好ましいものでもない」

　午前の授業も終わり、昼食の時間。

　私とアリエッタは気まぐれから食堂ではなく、購買で買ったものを外で食べようと、学園の庭の一画へと足を運んでいた。

　結論から言えば、これは彼女が望まない限りはあまり取りたくない選択肢だと言えるだろう。

　購買で何かを買って外で食べるというスタイルは生徒達の間で人気らしく、購買前は戦争もかくやという勢いであった。

　自由に片付けられるぶん『三界戦争』の方が幾分か楽だった──などと考えるのは、先程の授業の影響だろうか。

「ふふ、でも学食と違って、静かに食事ができるのは良いいですね。木漏れ日に爽やかな風。とても清涼感があります」

「ああ……確かに。何気なく眼めを留めるくらいだった場所でも、腰を下ろすとこうも違うものか」

　……前言撤回。辛苦にはそれに見合うだけの報酬があるというものか。

　木漏れ日に輝くアリエッタの銀髪が風に揺れると、苦労にも意味があったのだと実感させられる。

　なんと穏やかな時間だろうか。たまにはこんなのも悪くはない。

　思わずその光景に見み惚とれると、困った表情を浮かべながらもはにかむアリエッタがまた愛くるしい。

「さ、頂いてしまいましょう。午後の授業もありますし」

「そうだな」

　だがずっと見惚れるわけにもいかない。まじまじと見られていてはアリエッタも食事を摂とりづらいだろうし、邪魔になるのは本意ではない。

　購買のサンドイッチは──正直に言って今一つな味だ。不味まずいわけではなくとも、特色もない、手がかけられているわけでもないシンプルな味。

　それでも外で食べる開放感があると、これがなかなか悪くない。

　不思議なものだ。構成する物質以上の情報が込められているとは。料理とは過程と結果がイコールになるものでもないらしい。

　小さな口で啄ついばむようにサンドイッチを食べるアリエッタ。その笑顔を見ると、彼女もまた味以上の何かを感じてくれているように思う。

「それにしても……先程の授業は興味深かったです。三界戦争の英雄、フレア様。与えられた使命、運命を否定して自分の道を歩むなんて素敵なお話ですね」

「む」

　そんな穏やかな時間だったが、ふとした拍子に上がった話題にはわずかに動きを止めてしまった。

　確かにヴァレンスの話だけではそういった印象も受けるか。というか、これから来賓として失礼の無いよう迎えるための授業だ。それは悪い印象も受けないだろうと思う。

「うーむ……」

「あ、あれ……？　どうしたんですか、先生？」

　しかし奴はそれほど立派な人物でもないというか……

　運命の否定、支配への反逆、自由を選ぶ意思。奴の選択は立派だと持ち上げられてはいるが、どうにも高尚に扱われ過ぎているというか。

　アレを目指すと言われると困る。間違いは早いうちに否定しておきたいが──

　などと、悩んでいると砂を擦る靴の音。堂々と踏み出した足を止める力強い音が目の前に響く。

「……テオ様」

「む……？」

　顔を上げれば、そこには、二人の女性。その姿をみとめると、ぐっと息が詰まった。

　歓喜の朱に染まった蕩とろける様な笑顔。灼しゃく熱ねつの焰ほのおが靡なびく様な、紅炎の長髪。

　その姿には見覚えがあった。先程強烈に想起させられたばかりだったから。

「お会いしたかったですよ〜っ！　お久しぶりです！」

「くっ、つ……！　ええい、抱きつくな鬱陶しい！　何故なぜここにいる、フレア＝バルビエ！」

　その女性、人間界の三英雄の一人『勇者フレア』と呼ばれる女性は、名を呼ぶなり私に抱きついてきた。

　もはや放すまいと木を圧おし砕く勢いでの締め付けは、ただただ暑苦しいの一言だ。

　くそ、やはり此奴こいつ、何も変わっていない。

「ふ、フレア＝バルビエ？　ということは、先生、まさか……」

「あら？　此方こちらの子は……」

「くっ」

　少々無理やりに力を込めて振りほどくと、フレアはあっさりと私を解き放った。

　一旦フレアの方は置いて、アリエッタへと向き直る。

「名前から既に気づいているだろうが……その通り、これが『勇者フレア』だ」

「驚かせちゃいました？　いまご紹介に与あずかった勇者フレアこと、フレア＝バルビエです♪」

　どう見積もっても二十歳かそこらの──三百年前の英雄は、肘に手を添え、顎に指をかけながら首を傾げるというなんともあざとい姿で、愉快そうに言い放った。

　アリエッタはフレアと名乗る女性に指をさしながら、震え──

「え、ええええっ……!?」

　言葉にならぬ困惑をただ、吐き出すのだった。











第五話　勇者フレア






「テオ様、此方に降りてきているのなら何故教えてくださらないんですか？　私、寂しかったのに」

「お前がもう少し落ち着いているのならば古い馴な染じみに伝えるくらいはしても良かったのだがな。……機を窺うかがうのはやめろ。二度目は通じんぞ」

　未いまだ混乱の最中にあるアリエッタを置いて、フレアは久々に会えた喜びを隠すことなく雑談に興じようとしてくる。

　正直誤算であった。顔を合わせること自体は覚悟していたが、それは早くとも『若わか鳳ほう杯』の前後になるかと考えていたのだ。

　抱きつこうとしてくるフレアを牽けん制せいしつつ、ため息を吐つく。

『テオドール』が『三界戦争の英雄』と知り合いなんて状況は不都合に他ならない。

　アリエッタにはできるだけのびのびと学園生活を過ごしてもらいたい。それには師匠の眼があるなどと思わせてしまってはならないのだ。

　私とテオドールが同一人物だと考えてしまう様な情報は不都合極まりない。三人しか該当しない『三英雄』というくくりでの寄り合いは勘弁願いたいものだったのだが。

「え、ええと……随分とその、仲が良さそうに見受けられますが、先生と──フレア様はどういう関係なのですか？」

　混乱しつつも、それ以上の疑問が渦巻いているのだろう。

　それは、聞きたくもなる。先程授業で学んだばかりの偉人と、クラスメイトが知り合いというのでは……

「それはもう！　運命の……という言葉は嫌いなので使いませんけど、お互いに愛し合った仲と言いますか……ね？」

「あっ、あい……っ!?」

　アリエッタが私達の過去を知らないのをいい事に、フレアは好き勝手言っている。

　見てわかるほど狼ろう狽ばいしているアリエッタの姿を見るのは、久しぶりだ。

　……いや、少々考えれば気づくだろう。十五歳の少年が三百年以上生きているフレアと愛し合った仲、であるはずがあるまいに。

「……幼い頃からの、ただの古い知り合いだ。根も葉もない噓うそを、呼吸のように吐き出すな」

　だがそれで誤解されても困る。

　余計なことを言うフレアには釘くぎを刺しておいて、ひとまず本当のことを言う。

　噓は、言っていない。事実私とフレアは幼い頃からの知り合いだ。フレアが『聖女』としてこの世に生を受けてから、何度か様子を見に行った過去がある。

　学生に扮ふんした今の状況では『私が』幼い頃にフレアと知り合った、という文面に聞こえることだろう。悪くはない手なのではないか。

「もう、冷たいんですから。あんな情熱的な事を仰おっしゃってくださったのです、その責任くらい取ってくれてもいいんじゃないですか？」

「なっ……!?　じょじょ、情熱的な事とはどういう事ですか、先生っ!?」

「おいおいおい、違う、違うぞ。勘違いするなよアリエッタ。フレア、貴様はもう黙れ」

　とりあえず私とフレアの関係についてはぼかせたが、この暴走する炉の様な女を放置しておくのはまずい。

　勇者という肩書の所為せいだろうか？　純粋なアリエッタはひとまず何を言われても信じてしまう。いちいち否定するのもキリがない……

「どっ、どういう事なんでしょう!?　先生が、勇者さまと……!?　だとすれば私は、一体どうすれば……!?」

　と思ったのだが。アリエッタはアリエッタで何やら色々と考えを巡らせてしまっているようで、勝手に混乱を極めていく。

　……頭が痛い。痛みなどというものは、私には無縁のものだ。だからこれはそういう気がするだけなのだろうが──気分が重いなどというのはいつぶりのことだろう。

「落ち着けアリエッタ。いいか、落ち着け」

「は、はひ……！」

　揺れるアリエッタを止める様に、両の肩を両手で摑つかむ。

　目がぐるぐると回っている。少し間が抜けていて可愛かわいらしいが、それはこの際置いておかないと話が進まない。

「一度しか言わんぞ。恥ずべきことかもしれないが──私は今日まで、特定の女性と懇ねんごろになったことは、ない」

　……何が悲しくて自身の女性関係が寂しかった事を言い聞かせねばならないのだろう。

　いや、不要だと思ったから、関係を持たなかったのだ。恥ずべき事はなにもないはず……なのだが。

　こうして人間社会──特に学校という、色々と感情豊かな者達に囲まれた環境で暮らしていると、やはり色恋の情報も少しばかりは入ってくる。

　それによると、歳としがいっているのに女性関係がない男性には思う所がある者も居るらしい。

　今の私は十五歳の少年という事になっているのだから何も問題はないのだが、それでも恋愛経験が豊かな事はこの思春期という年代の少年少女達にとってはステータスともなるようで。

　──ああ、なんだろう。何故私はこんな気持ちになっているのだ……？

「え、あ、そう、なんですか？　……えへへぇ、安心しました……」

　だが、その情報はアリエッタを落ち着かせるには極めて適当な情報だったらしい。

　目に見てわかるほどの安あん堵ど！　そして朱が差す頰。恥じらう様子は可愛らしいが、こんな事で見たくはなかったな……

「あら……寂しいですね。でも良いい事を聞きました♪」

　そして此奴には聞かれたくなかった……

　いつもこうだ。フレアと話していると、いつの間にか私が損をしている。

「っはぁー……もういい、もういいからさっさと本題に入れ」

「ええー、久しぶりなんですからもうちょっとお話をしていてもいいじゃないですか。でも、そうですわね。今回はちょっとしたお願いがあって訪ねてきたんです♪」

　何か手を打たなければ……と考えていると、フレアの方から話を進めていく意思が見える。

　また此方に抱きつこうとしているのが見えたが、とにもかくにもまずはアリエッタに余計なことを言わないよう釘を刺しておきたい。

　仕方がないのでここは甘んじて受け入れようとする。

「はっ……！　待ちなさっ……！」

　が、既すんでで正気に戻ったアリエッタが、接触を読んでフレアを阻止しに動く。

　それを更に、阻止する者が居た。

　アリエッタの行く手を遮るように、黒く冷たい気を纏まとった槍やりが突き出される。

　……すっかり忘れていた。フレアだけでなく、彼女が伴ってきた少女が一人いることを。

　唐突に刃やいばが突き出されたことで、アリエッタの瞳が一気にその温度を下げる。

「邪魔を……する気ですか」

「こんなんでも、あたしの師匠でね。弟子って立場なわけだし、師匠への無礼は見過ごせないだろ？」

　殺意とさえ取れる威圧を込めたアリエッタの魔力を受け流しつつ、槍を持つ小柄な少女が言い放つ。

　……細身の小柄な体、可愛らしい顔立ち。よく手入れのされた黒い髪に、ベレー帽と行儀の良い制服の着こなし。清せい楚そという言葉を体現したかのような見た目に不釣り合いな、男勝りの口調。

　なかなか存在感のある少女だが、フレアという人物が強烈過ぎて視界に入っていなかったな。

「……師匠への無礼は見逃せない、という点は同意します」

　……存在感があるのは、フレアだけではなかったようだが。

　冷酷に研ぎ澄まされた『敵』を見据える瞳は猛もう禽きん類のソレ。敵意を隠そうともしないアリエッタは……意外にも、初めて見るかもしれない。

「へえ？　……やる気かよ」

　だがフレアが連れた少女もまた、一歩も引かない。

　これだけわかりやすく発された魔力を身に受けて、眉一つ動かさないとは。

　アリエッタの魔力は胆力だけで防げるものではない。どうやらなかなか腕が立つようだ。

　それに──

「──その槍」

　この黒髪の少女が持つ、槍。私はそれに見覚えがある。

「ええ、やはりお気づきになりましたか♪」

　一言で、フレアは私の言わんとする事を察し──

「そう、『祀し神しん器き』です。天底の槍──覚えていますか？」

　こともなげに、言い放ってみせた。

「なっ……」

　祀神器。その単語に、アリエッタが驚きょう愕がくの表情を浮かべる。

　まあ、それはそうか。師匠、つまりはテオ＝イルヴラムが造った武器のうちの一振りともなれば、警戒するのは当然だ。

　最大限に高められる緊張をみやり、黒髪の少女は不敵に笑う。

「これを持たせたのはお前か？　まったく古いものを掘り起こしてくる」

「そのとおりです。可愛いヴィオラちゃんに何かあったら困りますから、護身用の道具は必要でしょう？」

「そういう目的ならば確かにこれは向いているがな」

　何故なぜ『祀神器』がここにあるかというのは、どうでもいい。祀まつられる神の武器とは名ばかりで、雑に放置されたままになっているモノもある。そのうちの一つを引っ張り出してきただけだろう。

　しかし──こんな少女がそれを持っているというのは、少しばかり気になった。

『天底の槍』は祀神器の中でも少々特殊な部類の武器だ。

　具体的には、この槍は誰にでも使えるわけではなく、適性が問われるのだ。封じ込められた力と波長が合い、更にある程度の力を持つ者のみが、この槍を操ることができる。

『祀神器』とはそもそも私が戯たわむれに造った魔道具の数々だ。しかしそれらは自分の優秀さの確認として造った物が多く、誰が使ってもある程度強い魔道具が多い。

　天底の槍はそういった祀神器とは違い、適性を要する上に使いこなすにはある程度の力量が必要、更に封じ込められた力は特殊など、『戯れ』の部分が非常に強く出た魔道具となっている。

　要するに──こんな少女が使えるものだとは思えないのだが。

「ふむ……少し興味が湧いた、場所を移そう。フレア、お前の話に付き合ってやる。アリエッタ、先に教室に戻っていろ」

　何にしても、これは話が必要だ。

　それにはアリエッタに聞かれると困る話もいくつか絡からんでくる。

　特に私がテオ＝イルヴラムその人とわかってしまっては、学校で羽を伸ばしてもらおうというのにアリエッタの心が休まらなくなってしまうだろう。

「……っ、先生！」

　しかし──得体のしれない二人組と私が消えることに危機感、あるいは疎外感を覚えたか、普段よりも幾分か高い、悲痛な叫びを上げる。

「心配するな。少し個人的な話をするだけだ。私は、いつでもお前の事を一番に考えているよ」

「それは……もったいないお言葉です。でも、だからこそ……信じます」

「あらまあ、仲がよろしくて羨ましいですわね」

「貴女あなたは黙っていてくださいっ！」

　私としては事実の確認くらいなものだが、アリエッタの態度を見ているとまるで今生の別れのようだ。

　とはいえ茶々を入れてきたフレアにしっかり嚙かみ付くあたりは賑にぎやかだ。すっかり敵として認識しているようだが、小動物が威嚇するような可愛らしさを残している間は、アリエッタも本気で憎んでいるわけではないだろう。

　……さて、ならば余計な心配をかけるのは好ましくないな。徹底的にこじれる前に、さっさと終わらせて安心させてやらねば。

「では、また後ほど教室で」

「はい。待ってます」

　まだ少し心配そうな眼めをしながらも健けな気げに頷うなずくアリエッタに微ほほ笑えみかけると、こくりと頷いてアリエッタは教室の方へと戻っていった。

　……さて。少し面倒だが、フレアと話をつけなければ。

　アリエッタが離れた事を感じ取った後、私は遮音と人払いの結界を周囲に施す。

　これで、ここで何が起きても周囲に悟られることはないだろう。たとえオーケストラが盛大に演奏をしたとしても、音は聞こえない、空間を意識できない。人が死のうと、中の出来事は世界の埒らち外がいだ。

「……これなら落ち着いて話ができるな」

「相変わらず凄すごい。こんな結界があったら、どんな警戒も用をなさないでしょうね」

「そういうことだ。……それで、話とはなんだ。私もいくつか聞きたいことがあるが」

　こんなのでも古い知り合いだ。苦手ではあるが嫌いではないのでフレアをどうこうするつもりはない……が、牽けん制せいしておいて少しでも話し合いを有利に運びたいのは事実。

　くすりと鼻を鳴らすフレアに通じている様子は無いが、聞かれたくない話を外に漏らさないという効果は果たせた。

　どの道この女相手に言葉で勝てるとは思っていない。

「あら、そういうことでしたらお先にいいですよ。多分──ヴィオラちゃんのことでしょうから」

「ああそうだ。と言ってもお前が思っているのとは少し違うかもしれんが──そのヴィオラとやらが、今度『若鳳杯』に参加する少女か？」

「確かに意外な質問ですね？　そうです。セレスタス魔術学園の代表として参加する──私の弟子の、ヴィオラちゃんです♪　よろしくお願いしますね」

　やはり、この少女が『ヴィオラ』だったというわけだ。先程フレアがこの少女をヴィオラと呼んだ時、もしやとは思ったのだが。

　ここまで揃そろっていて偶然一致していただけということもあるまい。『勇者フレア』が師についているのならば、武力を重視するセレスタスの代表という事も納得ができる。

「そういうあんたは一体誰なんだよ。師匠と仲がいいみたいだけど、どう見てもあたしと同じくらいのガキに見えるけど」

　一人得心していると、そのヴィオラから棘とげのある言葉が投げかけられた。

　ぶっきらぼうな様子ではあるが師匠のフレアへの尊敬の念が所々に混じっているのが見えるのは、アリエッタのそれを見てきたからか。

「私は──いや、私の口から聞くよりも、師から聞くほうが納得できるだろう」

「はあ？」

　だからこそ、信じがたい事実というのは師匠であるフレアの口から聞かせたほうがよいと判断した。

　調子の外れた声を上げるヴィオラに、フレアは柔和に笑いつつ、告げる。

「うふふ、ヴィオラちゃん、この人はね──私の初恋の人よ」

「ああ？」

　と、思ったら。フレアは想像以上に調子の外れた事を言い放った。

　……いや、その事自体は何度か聞いているのだが。今このタイミングでそれを言うか？

「おい」

「本当のことなんですもの。……もう、わかりましたよ。ヴィオラちゃん、この人はね──三英雄最後の一人、テオ＝イルヴラムその人なのよ〜」

「はっ……はああああ!?　テオ＝イルヴラムって……『天魔』!?　コイツが!?」

　言葉の重みが失われて流されるかと思ったが、それなりに師を信頼しているのだろうか。

　ヴィオラからは中々いい反応が見られた。

　フレアと私を交互に見て、素っ頓狂な声を上げる。

　こうして私の正体を明かして驚かれるのは久々だ。名を知る者は大体が古い知り合いだし、若い者はそもそも私のしてきたことを知らない場合が多い。

　この娘の場合は──

「テオ＝イルヴラムって……！　三界戦争を実質一人で終わらせたり、伝説の魔獣を何匹も狩って、星まで砕いたってあのテオ＝イルヴラムかっ!?」

　多分、フレアが色々と吹き込んだのだろうな。

　やたらと輝いた眼で、詰め寄るヴィオラ。

　今挙げた話は事実だが、この分だと有る事無い事吹き込まれていそうだ。

「そうよ〜、だからあまり失礼のないようにね？　この人がその気になったら──世界だって、瞬まばたきの間に消えてしまうわ」

「……！」

　こういう具合にな。

　やろうと思えばできるが、私がそれをすることはないだろう。少なくとも、アリエッタがいるうちは。

「そのつもりは当面ない。それよりも、さっさと話の方に入れ。今の私は学生の身、午後には授業だってあるのだぞ」

「テオさまが授業？　……なんだか知らない間に、面白い状況になっているのですねぇ」

　それにアリエッタがいるからこそというのはあるものの、学校の方もある程度は楽しんでいる。

　これでも世界というものには愛着があるのだ。

「わかりました、では早く済ませてしまいましょう♪　……ねえヴィオラちゃん、少しだけ外してくれないかなー？」

「でも……いや、わかったよ。危なくなったら呼べよ。あたしの力なんて、足しにもなんないだろうけどさ」

　世界さえ破壊できる──そんな一言を警戒しているのだろうか、ヴィオラは一度だけ私とフレアとの間に視線を泳がせて、結界の中から立ち去っていった。

　足音だけが響いた後の、一瞬の沈黙。

「本当にお久しぶりですね。ずっと捜していたのに、どちらにいらっしゃったのですか？　いえ、それよりも何故今になって此方こちらに降りてこられたのでしょう？」

　何処どこか切り出し難にくい空気の中、先に言葉を発したのはフレアだった。

　その声は明朗に紡つむがれつつも、悲しみの色を湛たたえている。

「自宅だ。こことは違う位相にある館なので、見つけられないのも当たり前だろうな。……何故降りてきたかに関して言えば──アリエッタ。ひとえに我が弟子のためだ」

　何処かすがるような声に突き放すように、私は淡々と事実のみを述べた。

　……これが、苦手なんだ。悪いことは何もしていない、と思う。だというのに罪の意識が這はい上る、幼子の様な声が。

「戦争が起きでもしなければ降りてこられない貴方あなたが、たった一人の女の子の為ために、ですか。その女の子は、随分と幸せな娘ですね？」

「不幸な境遇にあった身だ。少しぐらい人並みの幸せを感じてもいいというものだろう。とは言っても、あの娘は『わたしテオ』がここにいることは知らんが」

「そう……なのですか？　いえ、あまり多くは聞きませんけど……」

　フレアの声に明らかな困惑が混じる。

　……？　なにかおかしな事を言っただろうか。まあいい。

「ねえ、テオさま。覚えていらっしゃいますか？　私と貴方が、初めて会った時の事」

「記憶力には自信がある。それは覚えているが──あの頃のお前と比べると、随分と感情表現がうまくなったものだな」

「ふふ、そうなんです。あの頃の私は、文字通り造られた存在──決まった動作に決まった反応を返すだけの、人形の様なものでしたからね」

　糸を手繰る様に記憶を思い返すフレア。

　もう三百年以上も前のことだ。私にとってはさほど遠くない記憶だが、フレアにとってのその期間は、生涯そのもの。私とは感じ方も違うのだろう。

「でも、そんな人形に貴方が心と生きる意味をくれた」

　覚えているとも。

　天界が造った、人を導くための存在。ありとあらゆる魔術的な『祝福』を受けて生まれた存在。

　それがどんなものか、興味があって会いに行ったのが最初だ。

　そこで見たのは、彼女の言う通り人形だった。まるで台本を読むように高潔であらんとする、人の形。それが当時の『聖女フレア』だったのだ。

　そんな彼女の姿を──当時の私は、ひどくつまらないものだと感じた。あるいは私の敵たりうる存在にならないだろうかと期待して見に行ってみれば、そこに居たのは天界の操り人形。勝手に期待して、勝手に失望した私はその腹いせに──操り糸を切ってみせた。

「『好きに生きてみるがいい。聖女ではない、ただのフレアとしてな』。あの時に言ってもらった言葉は、一時も忘れたことはありません──」

　……そう、そんな事を言った。

　天界もつまらない事をする。ならば、力を与えられ心を奪われた少女が枷かせを外された時、どういった生き方をするか。当初の目的とは違う、立てた棒がどちら側に転がるか、という程度の遊び心を満たすことにしたのだ。

「だから私、好きに生きることにしました！　私をあんなふうにした天界の頰を引ひっ叩ぱたいてやりましたし、あんなに不気味な子供だった私を愛してくれた両親のため、大好きな人達を守るために戦いました！　人形のときにはできなかった恋だってしましたよ。……でも、まだまだそれは成じょう就じゅしてないんです」

　半ば狂気じみたまでの笑みで、凄すさまじい解放感が伝わってくる。

　恋はまだ成就していない──そう語るフレアの瞳が、熱をもって私を捉える。

「ねえテオさま。せっかくこうしてまた会えたんです。改めて、私と一緒になってくださいませんか？」

　そうして生まれたのが──これである。

　ずっと抑圧されてきた少女。フレアが望んだのは──思うがままに生きること。

　幸いにしてその願いは可愛かわいらしいものだ。人々を守りたい、助けたい。周りの人間に恵まれた彼女は己を取り戻してなお、人々を救うことを望んだ。

　思うがままに人を救ってきた彼女はやがて英雄と呼ばれるまでになった。

　だが少々、行き過ぎたのだ。抑圧されてきた反動で、彼女は自分の欲求を抑えきれない。

　一見柔和に見えるがその実非常に頑固で融通が利かず、人々を救わずには居られないし──私を手に入れなければ、気がすまない。

　天界の施した戒めから解き放った後に生まれたのが、欲求を満たさずには居られない、そのためならば躊ちゅう躇ちょも恐れも感じない『勇者』だったというわけだ。

「何度も言うが、私はお前の思いには応えられん。お前に恋愛的な感情を抱けない以上、共に過ごしてもよい方向には転がらないだろう」

「それでも好きなんです！　私に本当の生き方を教えてくれたヒト、戦争でも何度も助けてくれました。おかげで今こうして私は笑っていられます。でも──傍そばに貴方が居ない。いつまでも、欠けた最後の一ピースが埋まらないんです。ねえ、そろそろいいお返事を聞かせてくださいませんか」

　そして私は、だからこそ彼女が苦手だった。

　嫌いではないだけに、思いに応えられない歯がゆさもある。縋すがる様な口調はやはり罪悪感のようなものを搔かき立てるし、それでいてなお諦めないこの心の強さが厄介だ。

「少なくとも──今は、無理だ」

「……そうですか。でも今は、と仰おっしゃるのならば、少しは私にも希望があるのでしょうか？」

　そう言って、フレアの顔に浮かぶのは普段の立ち回りからは想像できない、儚はかなげな笑顔。

　普段爛らん漫まんと笑う彼女の顔に影が落ちるのは、中々心に来るものがある。

　だから、なるべく会いたくなかったのだ。毎回毎回こういうやり取りをしていては、此方も気が滅め入いってしまう。

　それでも、今回はやたらと聞き分けがいいほうだ。

　普段ならばここから二三やり取りが続くのだが。

「じゃあ、代わりにお願いがあるんですけれど、どうでしょう？」

　……などと考えていると、やはり裏があったらしい。

　形だけでも納得する言葉が出るのは終わりの合図だ。今回はそれが早いと思った。

「言うだけ言ってみろ。ある程度ならば聞く」

　既にこの問答が終わるなら……という気分が胸に満ちてきている。

　今の私に願い事をする難易度は、非常に下がっていることだろう。

　何を言われるかと身構えているのは変わらないが。

「では単刀直入に。テオさま、臨時でいいのでヴィオラちゃんの先生になってくださいませんか？」

　フレアから飛び出したのは、予想さえしていない『お願い』であった。

「ほう？」

　思わず、関心から声が出る。

　てっきり此方の良心に訴えてくる、応えられなくもない絶妙なラインの頼み事をしてくるかと思ったのだが。

　手応えを感じたのだろうか、フレアの笑みに企たくらんでいるような色が混じる。

「知っての通り、今ヴィオラちゃんにはテオさまのお造りになった『天底の槍やり』を持たせてあげてます。武器の扱いはこれでも専門ですから教えてあげられるんですけど、祀し神しん器きの力についてはやっぱりテオさまに教わった方がいいなあって考えてたんです♪」

　手を合わせ、軽快になった語り口からは楽しそうな様子が伝わってくる。

　意外といえば意外だ。彼女が──私以外の──特定の人物にこれほど入れ込むとは。

　通した『お願い』を弟子のために使うのは、ちょっとした事件だ。

　……ヴィオラは『若わか鳳ほう杯』でアリエッタと戦うであろう相手だ。

　フレアのお願いを聞いてヴィオラを強化するのならば、それは敵の手助けをする行為に他ならない。

「空いている時間であれば扱いを教えるくらいは構わん。……その方が『若鳳杯』も面白くなるだろうからな」

　だが、私はこれに乗り気であった。

「あら、やっぱりお見通しです？」

「無論だ。その者の力量など一目見てわかる。アリエッタを十とすればあのヴィオラという娘は七といったところだ。だが『天底の槍』を使いこなせば勝負はわからなくなる」

「その通りだと思います。でも、なら何故なぜ手を貸してくれるのでしょう？　お弟子さんの事、随分と可愛がっておられるようでしたけれど」

「わかっていないな。可愛がっているからこそだ」

　理由は一つ。そうすることでヴィオラという娘がよりアリエッタのレベルに近づくからだ。

　これで持たせている祀神器が『災禍の剣』の様なタイプならば逆に現在のアリエッタではどうしようもなかっただろうが、今彼女が持っているのは使い手が強ければ強いほどに其その力を増す、優れた武器に過ぎないモノ。

　ヴィオラが地力を上げれば、アリエッタにも並び、アリエッタにとってもこの大会が実りあるものとなるだろう。

「なるほど。単に甘やかしているだけではないということですか」

　得心がいったというように、フレアが手を叩たたく。

「師匠という存在なれば、弟子の成長を第一に見るものだろう。……お前もそうなのではないのか？　面倒がった私に願い事をするというのはよくあったが、その機会を弟子に使うとは思ってもいなかった」

　意外そうに言うフレアだが、むしろ意外に思ったのは此方こちらだ。

　天界の傀かい儡らいとなっていた期間の反動で、彼女はただただ自分の欲望に忠実だ。

　それを満たすことができる場面で、弟子とはいえ他の誰かの為に機会を使うのには、本当に意表を突かれた。

　だが私がその驚きを口にすると、フレアは指を唇に添えて言う。

「わかってないですね。テオさまがヴィオラちゃんを見ている間なら、自然に一緒にいられるじゃないですか♪」

　……なるほど、してやられた。

　それを禁じていない以上、ヴィオラの傍にフレアが居ないのも逆に不自然だ。

　なんてことはない、誰かの為に願いを使ったのではなく、誰かのためにも願いを使ったというわけだ。

「これから若鳳杯までの間、私達はしばらく此方に滞在しますから。ヴィオラちゃん共々、是非よろしくお願いしますねー♪」

「なっ……いや、わかった」

　私にとっては不都合になる言葉をいたずらっぽく告げるフレアは、楽しそうであった。

　……どうも、此奴には良いようにされる事が多いような気がする。

　なんだかんだと使い使われのガーディフとは違い、一方的に言い負かされる事が多いような──

　今にして思うと、こういうやり取りの拙つたなさも私が人との会話に慣れていないからなのだろうか。

　こういう権謀術数も、不要とせずに学ぶべきなのかもしれない。

「そういう律りち儀ぎな所も本当に好きですよ♪　それじゃ、お暇な時には会いに来てくださいね〜」

　ひらひらと手を振って、去っていくフレア。

　……どっと疲れた。

　体力も魔力も無限のハズの私が疲れを感じるのは、フレアと会話した後くらいのものだ。

　ともあれ、これで今回の襲撃も防いだというわけだ。

　妙に重い体を引きずるようにして、教室へと戻る。

　なんとか授業の開始前に戻ってこれたようだ。時計を見れば、時間ぴったりにやってくるヴァレンスがくるまで五分ほど猶予があった。
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「あの、先生……」

　席について少し眼めを瞑つぶろうとした矢先、アリエッタが何か聞きたそうに声をかけてくる。

　……それは、気になるだろうな。

　もとより睡眠の必要がない私だ、アリエッタ以上に優先することでもない。

　私は体ごとアリエッタへと向き直る。

「お前の聞きたい事は分かっている。フレアのことだろう」

「……！　はいっ」

　この流れならば如何いかに鈍感な私でもわかる、というかそれしかあるまい。

　なるべくならフレアに興味を持ってほしくはなかった。何故ならば──

「アレは、やめておけ。フレアの『不老不死』は、天界の術だ。不老不死を目指す上では、かなりの回り道を選ぶことになる」

　フレアの得た不老不死は特殊なモノだからだ。

　あの技法は通常、天界でしか行えない大掛かりな儀式を、出来る限り若いうちに施す必要がある。

　準備・技法の面倒さを考えるともっと良い方法が沢山あるというか──人間界で普通の魔術師が行うならば最後の手段に限りなく近い方法と言ってもいいだろう。

　せっかく得た不老不死のヒントが使えないという落胆。アリエッタにはそれを味わわせたくなかったのだが。

「え？　は、はあ……」

　アリエッタの反応は、私が予想していたものとは少し違うものだった。

　落胆──の様な色は感じるのだがさほどではなく、どちらかといえば混乱が近い様な……？

「落ち込んでいないのか？」

「い、いえ。残念といえば残念ですけれど……」

　なんだか煮え切らない態度に、私の方も首を傾かしげる。

　……不老不死のことではないのなら、一体何を聞きたかったのだ？

「……わからん」

　小さく呟つぶやいたところで、入り口のドアが開きヴァレンスがやってくる。

　この話題は──少なくとも、放課後まではお預けになりそうだ。

「そらお前達席へ着け。授業を始めるぞ」

　ヴァレンスの言葉にアリエッタはやや未練を感じさせつつ、席へ戻っていく。

　……ふむ。何やら悩んでいるようだが──若鳳杯に向けて悪い影響がでないと良いのだが。

　物で釣るというわけではないがなにか一つ、励みになる褒ほう美びでも考えてみようか？

　疲れた頭と、渦巻く考え。この日私は珍しくヴァレンスの授業を聞き流した。











第六話　黒い影






　暗黒の瘴しょう気きが満ちる土地、常に厚い雲が立ち込め光を閉ざす世界に、その館は立っている。

　魔界に限りなく近い場所にある、人間界のとある場所。そこには三百年続いた人間界の平穏を脅おびやかそうとする者達が蠢うごめいている。

「今日は集まりが良いな。特にザイン、貴様が指定した時間にいるとは思わなかった」

「ケッ、どういうイメージだそりゃ。こないだだってエイナよかは早く来てたろうが」

「私はひと仕事終えてきていたから。フリードにも先に話は通していたわよ」

　その一室で、三人の魔族が会話を交わしていた。

　悪態を吐つき合いながらも、関係は悪くないように見受けられる。

　それはひとえに彼らの付き合いの長さからなるものだった。

「そういう事だ。……別に、それはいい。それよりも今日は計画について話しておこうと思ってな」

　しかし馴なれ合ってばかりでも無いのが彼らの関係性だ。

　共通する目的──魔王の復活。即すなわち人間界の転覆を掲げて集ったからこそ、彼らが最も優先すべきは目的の達成である。

「例の人間界の催しだが、やはりこれに勇者フレアが訪れる可能性が高くなった。参加者の一人の師匠が、この女であるらしい」

「『勇者フレア』……戦争じゃ散々引ひっ搔かき回しやがったからな。今回も邪魔になるとは思ったぜ」

「……では、計画はどの様に？　『勇者』と『大魔術師』二人を一度に相手にするのは、少々骨かと思われますが」

　馴れ合いは影を潜め、冷淡に大量殺人の計画を立てる魔族達。

　簡素な卓に上ったのは、その催しに集う二人の『英雄』の話だ。

　人間界に語り継がれる三大戦力の内二人の名を出しても、魔族達に焦あせりのようなものは感じられない。

　が、魔族達は飽くまでも冷徹である。

「その件だが──開催地となる闘技場に破壊の魔術を仕込もうと考えている。これの起動を以もって計画の開始とし、まずは闘技場に混乱を齎もたらす。この時点で多くの人間どもを殺すが、しかし殲せん滅めつはしない。そうだな、試合場から遠い席の者達は負傷する程度がいい。これにより、『英雄』達に荷物を背負ってもらうことにしよう」

　作戦を語るフリードは饒じょう舌ぜつだ。

　想像するのは戸惑う人々、屍しかばねの山、血の絨じゅう毯たん。口の端は吊り上がり、人々の苦しみこそが喜びと言わんばかりだ。

「同時に、街の外から魔導兵の軍勢を率いて攻める。これでどちらかは事態の収拾に動かざるを得まい。街の内外から『英雄』共の荷物を増やすのだ。そうして戦力を分散し、士気を削そぎ──叩たたき潰す」

　魔族達の口角が吊つり上がる。

　計画の実行、人々の死、そして魔王の復活──数百年越しの悲願が近づいてきているのを、ひしひしと感じていた。

「エイナ、繊細な魔術は貴様の方が得意だろう？　闘技場に魔術を仕掛けるのは貴様がやってくれ。求めるのは高い秘匿性と威力の調整だ」

「仰おおせのままに。……良いですわね、何も知らない人間達が、突然悲嘆の渦に放り込まれる様を想像すると、熱い感覚が背中を上ってくる」

「ザイン、貴様は当日軍勢の指揮だ。大仰に動くぶん、より多くの人間どもが貴様に殺到するだろう。悉ことごとくを踏みにじれ」

「ハッ、いいね。お前は相変わらずその気にさせるのが上手うめえよ」

　それは何よりも、この手で人間の命を手折る事ができるという喜び。

　本来支配されていて然しかるべき脆ぜい弱じゃくな種族が、生を謳おう歌かしていることへの怒り。

　目的以上に、彼らは殺さつ戮りくを楽しもうとしている。

「ギルディオならばともかく、お前達ならばそれぞれ荷物を抱えた『英雄』を撃破することは容た易やすいだろう。ここで一気に、コマを推し進めるのだ」

「お前達なら？　……フリード、お前はどうすんだよ」

「俺は不測の事態に備えサポートに回ろう。例えば──『天魔』が現れた際などを想定してな。なに、楽しんでくると良い。たまには派手な祭りもいいだろう」

　だからこそ、貧乏くじを引く感覚でフリードは待機を申し出たし、エイナとザインは仲間の『気遣い』を察して表情に影を落とした。

「良いのかよ？　お前がそう言うなら、俺らで楽しんじまうけどよ」

「気にはせん。労ねぎらいには良い機会だろう」

「まあ、流石さすがは私達のリーダーね」

　会話の内容に眼を向けなければ、彼らは気の合う友人達にでも見えるだろう。

　実際、長い付き合いである彼らは普段冷徹を貫きつつも、強い仲間意識で結ばれていた。

　──もしも策が成れば、彼らの言う通り目的へ大きく駒を進める事になるだろう。

　大量の人間の魂、より強い魔力を持つ英雄の魂。それらを捧ささげ魔王を復活させれば、英雄の居ない人間の世界など一息に崩れ去る小さな砂山に過ぎない。

　彼らはそのために血の滲にじむような修練を積んだ。あの頃とは違う。それが彼らの共通の認識である。

　だが彼らは知らない。

　人間界には今──ごく一部の者のみが気づいている、小さな変化があることを。

　たった一人の元奴隷の少女が引き起こした、日常への小さな変化。

　それが、自分達の計画にどんな変化を齎すかを──




　　　　◆




「……む？」

　何やら今、誰かに噂うわさでもされたような。

　黄昏たそがれが近づく空の下、私はふとそんな感覚を受けて、喉を鳴らした。

　第六感を強化している私は、こういった感覚が敏感だ。いちいち感じ取っていては鬱陶しいし、あまり手にとるように未来が分かっても面白くないので、感覚はだいぶ絞っているのだが。

　ある程度の意思を持って、明確に存在が意識された事を感じ取って、私は首を傾げそうになる。

　だが最近ではこうして人間社会に姿を晒さらしている。ガーディフ、ヴァレンス、フレアにヴィオラ。私の事を話題に上げる人物にはいくつも覚えがある。

　これもそういうものだろうと、感じた気配の様なものを頭の外へと追いやった。

「くっ……！　先生ぇッ！」

　どうせ『予感』程度で感じる事象などたかが知れているし、今は何よりアリエッタの鍛錬の最中だからだ。

　意識を逸そらしたのを感じ取ったか、怒りを交えてアリエッタが苛烈に魔術を打ち込んでくる。

　集中を欠いた私に対する怒りというよりは意識を釘くぎ付づけにしておけない自分への不ふ甲が斐いなさが怒りの理由だろう。

　前方百八十度から飛来する炎の槍やり。手を突き出し、水の防御壁を発生させることで槍を消滅させる。

　即座に、アリエッタの纏まとう魔力が切り替わる。炎から雷へ──水の魔力に通電させようというのだろう。

　杖つえに雷の魔力を込め、癇かん癪しゃくでも起こしたかのように地面へと思い切り振り下ろす。

　動きとは裏腹に、雷の魔力を最大限に活いかす良い選択だ。打ち付けられた魔力は破裂し、雷光が爆裂する。

　全方位への広大かつ迅速な攻撃だ。

　が、私は既に土の防御壁を生み出していた。

　有利にある土の魔力が、雷の魔術を霧散させる──だが一瞬だけ私の視界は塞がり、土の防御壁を崩したその外には──杖に纏わせた炎の剣、そして魔力で形作った雷の剣を振りかぶったアリエッタが眼前まで迫っていた。

「見事だ」

　一言呟き、私は手をかざす。すると、アリエッタの手に握られる刃やいばは消える炎の様に揺らめき、消失した。

「『ディスペル』……これで、合格なのですか？」

「ああ。それが今回の目的だったろう、文句なしの合格だ」

　組手の終了を告げると、アリエッタは小さく息を吐いた。

　その表情には汗が浮かんでいて、息も荒い。魔力の消費以上に体力の消耗が激しいようだ。

「頑張ったな。だが中々面白い趣だったろう。魔術の出力が同じでも、術式の構築速度と属性の使い方次第で結果は大きく変わる。戦術の組み立てでもな。私の視界が塞がれたと見るや、属性を二つ使い、魔術よりも速い近接攻撃で速攻を仕掛けたのは非常に良い判断だった」

「でも……防がれてしまいました。それに同じとは言いますけれど、先生は私が攻撃に使うよりも少ない魔力で防御していました」

「そうだ。だからこそ、戦術の組み立てで最終的に優位を摑つかんだのは素晴らしい。魔術の質も速さも私が勝るのは当然。だからこそあえて全方位への電撃を使うことで、視認性の悪い土の魔術による全範囲防御を誘発させた。だろう？　一瞬視界を塞ぐことによって課題である『ディスペルを使用する前にディスペルを使用させること』を果たした。十分満足と言える結果だ」

　アリエッタと使用する魔術のレベルを合わせて模擬戦を行い、私に『ディスペル』を使わせる。それが今回の修行の課題であった。

　実力が拮きっ抗こうした相手との戦いこそ、力押しではない技術が重要になってくる。

　より少ない魔力でより多い魔力を削る。今回アリエッタに学んでほしかったのはそれである。

「『ディスペル』は非常に強力な魔術だ。詠唱も必要とせずに相手の魔術を打ち消す、最強の防御手段の一つと言っても良い。だが効果が強力であれば当然それに支払うコストも大きい。術者が使用する魔力は打ち消す魔力のおよそ三倍。格下相手にでも使いすぎれば魔力切れを引き起こすだろう。逆に格上相手に何度もディスペルを使用させれば、そこに勝機が生まれることになる。当然互角の戦いならばディスペル一回の重みも段違いだ。一瞬で勝負が決さない互角の戦いにおいては、ディスペルの回数が勝負を左右すると言っても過言ではない。確かに私は属性の相性をうまく使い試合を有利に進めたが、あのディスペル一回で使用した魔力はわずかにお前を上回っているくらいだろう」

　まだ彼女は互角の相手との勝負の経験は薄い。

　現時点では若わか鳳ほう杯にも敵は居ないが、開催までにヴィオラが肩を並べる可能性は十分にある。

　そうなった際に、互角の相手との戦い方を知っているのと知らないのとでは大違いだ。

「端的に言って、戦闘とはつまるところ魔力の削り合いだ。相手が使用するよりも確実に多い魔力を消耗する『ディスペル』は、最後の手段と言っていい。魔力の削り合いという観点から見れば、これは完全な悪手と言えるな。要するに、こんなものを使わされる様な状況は既に負けている、という『悪い例』だな。こんなものは使わず、回避を優先した方が良い。仮に当たれば問答無用で命を絶つ魔術でさえ、当たらなければ意味はないのだから」

「……回避、ですか。そうですね……やはりそれが理想になりますよね」

「まあ理想の話だ。毎回避けれるわけでもなければ、防御も選ぶ必要が出てくるだろう。先程の全方位への電撃に対する、土の防御壁の様にな。その点では先程の選択は非常に優れていたと言える。よくやったぞアリエッタ」

「お褒めに与あずかり光栄です。……えへへ」

　模擬戦の内容に不満を感じていた様子のアリエッタだったが、この修行の意味を知ると表情も晴れたようだ。

　確かに手応えを感じているのが見て取れる。

「ふっ……ここ最近は、いつにも増して熱心だな。やはり『若鳳杯』か？」

　何よりも、ここのところの鬼気迫る様子。

　戦闘中とはいえ、アリエッタが声を荒らげて私を呼ぶのは非常に珍しい。

　それだけ身が入っている証拠だろう。

「そ、それは……もちろんそれもあるんですけれど……」

　しかしアリエッタはどちらかといえばはにかむ様に、もじもじと身を揺らしながら微ほほ笑えんでみせる。

　少し、思っていたのとは違う反応だ。

　というか、若鳳杯以外に理由が？　何かアリエッタのやる気に繫つながる事があったかと思いを巡らせると──

「あのフレアさんと、そのお弟子さん。あの二人には絶対に負けたくありませんから」

　その魔力の熱量からは想像もできない、吹雪に磨かれた氷柱の様な、冷たい光を眼光に宿して言った。

「む、い、いや。なるほど？　その負けん気は、好ましいな」

「ふふ、そうですか？　これでも結構、燃えてるんです」

　……いや、やはり勘違いだろうか？　意気込みを示すように拳を握り込むアリエッタは、いつもの爛らん漫まんな様子に見える。

　が、やはりその魔力は荒々しく猛たけっていた。

　あの時には気にしている暇もなかったが、フレアが私に限りなく近い距離感で接していたこと、そして無礼を咎とがめようとした時にヴィオラが邪魔した事を根に持っているのかもしれない。

「……その、なんだ。応援している」

「はいっ！　先生に応援していただけるのが、一番の励みです！」

　いや、本当に応援して良いのだろうか？　……良いに決まっている。

　アリエッタの感情よりも優先することなどあろうはずもないのだから。

「さて、今日は疲れたろう。使った魔力をじっくりと回復させることこそ成長の近道だ。今日は寮に帰ってゆっくりと休め」

「わかりました。じゃあ先生、また明日」

「ああ、また明日」

　こうして『明日』を約束して別れるのは、良い。

　控えめに手を振ってから去っていくアリエッタに表情を緩めながら、姿が見えなくなるまで見送る。

　……これで一日を終えられたら最高の気分なのだろうがな。

　生憎あいにくと、この後にも約束がある。

　アリエッタを見送って、講堂へ向かう。

　臨時の生徒と、厄介な知り合いを待たせている講堂へ──




　　　　◆




「む、もう揃そろっているのか。約束の時間には少しだけ余裕があると思ったが」

「それはもう♪　好きな人に会えるんですもの、足早にもなるというものです」

「あたしはその付添だ。……師匠より後に弟子が来るわけにもいかねーだろ……」

　講堂に着くと、そこには既にフレア師弟が揃っていた。

　約束の時間にはまだ十分程あるのだが、この分だと予定よりも早くに開始することになりそうだ。

　げんなりとしたヴィオラを見ると、深く考えるまでもなく高揚したフレアに引っ張られて連れてこられた──という形だろうが、彼女に振り回されているあたりには強い共感を覚えずには居られないな。

「けど、良いのか？　あたしはあんたの弟子の敵になるんだぞ。いくらフレ……師匠に頼まれたっていっても、敵に塩を送るのは不本意なんじゃないのか」

　がさつに振る舞っている様に見えるが、これで意外と様々な事に思慮を巡らせている様だ。

　前までの私だったらなんとも思わなかったろうが、これは中々人間として面白い。

　理想の中の可か憐れんな少女を体現したような見た目と、男勝りな言葉遣い。乱暴な印象を与える口調とは裏腹に、その実律りち儀ぎで思慮深い。

「ふっ……心配はいらん。今のままでは、少々塩を送ったくらいではアリエッタの敵足らんだろうからな」

「……ああ？」

　喧けん嘩かっ早ぱやいのは、口調の通りの様だが。

　フレアから私の正体については聞かされているはず。それで萎縮せず怒りを表現できるのは、度胸が良いと褒めるべきだろう。

「気を悪くしないでね〜、テオさまの、言う通りなんだよ。今のヴィオラちゃんじゃ、あのアリエッタって娘には勝てない。十回やって一本取れればいいほうじゃないかしら？」

「フレアまで！　……ちっ、わかったよ」

　それでもフレアの言葉には素直であるようだ。

　納得がいっている様子は見えないが、師匠の言葉には従うといったところだろうか。

　その割に、普段の呼び方は名前呼びと、親しさを感じさせるが。

「ひとまずあんたに従うよ。……そんで、後悔させてやる」

「そうか。楽しみにしている」

　くつりと喉を鳴らす。

　ヴィオラはそんな私を見て、表情を丸めた紙の様に歪ゆがめると、鼻息を一つ押し出した。

「けど、話はフ……師匠から聞いてるけど、あんた本当に強いのか？　なんか……もっとゴツい奴を想像してたんだけどさ」

「一体何を吹き込んだのだ……強いかどうかで言えば、過去、そして未来にも私に比ひ肩けんする魔術師は居ないと思っている。見た目に関して言えばこれは魔術でアリエッタの年齢に合わせているだけだ」

「……そりゃまた大した自信だな」

「事実を述べているだけだ。未来に関してはともかく、過去私に脅威を与えた魔術師は居なかった」

　ヴィオラからの問いに、淡々と事実のみを述べる。

　私の言葉に、ヴィオラは肩を竦すくめる。その視線は助けを求めるようにフレアを捉えた。

「事実よ。この人がその気になれば、この星だって瞬またたきの間に跡形もなく塵ちりになるわ」

　が、返ってくるのは肯定のみ。

　それも、普段のふわふわとした態度を潜めての真顔によるものだ。

「マジかよ……」

「そういうことだから、あまりテオさまを怒らせちゃ駄目よー♪」

　師匠の言葉はやはり否定するつもりは無いようだが、眼めは未いまだに半信半疑を示している。

　……仕方がない。臨時とはいえ生徒になる少女だ、ある程度尊敬なり恐怖なり感じてもらったほうが、後々やりやすかろう。

「いいさ、少しだけ見せてやる」

　眼を細め、私は魔力を集中させた。

　私の体から滲にじみ出た魔力が、講堂に広がっていく。

　一瞬にして講堂は魔力で満たされ、それでも放出を続ける魔力は徐々に密度を増していく──

「っあ……!?」

　ある一定まで魔力の密度が高まった時、ヴィオラは胸を押さえて崩れ落ちた。

　濃密な魔力には、呼吸を妨げ押しつぶされる様な感覚を与える力がある。よほど実力が離れている時に限るが、威圧とは時にそれだけで戦闘不能に陥らせる力があるのだ。

　ヴィオラは全力で魔力を解放し、己の魔力を鎧よろいのように纏まとおうと試みる。が、既に私の魔力が満ちた空間に、濃度の薄い魔力が滲しん出しゅつする事はできない。

「テオさま、その辺りで……」

　と、そこでフレアから制止がかかった。

　力を見せるという目的を果たしたら、これ以上は悪趣味だ。

　言われたとおりに魔力を引っ込めると、ヴィオラは悪夢から飛び起きたように眼を見開きつつ、立ち上がる。

「わ、悪かった。これは、疑ったあたしが全面的に悪い……」

　ふらつきながらも息を整えると、元のさばさばとした口調が戻ってきた。

「まあ、そういうわけだ。諂へつらえとは言わんが、引き受けた以上は責任があるのでな、教えには素直に従ってくれると助かる」

　不敵に微笑んでみせると、ぎこちないながらも頷うなずくヴィオラ。

　素直でよろしい。どうやら効果は覿てき面めんだったようだ。

　アリエッタにさえバレなければ別に隠すものでもない。使えるものは使っていくのがモットーだ。『テオドール＝フラム』が『テオ＝イルヴラム』を使うのも面白い。

「さて……では先程の話に戻るが、ヴィオラと言ったか。現状のお前とアリエッタでは『どう食い下がるか』という力関係になるのは事実だ。私はアリエッタを弟子として可愛かわいがっているが、魔術に関する評価だけは色を付けん」

「ただの親バカでもないってわけか。……いや、今のを見せられたばっかで、あんたに評価されてる奴ってどんだけヤバいんだってなるんだけど」

「その心配はない。アリエッタもお前も、飽くまでも十五歳の少年少女という枠の中で評価しているだけだ。あえて悪い言い方をするならば『子供にしては』という評価に過ぎんよ。よく言うのならば、将来性への期待だな」

　しかし、これはこれで効果がありすぎたようだ。

　どうやらヴィオラは私の評価を、基準に私を置いたものとして見たらしい。

　そういうイメージなのかもしれないが、流石さすがにそんな大雑把なことはしない。

　こと魔術に関しては、一般的に寄り添った価値観も持ち合わせているつもりだ。

「だからこそ、今のあの子にはあらゆる良いい経験を積んでもらいたいと考えている。お前を鍛えるのも、アリエッタに『若わか鳳ほう杯』で何かを摑つかんで欲しいからだ。同年代では最も早はや、あの子の相手になる者は居ない。が、ヴィオラならば少し鍛えることでアリエッタと並び立てると思ったからこそ、この臨時教師を引き受けたのだ」

「そういうもんか」

「そういうものだ」

　少し語ると、もうヴィオラの瞳には気の強そうな光が戻っていた。

　色々と考えているようだが、ひねくれては居ない。気持ちの良い性格だ。

「話も纏まったところで、そろそろ始めていこうか。お前の師匠からは『天底の槍やり』そのものの使い方を教えてやってほしいとのことだったが──まず、お前達はその槍の力を何処どこまで把握している？」

　これならば此方こちらも頼まれたから嫌々取り組むという不誠実な向き合い方をしなくても済む。

　首尾よく本題に入ってしまおう。

「天底の槍の力っていうと……使った魔術の威力が上がるのは感じてるけど」

「ああ、それは確かだ。槍に流れ込んだ力を増幅する効果はある」

「武器としても優れていますよね。軽くて切れ味も良い」

「基本的に祀し神しん器きと呼ばれるソレはこの世にない物質で造ってあるからな」

　フレアとヴィオラ、それぞれから意見が出る。

　が、やはりその真の力については知らない様だ。

「まあそんなものだろう。だが、祀神器はただ優れた武器ではない。飽くまでもそれらは魔道具。封じ込められた魔術があるのだ」

　もったいぶる形になってしまったが、それによりヴィオラの眼が輝く。

　なんとなくだが、彼女とは気が合いそうだと感じる。実用性を度外視した自爆機構などにロマンを感じるタイプなのではなかろうかと思う。勘だが。

「封じられたその力とは、魔力に直接ダメージを与える魔術。原理は面倒だから説明せんが、その有用性は理解できるか？」

　ともあれ、興味を惹ひけたのならば焦じらす必要もない。

　あっさりと、私は『天底の槍』の能力を打ち明けた。そう──その力は『魔力への攻撃』という固有の魔術。

　先の訓練でアリエッタに魔力を削り合う戦いの重要さを教えたのは、この槍への対策を想定している。

「魔力へのダメージ……？」

「戦闘の基本は相手の攻撃魔術を、魔力を使って防ぐことになるだろう。この魔術はそのやり取りをより簡略化させる。決定打を与える為ために相手の魔力を減らす、魔力を減らすために防御魔術を使わせる、というやり取りを簡略化し、直接魔力を減らすのがこの魔術の目的だ」

「……なるほど、確かに決定打を通すために魔力を削るのは重要だもんな」

「うむ。そして防御魔法とは十の力に対し十を出し、そのうち五から八の魔力を回収する魔術だ。だからこそ、この魔力への直接ダメージという特性が活いきてくる」

　そう、戦闘において魔力の削り合いは全てと言っていい。

　魔力が少なければ相手の防御を打ち破ることができず、相手の攻撃を防ぐことはできない。

　だからこそ、この魔術は強い。

「この魔術は十の魔力を使った防御に十を当てれば十を減らし、八を当てれば八を減らす。言い換えれば──実質、防御ができない魔術だと言っていい」

「……！」

「まあ」

　魔力への攻撃といえば地味に聞こえるが、その本質は『防御無視』。

　その驚きょう愕がくの表情を見れば、ヴィオラにもよく伝わったようだ。

「これを使いこなせば、同格の相手との戦いを非常に有利に進められることだろう。……だからこそ私には無用の長物となったわけだがな」

　鼻を鳴らして自嘲的な言葉で説明を締めくくる。

　……思えば、何故なぜ私はこれを造ったのやら。私と同格の相手など、出会ったことさえ無いというのに。

「あー……ま、まあスゴいって事は十分に伝わったよ。それで、そいつはどうやって使うんだ？」

「む、そうだったな」

　冷や汗混じりに視線は外されていたものの、ヴィオラからの質問に私は意識を現実へ引き戻される。

　気遣ってくれたのだろうか。

「まずは当然その存在を自覚すること。そして闇の魔術を、槍を巡らせて放つ。この際に槍の魔術をイメージすることで、闇の魔術の性質が『槍』のものに変化する」

　説明を聞きながら、ヴィオラは既に槍へと意識を傾けていた。

　早速試したくて仕方がないといったところか。

　ヴィオラの目つきが変わる。槍を回転させながら構えた彼女は、魔力を集中させる。

　闇の魔力が集い、穂先に集まっていく、が。

「『ダークブレット』！」

　槍の穂先から放たれたのは、ごく普通の闇属性の基礎の『ダークブレット』。

『天底』の力を得られたものではない、影の弾丸が放たれただけだった。

「……できねーぞ」

「槍全体を魔力が巡っていないからだ。魔術を槍に巡らせることで、詠唱の代わりとしているのだ。ただ単に槍を通すだけでは、穂先の増幅機能しか得られん」

「思ったより繊細だな。いいさ、はじめっからできるとは思ってないよ」

　祀神器はどれもそれなりに高位の魔術の補助器具だ。それ故に、魔力の操作には正確さを要する。

　想定よりも難しいと口にしながらも、ヴィオラは好戦的な笑みを浮かべていた。

　障害が高ければ燃える性格なのだろう。その点については全面的に同意するが。

「気づいた事があれば指摘してやる。まずは色々と試してみろ。少なくとも若鳳杯までに発動までは漕こぎ着けてもらうぞ」

「へっ、随分と控えめだな。絶対使いこなしてやるから見てろよ」

　やはり、なんとはなしに思っていた通り気が合いそうだ。

　……可か憐れんで清せい楚そな少女であるアリエッタとはまた違った会話の流れが、案外楽しい。

　これはそう、ガーディフやシュリオと話す感覚が近いか。

　つい最近まで数少ない知り合いの殆ほとんどに媚こび諂われ生きてきた人生だ、真っ向から負けん気で挑んで来られるのは非常に好ましい。

「ふふ、面白い娘でしょう？」

「ん、まあな。正直に言えば好感が持てる。見た目の割に妙に男らしいというか……実は男、とかはないよな？　だとするのならば礼を欠いてしまっている気がするのだが」

「あら失礼ですね。ヴィオラちゃんは紛れもなく女の子ですよ〜。私としては、もう少しお淑しとやかになってくれると嬉うれしいんですけど」

　槍を振るう姿を観察していると、横から身を屈かがめるようにしてフレアが顔を出してくる。

　念の為聞いてみたが、実は男、とかではないようだ。

「あの身なりはお前の趣味か？」

「よくおわかりですね。可愛いでしょう？」

　本人の性格からは若干乖かい離りしているような、可愛らしいという方向でまとめたような髪型や、着こなし。

　お淑やかになってくれると──とフレアが望む以上もしやと思ったが、これらはフレアの望んだものであるようだ。

「あまり振り回してやるなよ。師とは弟子を導く存在に過ぎんのだからな」

　こうと決めたら、フレアは譲らない。散々振り回されてきた私としては、同情もしようというものだ。

「それなら大丈夫です♪　ヴィオラちゃん、ああ見えて結構お洒しゃ落れを楽しんでいますから」

「……ああ、そうなのか。それであれば私から口を挟むこともないが」

　だが聞けば、あれはあれで彼女の趣味なのだという。

　それは意外だった。いや、意外でもないか。粗雑な口調でも紛れもない少女だ。この年頃ならば服装に気を使うくらい何もおかしくはない。

「おいっ！　うるさいぞ、気が散るだろっ！」

　とはいえ、それを目の前で話されるのは小恥ずかしいのだろうか。

　顔を赤らめ、声を荒らげる。こういう所も、そんな話を聞いた後では微ほほ笑えましいものだ。

　多感な時期にあれこれと話の種にされるのは応えそうだ。修行の邪魔になりそうというのはあるし、黙っていてやろう。

「あれー？　ヴィオラちゃん恥ずかしがってるの？　もう、カワイイんだから」

「うるさいうるさいっ！」

　そんな私の気遣いもフレアにはどこ吹く風。

　先程まで弟子として師匠を敬う姿勢を見せていたヴィオラだったが、こうして見るとまるで姉妹のようだな。

　……フレアも、楽しそうなこと。かつての人形のようだった頃が噓うそみたいだ。

「ふっ……」

「くそ……！　笑ったな！　後で覚えてろっ！」

　微笑ましくて笑ってしまうと、目ざとくそれを見つけたヴィオラが薄うっすらと潤んだ瞳で叫ぶ。

　それがまた微笑ましくて──それでも同じ被害者の好よしみとして、黙っている私だった。











第七話　ヴィオラ






　フレアの襲来からそろそろ一週間が経過しようとしていた。

　初めはただただ慌ただしくなると思っていた日常は、意外にも穏やかで中々に心ここ地ちの良い日々が続いている。

　最近の私の一日は、朝起きて授業を受け、放課後はアリエッタの修行。そして夜はヴィオラの臨時教師……と。忙しいことには忙しいのだが、それぞれが私にとっては良い刺激となっていた。

　臨時教師とはいっても、やることは口出しだけだ。寮の部屋でシュリオと喋しゃべっていた時間の代わりに、此方こちらに来ていると思えばさほど変化はない。

　ヴィオラは槍やりに意識を集中させ、闇の魔力を込めている。

　それを槍に巡らせることで刻まれた術式を付与し──放つ。

　槍の穂先から放たれた『ダークブレット』には、細かな光が付随していた。

「……できた！　なあ、できてたろ今の！」

　紛れもなく、それは『天底の槍』の真の力であった。

　防御することのできない『魔力ダメージ』の術式。

「不完全ではあるがな。魔力の通し方にムラがありすぎる。効果は半分といったところだろう」

　ただし、未完成ではあるが。

　闇より派生した『星』の力。彼女の生み出す力がそこに到達するのは、あとほんの少し時間を要するだろう。

「いまのでかよ！　……いや、テオが言うならそうなんだろうな」

　悔しそうだが、楽しそうに弾んだ声。そこに出会った時にはなかった、信頼の色。

　心の底から槍の修練を楽しんでいるようだ。

　……正直、これほどまでに上達が早いとは思わなかった。

　若わか鳳ほう杯までに最低限扱えるようになれば上出来かと思っていたが、予定の三分の一程の時間でここまで来るとは。

「だが見事だ。槍の力で簡略化されているとはいえ、かなり高等な魔術だ。最低限扱えるようになるまで、少なくともあと一週間はかかると思っていたのだがな」

「……！　へへ、あたしにかかればこんなもんだよ。テオのアドバイスもよかったしな！」
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　歯を見せて爽やかに笑うヴィオラ。

　浮かんだ汗がなんとも健康的な印象だ。

　テオ、と呼ばれるのもこれはこれで新鮮で悪くない。

　友人というのがこういう関係なのだろうか。呼び捨てに飾らない喋り方。物もの怖おじしない態度──どちらかと言えば敵対関係にあるものに多かった態度が親しい態度から向けられるのは良い気分だった。

「すっかり仲良しさんになりましたねー♪　私としても嬉しいですよ」

「はあ？　……あー、いや。そうかもしんないな、うん」

　そんなわけで──この一週間で、お互い大分打ち解けたと感じていた。

　こういった話題に敏感に反応するヴィオラも、くすぐったそうに肯定する。

　いくらフレアの言葉でも、こういった話題に肯定するのは少し意外に思った。

　最初の頃は茶化される度に声を荒らげて反論していたものだが、それも仲が深まったからこそだろう。

「……最初の頃は随分と突っかかってきていたが。どういう心境の変化だ？」

「テオが悪いやつじゃないってわかったからな。それに色々教えてもらってんのに感じ悪いままじゃ失礼だろ、フツーに」

　あとは、彼女の律りち儀ぎさによる所も大きい。

　恩には礼を、当たり前の事ではあるが、それを当たり前に行えるのは人柄と言ってもいいだろう。

　だからこそ私も彼女を気に入り、彼女も私の接し方を見て態度を軟化させる。

　この一週間は、その積み重ねだ。

「よし、感覚を忘れないうちにもう一度やってみろ。より丁寧に、均一な力を流せ。最初はなるべく出力を低めにしたほうがいいだろう」

「ん、やってみるよ」

　またこれが、中々覚えがいい。

　言われたことを漠然と繰り返すのではなく、試行錯誤を加えていく。

「『ダークブレット』！　……っくそ、失敗か」

　それが良い方向に行くばかりではないが。

「低く低くを意識しすぎて逆にムラができているな」

「ふん、わかってるよ」

　ぶつぶつと何やらを呟つぶやきながら、再び槍と向き合う。

　ぶっきらぼうな返しだが、口から出ているのは文句ではなく改善点の様だ。自分に言い聞かせながら、真剣に集中を高める。

　……うむうむ、こういうのもいいな。悩みながらも腐らず、何度も試行するその姿は、私達の様な魔術師が忘れてしまった感覚だ。

「……『ダークブレット』！　あっ、今の良かったんじゃないか!?」

　結果に一喜一憂するその様は、ただただ眩まぶしく映る。

「お前がヴィオラを可愛かわいがる理由がよく分かるよ」

「ふふふ、そうでしょうそうでしょう」

　自慢気に胸を反らす。

　どういう経緯でフレアとヴィオラが師弟関係を結ぶに至ったかは知らんが、お互いに信頼しているというのはここ数日でよく分かった。

　悩みながらも成長を続け、好意には好意を返してくる。

　入れ込むのもわかるというものだ。それだけのものを返してくれるのだから。

「どうです？　よければ私と一緒にヴィオラちゃんの師匠になりませんか？」

　自分よりも低い位置にある私の顔を覗のぞき込みながら、フレアはそんな提案をしてくる。

　前までの私であれば一も二もなく飛びついただろうな。それだけ、彼女の監督をするのは楽しい。

「遠慮しておこう。私にはアリエッタがいるからな」

　だが、そうはならなかった。

　何故なぜならば私にはアリエッタがいるからだ。

　確かにヴィオラにものを教えるのは楽しい。しかしアリエッタが居なければこうして彼女にものを教えることはなかった。

　今私を取り巻く環境の全ては、アリエッタに与えられたものだ。その上で、最も優先すべきと考えている物事の中心が、アリエッタなのだ。

「ふふ、いい表情をなさるようになりましたね。……本当に、羨ましい。テオさまにこれほど愛されているなんて」

「あい……っ!?　い、いや。そうなるか。確かに私はあの子を我が子のように思っている。生憎あいにく子供を持ったことはないが、そういう意味ではまさしく愛していると言えるかもしれんな」

　気がつけば、緩んだ顔をしていたようで、フレアに茶化されてしまう。

　が、ヴィオラから影響を受けたか、咄とっ嗟さに否定しようとしていたのをやめて肯定する。

　愛……といえば、それは紛れもなく愛、というべき感情なのだろう。

　アリエッタのことは何よりも大切に想おもっているし、彼女の喜びは私の喜びだとはっきり言うことができる。もしも、彼女を喪うしなう様な事があれば、私は世界を対価に捧ささげても取り返そうとするだろう。

　アリエッタも、私を師として慕ってくれているのがよく分かる。この通じ合った気持ちを否定してしまうのは、ひどく不誠実だと思ったのだ。

「……アリエッタ、か。そういえばあの一回きりで、まだちゃんと喋ってないんだよな。どういう奴なんだ？」

「一言で言えば、素直で勤勉な良い子だ。気も利きくし、人ひと懐なつこく、家事も万能と来てる。あらゆる面で少女然とした少女といえる」

　先程まで槍の扱いを練習していたヴィオラが会話に交ざって、アリエッタの事を聞く。

　弟子としてのアリエッタを聞かれるという経験があまりなかったということもあり、ついつい饒じょう舌ぜつに語ってしまった。

「ベタ褒めじゃねーか。……あんたにそこまで言われるのは、ちょっと羨ましいな」

　自分でも親ばかがすぎるか、と思ったのだが茶化されることはなく、拍子抜けに思う。

　少しは信頼されているということだろうか？　まさか羨ましいとは。

「そうは言うが、私はお前の事もそれなりに評価しているぞ。覚えはいいし、フレアの弟子とは思えんほど素直だ」

「むっ、どういうことでしょう。私ほど素直な人間も居ないと思うんですけど」

　だが、羨ましいとは言うが私もそれなりにヴィオラの事は評価している。

　アリエッタほどベタ褒めとはならないが、賛辞の言葉程度は惜しくない。

　抗議するフレアは無視しつつ、続ける。

「それに、明け透けな性格は好んでいる。お前と会話するのは中々新鮮だ」

「お前っ……そういう所がさあ……いや、いいんだけどさ」

　とはいえ単に褒めれば、それはそれで何か思うところがあるようで……恨みがましい視線を向けてくる。

　難しい年頃とでも言うべきか。いや、恥ずかしがっているだけだろう。

「羨ましがる必要も無いだろうという事だ。お前とアリエッタは違うが、どちらもそれぞれ優れた部分を持っている。口に出して伝える事が好みならば、そうしよう」

「……ふん、そうかい」

　頭に優しく手を置くと、拗すねたように目をそらす。

　少しだけこの子の事がわかってきたのだが、多分今はこれで機嫌が悪くはないのだと思う。

　アリエッタとは逆に甘え下手というか、自分を強く見せたがるというのか。褒めると恥ずかしそうにするが、褒められること自体は嫌いではないのだと思う。

「まあ飽くまでも私はアリエッタの師だ。何時いつも此方こちらに居るわけではないだろうが、居る時くらい何かあったら言うと良いい」

　そんな不器用な彼女だからこそ、手を貸したくなるのは人情という奴なのだろうか。

　臨時とはいえ、ものを教える立場として、もう少し奔放に生きる手助けをしてやれると良いのだが──と。

「またアリエッタ、か」

　ちょっとしたお節介くらいで発した言葉に、ヴィオラの声のトーンが、ふっと落ちた。

　うつむいた顔が、再び上がる。

「フレアじゃないけど、随分入れ込んでるみたいだな」

「それはそうだ。あの子と出会ってから、私の価値観は一変した。あの子が居なければ、今の私もなかっただろう」

「ほんとに変わられたんですよー。前のテオ様はもっと冷たい感じでしたけど、私としては今のテオ様の方が温かい感じがして好きですね〜」

「前の私しか知らん者にとっては意外に感じるだろうな。私も前の私が今の姿を見たら──と考えることが多々あるよ」

　肩を竦すくめてみせると、フレアが笑う。

　こんなやり取りも、前はなかったのだろうと考えると少々感慨深いものがある。

　おかげで先程まで妙だった空気が少々温まったような気がする──が、ヴィオラは相変わらず何かを考え込んでいる様子だ。

「どうかしたのか？」

「ん、いや。やっぱテオにそこまで言わせるアリエッタってのが気になっただけだ」

　どうやら、アリエッタに興味があるらしい。

　まあそれもそうかもしれない。自分で言うのもなんだが、私が評価する魔術師とあれば興味を惹ひかれるのも無理はないだろう。

「今度会う機会を設けるのもいいかもしれないな。いや、そう急がずとも、若わか鳳ほう杯になれば何処どこかで必ず当たるか」

「なるほどね。そうか、それでもいいな」

　若鳳杯で当たる──その言葉に、獰どう猛もうな笑みを浮かべるヴィオラ。

　興味だけではない、敵意が先行しているような──好敵手の存在を喜んでいるというだけにも見えない。

　フレアに食ってかかろうとしたのを止めた、というだけでいがみ合うようなやり取りはなかったはずだが。

　そういえば、アリエッタの方も一度だけ強烈な敵意を見せていたような……？

「ふふふ〜、大変ですねえ」

「切せっ磋さ琢たく磨ましてくれるのは私としては嬉うれしいことなのだが……」

　微ほほ笑えましい様子の弟子を見る目……ではない。フレアの声は笑っているが、よく見ると眼めが笑っていなかった。

　……なにか、気づくべきことに気がついていないような。

　アリエッタに持たせた鈴が鳴っていないうちは動く必要がないはずだが、なんだか不安になってきた。

　まだまだ私は人の言葉や表情から情報を読み解く能力が未熟らしい。

　不気味に笑うフレア師弟。なんだか不穏な予感を覚えつつも、ひとまず私は解決を後回しにするのだった──











第八話　慌ただしい日常






　昼食の時間。

　若者達特有の活気に満ちた学園はこのとき、喧けん騒そうの頂点へと到達する。

　ある者は学食で、ある者は購買で。その若さを最大限に解放する。

　学食は席取りの戦争になるし、購買は人気商品の奪い合いだ。

　数百年間を一人で過ごした私には、まだまだこの煩うるささは慣れないものだ。

　が、不思議と悪くない。

「あら、何やら感慨深そうな顔をしていらっしゃいますわね」

「少し考え事をしていた」

　まだまだ私も若いのかもしれない──そう続けた半ば独り言を聞いて、難しそうな顔をしたのはシャーロットだ。

　……いかんな、そういえば今の私は十五歳という事になっているのだったか。

　千年以上で培つちかわれてきた自意識というのは中々改革が難しい。まだ若い、なんて言うのは老いた者の口からしか出ない言葉だろう。今の私にはそぐわない。

「アリエッタさんは？」

　と。自分の愚かさに眉を顰ひそめていると、シャーロットが自然にトレイを下ろしつつ言う。

　すっかり私とアリエッタはセットで考えられているらしい──

「あちらの喧騒に巻き込まれているよ。どうも、ああいう慌ただしさは苦手なようでな」

　まあ、その通りなのだが。

　指をさす方には、人混みに揉もまれてせわしなく体を動かすアリエッタの姿がある。

　シャーロットは苦笑いをして、スープで口を湿らせた。

「ところで。今日の授業で気になったことがあるのですが──」

「ほう？　話してみるといい」

　アリエッタが来るまで、まだ時間がありそうだ。

　シャーロットの方もそう考えたのだろう、自然と雑談の流れとなる。

　雑談というよりは質問か。

　こうして授業の内容を聞かれたのは、今回が初めてではない。

　最初に出会ったときからすると随分と打ち解けたものだと思う。

「……なるほど、良い質問だ。それは当然問題点として挙げられるので──」

「……そうですのね！　やはりテオさまのお話は参考になりますわ」

　シャーロットの質問は、授業の内容をより踏み込んだ際に考えられる欠点について、だった。

　正しく授業を理解していないと出てこない疑問だ。

　要領が良く、思慮深い。シャーロットとのテンポの良い会話は、楽しい。

　ついつい興が乗って話し込んでいると──

「お待たせしました、先生。……何をお話していたんですか？」

　ようやく食事を手に入れたアリエッタが戻ってきた。

　自分が居ない間にされた会話が気になるようだ。

　とはいっても、所詮は一年次生の授業。やや踏み込んだ内容ではあるが、アリエッタは既に放課後の訓練で済ました箇所の事だ。

「今日の授業について少しな。お前とは既に学んだ箇所のことだよ」

「となると、詠唱を省略した魔術で一定以上の威力を出すには、というお話でしょうか」

「まあ……それだけで分かってしまいますのね」

　アリエッタが聞いていないはずの会話の内容への理解を示したことで、シャーロットが目を丸くする。

　開いた口が押さえた手の奥に覗のぞいているのを見ると、大分驚いた様子が見て取れる。

　シャーロットは、優秀な子だ。十を聞けば十を理解する力を持っている。だがそれで喩たとえると、アリエッタはその半分ほどの五を聞いて十を理解する優秀さがあるのだ。

　なんとも鼻が高く、無意識のうちにわずかに胸を反らしてしまう。やはりこの子は自慢の弟子だと。

「それにしてもテオさま……は少し特殊にされても、アリエッタさまは凄すごいですわ！　私も──苦手な事以外のお勉強はそれなりにできる方だと自負しておりましたが、この学園に来てからは未熟さを思い知らされるばかりです」

　自分で褒めるほどの弟子だ、他の者から称賛を得られれば、それは更に私を上機嫌にさせる。

　それがシャーロットほど優秀な子からの称賛であれば尚なお更さらだ。

「そんな。何度も言いますけれど、私の場合は先生が素晴らしいだけですよ。先生が居なかったら、私なんて普通以下だったと思います」

　だが、それでもアリエッタの自己評価は低い。

　確かに私も生まれ持った魔力の低さから才能は精々が中の下という評価を下したこともある。が、それは無意識に私を天てん秤びんの片側に載せていた故のものだ。

　アリエッタの応用力は一般の魔術師と比べれば目覚ましいものがある。教えを理解する、という事もまた才能なのだ。

　そのあたり、もう少し自分で正確に把握をしてもらいたいものなのだが──そういった事もあっての若鳳杯だ。

「如何いかに優秀な教えでも、それを吸収する力がなければ無意味だろう。教本が一つあったところで、それを読み解けなければ意味はない。お前にはその力が備わっているのだ、自信を持つといい」

「ふふ、そうですか？　先生に言われると、自信が持てます」

　口ではそう言いつつも、自己評価の低さが変わらない事は知っている。

　基本的にアリエッタは私かテオドールわたしの言う事ならば聞く良い子なのだが、こういうところだけは妙に頑固というか。

　とはいえそれも圧倒的多数の人間に認められれば改善されていくだろう。通常であればそれで驕おごる事を心配するが、アリエッタに関してはその心配もいらないというのはいい。

「本当に、テオさまとアリエッタさまは私の憧れですわ……」

「よ、よしてください。恥ずかしいです」

「ああ。それにお前も私の知る限りでは特に優秀な子だと言っているだろう？」

　まあ自己評価の低さに関して言えば、シャーロットも少々問題なのだが。

　この子の場合は自分の欠点を大きく捉えすぎているのが原因なので、アリエッタとはまた別の方法で解決していく必要があるのだろうな。

「うーん……そう、でしょうか」

「私は、噓うそは吐つくが煽おだてたり気を持たせるような噓は吐かんぞ。全て事実だ」

「ではそういう事にしておきますわ」

　煮え切らない様子だが、これ以上は続ける気も無いらしい。

　シャーロットもこの辺りは模擬戦の形を取る若鳳杯で改善されるといいが。こればかりは彼女のクジ運によるだろう。

　アリエッタとヴィオラ、どちらかと一回戦で……なんて展開はよしてほしいものだ。

「……あっ、ではちょっとした疑問なのですけれど」

　いっそクジの操作を──と思いつくも、運命の操作に類する手法はアリエッタの参加する大会には使いたくない……などと悩んでいると。

　シャーロットが小さな手を合わせる。

「テオさまの見てきた中で、どなたかこの者は優秀だ！　っていう人とかいらっしゃいましたか？」

　シャーロットが口にしたのは、本当にちょっとした疑問から出た問いかけであった。

　すぐさま脳裏に浮かんだのは、最近良く接していた事もありガーディフとフレアだ。

　が、そんな当たり前の事を聞きたいのではないだろうし、彼らを凌りょう駕がする様な闇の魔術師を一介の学生である私が知っているというのも不自然だ。

「まずは当然アリエッタだな。シャーロットも学生という枠組みならば群を抜いているし、シュリオもそれに追随する。模擬戦ならば僅差でシャーロットが勝つだろうが」

　そこで、私は同年代の知り合いを中心に名前を出していくことにした。

　これもまた聞きたい趣旨からは外れているだろうが、学生のレベルならばシャーロットを超える者は殆ほとんど居ない。

　世界最高と言われる魔術学園のセントコートでさえこれだ。おそらく世界中を探しても学生の中ならばこれ以上を探すのは難しいだろう。

　……だが、例外が一人。

「ああ、しかし『勇者フレア』の弟子はかなりやるな。ヴィオラというのだか、彼女が中々飲み込みが早い」

　最近接するようになった少女の名前が突如浮かび上がり、私はぽんと手を打った。

　言葉遣いは荒っぽく、一見粗野だが思慮深く。しかして直感的に物事を覚える才がある。

「アリエッタとは真逆のような娘なのだが、それが逆にいいのかもしれないな。感覚で物事を覚えていく、面白いタイプの少女だ」

　脳裏にその姿が思い浮かぶ。

　論理的なアリエッタと、直感的なヴィオラ。二人が揃そろい道を歩めばお互いが良い刺激になるだろう──と。

「勇者フレアさまのお弟子さんですか。それは流石さすがといった所なのでしょうか」

「いや？　奴やつ……じゃない、彼女の言葉を信じるのならばだが、結構行き当たりばったりで弟子を取る事になったらしいが──」

　ついつい上機嫌で語ってしまってから、失言だと気がついた。

　よく考えれば、一介の学生である私と『三英雄』のフレアとではそもそも接点が想像できないという事を忘れていた。それは弟子が相手でも同じことだろう。

　この間、昼食時に奴らが訪ねてきた時は有う耶や無む耶やにできたが、自分から語るに落ちては愚かという他ない。

　言葉を途中でとどめて、横目でアリエッタを見ると──

　驚くほどに、無表情。

「随分と、親しげにお話なさるんですね。先生が──あの、槍やりを持っていた女の子と接点を持っていたとは、知りませんでした」

　言葉は丁寧なれど、悲しみの中に怒りが混ざって私を責め立てる。

　不味まずい。こんなアリエッタを見るのは初めてのことだ。

　肌は熱いが骨は冷たい。心の混乱が体に変調をきたす。

　こんな感覚は初めて──？　いや、遠い昔に感じたことがあるこれは、焦あせり……？

　どうするべきか、混乱する私が導き出した答えは──

「あ、ああ。ヴィオラが持つ魔道具に、たまたま造ぞう詣けいが深くてな。若わか鳳ほう杯までの間、空いた時間で少しアドバイスをすることになった」

　正直に話すことだった。

　アリエッタからすればヴィオラは若鳳杯で対たい峙じするかもしれない敵という言葉が当てはまる存在なのかもしれない。

　ともすれば、アドバイスという行為は敵の手助けをする、裏切りにも相当する行為とも取れるためできれば黙っておきたかったのだが──

「……私の見立てでは、アリエッタの実力は若鳳杯の参加者の中でも飛び抜けている。実力が近しいヴィオラに手を貸す事によって力を近づければ、アリエッタにとってよりよい経験が得られると考えていた。気に触ったのならば、許してほしい」

　こうなった以上、それを黙っているのもアリエッタを軽んじていることに繫つながるだろう。

　気は進まなかったが、打ち明ける。

　沈黙。数秒が引き伸ばされて感じる。アリエッタの瞬まばたきさえもがゆっくりに感じる中──

「そういうことだったのですね。……一言仰おっしゃってください。秘密にされるのはなんか、寂しいじゃないですか」

　アリエッタが拗すねた様に言う。

　寂しいという言葉通り、言葉には若干の棘とげと悲しみが混ざっていたが、怒りはなくなっている様に感じられる。

「……すまない。裏切りと取られるのが怖かったのかもしれない。何か企たくらむのならば、極力話す様にする」

「いいんです。先生が私のことを考えてしてくださったことだとわかれば、それで。ただちょっと怖かっただけなんです。私よりも、そちらのお弟子さんの方に興味を持ってしまったらどうしようって……」

　なんとか、許してくれた事に心中で胸を撫なで下ろすが、同時に心が傷んだ。

　この子に不安を覚えさせてしまっているようでは、まだまだ師匠としては未熟もいいところだ。

「……お前との時間は、彼女よりも多くとっているし、ヴィオラの修行も口出しをするだけだ。いつでも、私はお前を一番に思っているつもりだよ」

　今の私には、こうして安心させる言葉を吐くしかできないが、噓偽りのない気持ちを口にしているつもりである。

　……テオドールではなく、本来の私であれば、肩を抱いてやるくらいはできるのだが。なんともままならないものだ。

「……ふふっ、ありがとうございます。先生が私を大切に想おもってくれるのは、知っていたんですけれど……不安に思ってしまうのが、情けないです」

　しかしそれでもしっかりと誠意は伝わったようだ。

　穏やかな笑みが戻ってきた事を確認し、心の底から安あん堵どした。

「ええと、なんと言ってよろしいか……既に夫婦の様なやり取りですわね」

　安心すると少々周りも見えてくる。

　シャーロットが、何やら呆あきれたような感心したような様子で呟つぶやくのが聞こえた。

　夫婦……とはこの状況には適していない喩えに聞こえるが、とにかく仲が良く見えるということだろう。

「ふ、夫婦だなんてそんな……まだ早いです」

　アリエッタも否定しつつ嬉うれしそうだ。

　テオドールとして活動している私にこうした顔を見せるのは正直複雑でもあるが、その分テオとして会っている時に甘やかしてみようと思う。

「……っと」

　茶化す友人、慌てるアリエッタ。

　こういう和わ気き藹あい々あいとした空気は私とアリエッタだけの時にはあまり無いので、この機会に楽しんでおきたくもあるのだが。

「先生？」

　椅子から立ち上がると、アリエッタが疑問を浮かべる。

「少々野暮用があったのを思い出してな、一足先に出る。ああ、誤解がないように言っておくのだが誰かに会いに行くとかではないんだが」

「わかりました。食堂には戻られますか？」

「いや、少々時間がかかりそうだ。時間が余れば顔を出すが、教室へ戻るのならば私を待つ必要はない」

　野暮用。そう、野暮用だ。

　アリエッタ達を置いて、食堂を出る。そのまま人ひと気けのない場所へと移動し、ズボンのポケットから取り出したのは、とある魔道具──『鈴』。

　震えているそれを、確認するように手に取る。

　……これは、アリエッタが屋敷を出る時に持たせたものと対になるものだ。即すなわち鈴同士で通話ができるという簡単な魔道具。だがもう一つこれには機能がある。

　それはアリエッタに迫る危機を知らせるというものだ。

　その鈴が、先程食事の時に震え始めた。

　隣にアリエッタがいる状況だ、通話の機能を使ったのならば気づかないはずがない──という事は。

　手を打つべき何らかの危機がアリエッタに迫っているということだ。

　アリエッタとの会話以上に優先するべきことなど、私には一つしか無い。即ちアリエッタ自身の存在だ。

「昼食の歓談を邪魔した罪は重いぞ」

　念じることで、鈴の知らせる危機を読み取る。

「……なるほど」

　一言だけ呟いて、私は『門』の魔術を起動した。











第九話　天魔






　靴が石畳を叩たたく、乾いた音が反響する。

　規則正しく、冷たい音を響かせる。

　誰も居ない暗い道を、一人の女が歩いていた。

　唇には寒色のリップが入れられており、絶世の美女といえる顔の造形ながら、切れ長の瞳がその冷酷な本性を現しているようでもあった。

　しかし何より──この国の人間ならば、薄暗い中でなおその肌が目に留まったろう。

　いや、この世界の、というべきか。その肌は、人間には無い青い肌だったのだから。

「ふん……平和ボケした人間どもが闘技場だなんて、本当に笑わせますこと」

　その口からは足跡の様に、侮蔑の言葉が吐き出される。

　それはまさしく言いがかりと表現するにふさわしいものだったろう。だが三百年前に辛酸を舐なめ、二度と同じ屈辱を味わわぬようにと力を磨いてきた彼女らにとっては、幸運なだけで平和を享受する人間が戦う技術を競う場所を建てているという事実に、自分たちが侮辱されている様に感じられる。

　だがその声は、嬉しそうに弾んでいた。

　何故なぜならば──

「楽しみね。力自慢で集まって来た未熟な魔術師達が、阿あ鼻び叫きょう喚かんに包まれる様が。力を競う舞台が壊れ、無力に泣き叫ぶ様が」

　その思い上がりの象徴とも言えるそれを破壊する魔術を、これから仕掛けに行くのだから。

　行き過ぎた悪戯いたずらのような感覚で、彼女は数百人を殺す爆弾を設置する。

　調子に乗っているから悪いのだと嘲る為ために。間違いを正してやる程度の感覚で。

　それが愉快だからこそ、声には愉悦が混じり、溢あふれて出てくる。

　……とはいえ、それを口に出すのは少々迂う闊かつではないか？

　そんな疑問に答えるとすれば、否いなである。

　今、この闘技場には強烈な人払いの結界が張られていた。

　よほど手て練れんの魔術師でなければ、この闘技場の存在にさえ気がつくことができないだろう。

　気がつくことができるのは、ほんの一握りの魔術師達。大魔術師ガーディフか、あるいは勇者フレアくらいのものだろうと自負している。……あるいは、天魔テオ＝イルヴラム。

　だがあれは一過性の天災の様なものだ。戦争で現れたのが魔族にとっての不運であり、人間にとっての幸運だった。彼女らはそう認識している。

　そういった解放感もあり、悪巧みの愉悦もあり、魔族の女性──魔王復活を企む四災が一人『雷帝エイナ』は悠々と人間達の建築物を闊かっ歩ぽしていた。

　忍ぶこともせずに、人々への憎しみを口にしながら──ついに、試合場の舞台へと繫がる扉に手を掛け、そして大仰に開け放った。

「……ふん、ろくな使い方をしないものほど立派ですわね。成なり金きん根性とでも言うのかしら？」

　舞台を一いち瞥べつし、鼻を鳴らして吐き捨てる。

　言葉の通り、舞台は立派なものだった。石畳で均ならされた舞台は傾斜も隆起も凹へこみもない。

　使用用途を考えれば、よく手入れされていることは一目にしてわかる。

　それがまた、気に食わない。どうせ遊びにしか使っていないのだろう。研けん鑽さんしてきた三百年を茶化されたようで、エイナは歯を嚙かみしめる。

　まあいい。それもこの後のメインディッシュのスパイス程度にはなるだろう。

　エイナは試合場に足をかける。

　中央へと歩いていき、身を屈かがめる。

「──」

　人間の耳には聞き取れない言語を紡つむぐと、エイナの体から微小な光が溢れ始めた。

　徐々に、秒針が時を綴つづる様に魔法陣が描かれていく。

　やがてたっぷりと五分ほどを掛けて複雑な陣が刻まれると、陣は薄うっすらと色を落としていき、完全に隠匿される。魔力の残り香さえ感知できなくなるのを確認し、エイナは小さく息を吐いた。

「上出来ね。範囲は絞ったけれど……ふふふ、爆心地に居た者はきっと黒焦げでしょう。我ながら慈悲深いものだわ」

　ひと仕事やり遂げたエイナは満足気に笑い、その成果に思いを馳はせる。

　雷に打ち据えられて表面のみが炭化し崩れ落ちた傷口。近くで雷撃を受け疑問にさえ思わず炭になった少年少女。その香りを近くで確認できないのは残念だけれど──

　人々が突然の惨劇に怯おびえ逃げ惑う姿。友を、家族を目の前で喪うしなう絶望。それらさえ見られれば、十分に過ぎる。

　当日が楽しみだ。これでしばらくの間、穏やかに眠れそうだ──と。

　踵きびすを返した、その時だった。

「……なるほど。何が目的かはわからないがくだらない事をする奴がいたものだ」

　聞き慣れない少年の声が響き──突如として、なんの前触れもなく少年の姿が現れた。

「……ッ何者!?」

　混乱よりも驚きょう愕がくよりも先に、エイナの体が対魔術師戦の構えを作る。

　しなやかな体勢から垂らすようにした両の手に、黄金色の魔力が集う。

「いや、いいわ！　死になさい！」

　腕を掲げ、魔力を投げつけるように振り払う。

　鞭むちのような動きで腕が撓しなり、魔力が解き放たれた。

　──同時に。獣の喉を裂くかのような、悲鳴にも似た轟ごう音おん。

　雷の魔力が解き放たれ、少年の体を激しく打ち据えたのだ。

　彼女はこれを、自らの二つ名にちなみ『雷らい霆てい』と呼んでいる。

　瞬まばたきの間に落雷を発生させ、対象を撃ち抜く魔術だ。

　腕を振るうたった一動作で発生し、超速度・高威力・必中の一撃を放つ超々超級の大魔術である。

「（瞬きの間に発生し、山に落ちれば全ての生命を絶命させる死の落雷！　この小僧が何者でも関係はないわ！）」

　エイナが『雷霆』に寄せる信頼は大きい。だからこそ、同時に正しく威力を評価している。

　山に落ちれば、伝った電撃はあらゆる生命を瞬時に焦がし、絶命させるだろう。物理的な威力だけでも大岩を砕き、鉄を撃ち抜く。

　──あれこれと述べたが、要は回避不能の神速から放たれる必殺の一撃だ。

　放てばなんの感慨もなく命を奪う、エイナが雷帝たる所以ゆえん。『三英雄』が出てきても問題はないと、魔人達が豪語する自信を支える至宝の魔術。

　だからこそ、エイナは違和感を覚えた。相手の命を奪って当たり前の大魔術を放ったというのに、祈るようにその力を思い浮かべた自分の思考に。

「……ふむ、威力速度共に大したものだ──が、こんなものか」

　未いまだに傷一つ、焦げ跡一つなく、落胆の表情を浮かべ立っている少年の姿に。

「……!?　──ッ!?」

　突如訪れた非常事態。時限魔法の設置を見られるというありえないアクシデント、口封じを失敗するという幻覚のような現実。

　そして──期待はずれだという少年の評価。

　目の前のあらゆる環境が、エイナから冷静さを失わせていた。

「おッお前は！　お前は一体なんなんだァ！」

　いくつものありえない現実が重なって、エイナは己の置かれた理不尽を叫ぶように少年に問う。

『雷霆』を見せたにもかかわらず、落胆さえ見せる少年は、質問の意味をたっぷりと考えてから──はっとして手を打ち、答える。

「テオ＝イルヴラム。お前達──魔族には『天魔』の方が通りがいいのか？」

　天魔テオ＝イルヴラム。その名を聞いて、エイナの動きが、表情が固まった。

『三英雄』の最後の一人にして、魔族にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。

　時に天災にさえ喩たとえられる、理を超えた存在──

「て……テオ＝イルヴラムですって……!?　バカな、だってあの男はお前の様なガキでは……！」

「わけあって今は学生として行動しているのでな。別に信じられぬというのならそれでも構わん」

　自分で言いながらにして、エイナは己の言葉の愚かさに思い至る。テオ＝イルヴラムならば己の姿を変えるくらいは容た易やすいだろう。

　それよりも──

「何故……今になって人間界のこんな場所にお前がいるのよ……!?」

　ただただ重くのしかかる理不尽に、エイナは涙さえ声に含ませて、不運を呪うように叫ぶ。

　三百年の研鑽を積んだ自分ならば、今の自分達ならば三英雄など──テオ＝イルヴラムでさえ、最も早はや問題にならないと思っていた。

　そう、問題にならない。今の自分達でさえ、テオ＝イルヴラムには。

　虫が嚙む程のダメージさえ与えることができなかった。一いっ矢し報いることさえできない。毒を持っていても、皮膚さえ破れないのでは意味がない。

　詰んでいた。この男がこの場にいる時点で、何もかもが。

　三百年、ずっと復ふく讐しゅうを誓ってきた男を前にして、たった一度、自分から攻撃魔術を放っただけで──エイナの心は、折れていた。

「人間界に人間がいて何故も何も無いだろう。私には魔族のお前がこの場にいることの方が不自然に思うが──しかし問題はそう、それなのだ」

　憎きテオ＝イルヴラム。だが今や彼の紡ぐ一語一句が、エイナの命を永らえさせる。

　恐らく自分はここで死ぬ。だって、わかるのだ。

　漏れ出る──という言葉ではとても表現できない、豪ごう瀑ばくの如ごとき魔力が、その感情を──怒りを叩きつけてくるのだから。

「最近、私は弟子の育成を楽しみとしていてな──何かと、あの子のことは気にかけているのだ。危機を知らせる魔道具なんかを持たせたりして──くく、随分とらしくないことだろう？　とはいえ平和な世だ。命に関わる危機などそうそう訪れないとは思っていたのだが──あろうことか、弟子の晴れ舞台を控えたこのタイミングで、持たせた魔道具が危機を知らせてな」

　言葉ではにこやかで、笑い声さえ交えて、テオは説明する。

　テオの紡ぐ一語一句。それがエイナにとって命の猶予である事は紛れもない。だが同時に、その一語一句が心を凍りつかせる。

「答えてもらおうか？　何故貴様の様な魔族が、『若わか鳳ほう杯』の舞台である闘技場にいる？　そこに刻まれた破壊魔術の陣はなんだ？　どういう意図でそれを刻んだのか答えろ」

　語調こそは、平へい坦たんだ。だが、語気の強さが、何よりも魔力に乗った感情がその怒りを表している。

　どう答えるべきなのか？　エイナはかつて無いほどの速度で頭を働かせる。

　……噓うそを吐つく？　できるわけがない。真偽を見破る程度、あの男ならば容易いだろう。

　正直に話す？　できるわけがない。正直エイナにはテオの言っていることの一割もわからなかったが、この場に破壊魔術を仕掛け、この闘技場に集まってくる人間を虐殺しようとしていたなど。

　エイナの顔に、玉のような汗が浮かぶ。

　口が開き、閉じる。それを三回ほど繰り返して──エイナの瞳が、決意を宿す。

「誰がお前などに答えるものか……！　ここでお前を殺し、魔族の夜明けとしてやるわ！」

　それを予想していたのだろう。テオが、ため息を吐き出す。

　明らかに見下した態度に、エイナの怒りが戻ってくる。復讐の誓いが思い返される。

　最初に放った『雷霆』の、十倍はあろうかという魔力が集束し、掲げられる。

　天災がなんだ。自分の力だって、全力ならば災害の被害など優に超える。

「はああああッ！　魔族に！　栄光」

「ない」

　だが──地形に影響を及ぼす魔術の発動を、テオが許すはずがない。

　雷よりも速く、テオはエイナに接近する。

　エイナは、時が止まったかのような感覚を覚えた。

　無感情な瞳が、自分を見上げている。手が添えられている──という事実までには、気がつくことができなかった。それほど短い時間。

　それが、彼女が最後に見たモノとなった。

　直後──エイナの体を、認識さえできぬ間に太陽を凝縮したかのような熱が駆け巡る。

　自分が死んだことさえ気づかずに、雷帝と呼ばれた魔族の女は虚無の灰となった。

　後は、風が彼女のいた痕跡さえも極小の単位まで散らしてしまうだろう。誰にも、自分にさえ認識されないまま、彼女は自分達が施した魔術により──魔王を復活させるための術式に組み込まれ、永えい劫ごうの辛苦にさいなまれることになる。

「……ああ、頭に血が上ってしまったな。吐かせる手段など幾つもあったというのに」

　一方で。

　テオ＝イルヴラムは自分のしたことに驚いていた。

　何故なぜこんな事をしたのか。先のことを考えればそれを聞き出してから始末すべきだったはずだ。

　あの口ぶりでは、後を託す者もいるのだろう。何かしでかす度、処理に動かされるのは面倒だと、舌を打つ。

　そうさせたのは、彼の持つ弟子の存在だ。

　鈴が知らせた生命の危機。それを取り除くことは、今したようにあまりにも容易い。

　だが、それでも、アリエッタに危機を運ぶ存在が許せなかった。
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「我ながら、アリエッタが絡からむとどうも短慮というか……反省せねばならんな」

　情けなさそうにため息を吐き出して、テオは地面を見下ろす。

　巧妙に隠された破壊の魔術を一いち瞥べつし、念じると、エイナが刻んだ魔術式は硝子ガラスが砕ける様な音を残し、消滅する。

「……と、そろそろ学園に戻らなければ授業に遅れてしまうな」

　多分、明日には『雷帝エイナ』の記憶もテオの頭からは消えているだろう。魔族が何やら企たくらんでいて、闘技場に細工をしていた……という記憶は残りつつも、個人の魔術師としてのエイナは、テオに何も残さなかった。

『門』を開き、テオは学園へと帰る。

　昼休みを利用して片付ける、簡単な仕事。この一件は、結局テオの記憶にその程度のこととして刻まれたのだった──











第十話　三百年計画






「オイオイオイオイオイオイ、冗談じゃねえ、冗談じゃねえぞ！」

　青い炎が揺らめく、砦とりでの様な廊下を、一人の魔族の男が走っていた。

　男の名はザイン。『炎鬼』の異名を持つ、魔界でも有数の実力者である。

　魔王の復活を企む『四災』の一人である彼は、死ぬ覚悟などいつでもできていると豪語する、自他共に認める『命知らず』だ。

　だが今の彼にその命知らずの姿は無い。悪態を吐きながら、無様に曲がり角にぶつかりながら、なりふり構わずに走っている。

　そしてその顔に浮かぶのは──焦あせりと、恐怖。

　足をもつれさせながらも、ザインはなんとか目的地へとたどり着く。

「フリード！　いるんだろう!?　話がある！」

　作法も遠慮もなしに、ザインは両開きのドアを雑に押し開いた。

　部屋の中には、目当ての人物が不愉快さを隠しもせず、座っている。

「なんだ……騒々しい。ドアもまともに開けられないのか？」

「それどころじゃねえって察しろや！　計画は中止だ！　やべぇ事が起きたッ！」

　神経質そうな男──フリードが、ザインに苦言を呈するも、ザインは聞く耳を持たない。

　だがそれが逆にフリードの意識を傾けさせた。

「どういう事だ。今更貴様の一存で中止できるとでも？」

　フリードはザインの物言いが気に入らないようだったが、理由を問われたザインは喧けん嘩か腰ごしの言葉にも動じずに続ける。

「エイナが、死んだ。おそらくは魔術の仕掛けもできてねェ」

「……順を追って説明しろ」

　そこでようやく、フリードはザインの言葉に興味を持った。

　ザインは息を落ち着けるために二、三の呼吸を挟み、口を開いた。

「さっきの事だ。エイナが会場に仕掛けをするために出てったのに、俺もついていったんだ。念の為ためっつーことでよ、内外から人払いを張るっつーんでサポートに回ってた」

「それで？」

「俺とエイナの二人で張った結界だ、何か起こるとは思わねーだろ？　俺もそう思って外で暇してたんだが──ある時、急にエイナが『雷らい霆てい』を使ったのを感じた」

　話を進めるにつれ、ザインの顔には恐怖が浮かんでくる。

　ただ事ではない事を察し、フリードも口を噤つぐむ。

「俺はまだその時点じゃ、人間界にもこのレベルの人払いを抜ける奴がいるのかって思ったよ。だが──それから少しして、エイナがデカい雷霆を作った。それほど苦戦する相手がいるのかって、俺も救援に向かおうとしたんだ。したら──」

　ごくりと、大きなツバを飲み下す。フリードはその時点でさえまだザインを訝いぶかしむ目で見ていたが、それでもザインがそれほどまでに恐れるのには異常を感じていた。

　まるで大きなものが引っかかったかのように、ザインは言葉を口にできない。だがようやく、それを形として吐き出す。

「一瞬だ。走り出そうとしたその瞬間、噓みてェに巨大な魔力が膨らんで──エイナの魔力を、消失させた……！」

　恐ろしい事実をやっと吐き出した、というザインに対して──

「……その程度で中止だなんだとほざいていたのか？　貴様の事は買っていたのだがな、失望したぞザイン」

　フリードの反応は、冷ややかなものだった。

　何を臆病風に吹かれたのだ、とその眼めが語っている。

「ッてめェは！　アレを見て感じてないからわからねェんだ！　俺は俺の為でもねえ、計画全体の事を見て言ってる！　あんな、あんなバケモノがいるのは完全に俺達の想定が不足してたんだ！」

「もういい。怖いのならば此方こちらで震えているがいいさ。当日は私が魔導兵を率いてやろう」

　そう──見ていない、感じていないから、フリードとザインには致命的なまでのすれ違いがあった。

　最も早はや自分達は強くなれるだけ強くなった。ならばザインは少々強い敵に会っただけで大げさに言っているのだろう。

　その想定外を埋めるための魔導兵ではないか。フリードの考えを簡単に言語化すればこの様なものだ。

「それは──ダメだ。お前に出させるくらいなら、俺が出る。お前だけは、最後まで残らなくちゃならねェ……糞くそ、なんでわからねェんだよ……！」

　だがザインは違う。彼は既に絶望しきっている。

　炎で暖を取った者と、炎に焼かれた者。それくらいの認識の差が、彼らにはあるのだ。

「ならば四の五の言わずに行くがいい。エイナが本当に死んだのならば、お前も死ぬことで魔王の復活は目前だ。最悪私が死ねば、魔王は世に解き放たれるだろう」

「……それは、そうだ。俺達の目的は魔王の復活。それは変わらねえよ。チマチマ人間の魂を集めるよか、俺達の魂でも捧ささげりゃいよいよって所までは来てる。けど、俺は落ち行く人間の世界って奴を見たかったぜ」

　最早、何を話しても無駄だ。

　確かに、フリードの言う通りここで何が起きても魔王の復活は確定していると言ってもいい。

　だが最後の最後ですれ違っていたのは、危機意識だとかではなかった。

　魔王の復活のみを、人間界の落日のみを望んでいたフリードに対して、仲間と目的を成し遂げる事を──その眼で人間界の終わりを見る事を望んでいたザインとの決定的なすれ違い。

　ザインは、ここに来てようやくそれに気がついた。

「忠告はしたぜ」

「頭の片隅にでもとどめておこう」

　結果は同じでも、目的は違った。それに気がついた時、ザインは──折れた。

　ここが、自分達のいる場所が世界で最も進んでいる場所だと思っていた。だが、突如として上空に『次元の違う』世界が広がっていたと。あの力の一端を感じ取った時に、ザインは自分の目的を諦めた。

　ドアを──静かに押し開き、ザインは傾けた横顔でフリードを捉える。

「じゃあな」

「ああ」

　そっけないやり取り。

　フリードはその意味を理解できぬままに、ザインとの最さい期ごの会話を終えた。











第十一話　大会前夜






　茜あかね色いろの陽ひが人の世界を赤く染める夕暮れ時。

　今までは滅多に考えた事はなかったが、どうにも私はこの時間が好きだという事に、最近になって気がついた。

　何処どこか寂しくも、一日の終わりに色めきだつ人々の流れ。日中よりも夜間よりも目まぐるしく変化する世界の刺激。美しい夕日の光、沈みゆく寂しさ。

　千年以上無感動に眺めてきた世界は、私が考えているよりもずっと美しい。

「先生、今日もよろしくおねがいします」

　──まあ実際のところはそんな夕日の美しさだのはどうでも良くて、一日の内で最も長くアリエッタと居られる時間というのがあるのだが。

　思わず緩みそうになる頰を引き締めるのは師匠としての威厳を保つため。

　魔術に関しては極めたと自負するものの、師匠としては目下邁まい進しん中である。

「ああ──と、言いたい所だが。今日は激しい運動は無しとしよう。若わか鳳ほう杯に向けての戦闘訓練も、これで一区切りとなる」

「そう、なんですか？　……いえ、確かに疲れを残してしまって結果に影響してしまうのは本末転倒になってしまいますね」

「その通りだ。大会で結果を出すだけが修行の目的ではないが、ここのところは大会に向けて戦闘の訓練を増やしてきたのも事実。どうせならばよりよい結果を目指すといい」

　だが、弟子が優秀であるがゆえになんとか師匠らしくもできている、と思う。

　自分自身を魔術師としては紛れもなく最も優れた存在だとは思うのだが、ものを教えるという分野においては素人しろうとだ。弟子の優秀さに頼らず、優れた師匠になりたいものだ。

「そういうわけで、今日は体を休めることとする。代わりに、なにか疑問に思うことがあれば聞くといい」

「座学ですね。それだと気になっている事が幾つか──」

「ふっ……いや、そう身構えなくてもいい。雑談くらいの感覚でいいんだ」

　今のところは──真面目故に肩に入りすぎる力を、抜いてやるのが私の仕事だろうか。

「雑談、ですか。改めてとなるとなんだか少し緊張しちゃいます」

「そうか？　いや、確かにこうした場をあえて設けた事はなかったな。では今日はそれに慣れる訓練としよう」

「ふふっ、なんですか、それ。先生が冗談を言うの、なんだか珍しいですね」

　慣れない冗談など飛ばしてみたが、反応は悪くない。

　いい感じに肩の力も抜けただろうか？

「隣、来ないか。立ち話もなんだろう」

　ベンチに腰を下ろし、呼びかける。

　柔らかな風が絡からんで、長い銀髪をふわりと膨らませた。

「はい、お邪魔しますね」

　僅かな逡しゅん巡じゅんの後、アリエッタは私の隣に座った。

　……不思議と、甘い香りがする。香水などに由来する香りではない、もっと柔らかい香りだ。

　さて。誘ったものの、何を話したら良いかわからない。

　最近どうだ──なんて、直すぐ側そばで見ている同級生の言葉としては適さないだろう。

「先生は──」

『同級生』との接し方に悩んでいると、アリエッタが何かを言いかける。

　話題を提供してくれるのならばありがたい。続きを待ち構えるが、言いよどんでいるのか、アリエッタの口から先が語られない。

　それでも少し待つと、言い直すかのようにアリエッタは言葉を紡つむぐ。

「先生は、どうして私の事を気にかけてくれるんですか？　きっと、もっと、ずっと沢山の事ができるのに。その中には、私の修行を見てくれるよりも楽しいことがあると思うんです」

　迷いながら口に出されたのは、何故なぜ自分の修行を見てくれるのか、という疑問だった。

　……それに対する答えなんて、決まっている。

　アリエッタが私にとって何より大切だからだ。ただ一人、千年以上を凝り固まった考えで過ごした、孤独な魔術師。日々の退屈を呪じゅ詛その様に繰り返すだけの存在に、明日を待つ楽しみを思い出させてくれた、かけがえのない存在。

　アリエッタとの時間以上に大切な事などあるはずがない。そう口に出すのは、簡単だ。

　今の私がテオ＝イルヴラムならば。

　だが、今の私は一介の学生のテオドール＝フラム。紆う余よ曲きょく折せつあってアリエッタの師という立場ではあるものの、それは三年間を過ごした本当の、本来の師ではない。

　そこを踏まえると、アリエッタに聞かれた理由の言語化は中々難しかった。

　だが──シンプルに、すんなりと納得させる言葉が、一つ見つかった。

「ああ──アリエッタが、好きだからだな」

　彼女が、好きだからだ。

　世俗に降りて、私は人との関係というものを少しだけ学んだ。

　人と人との関係には、個人の好き嫌いという感情が大きく関わっている。

　それこそ、好きな人間のためなら何でもできるという者もいるくらいだ。時に、命さえかけられるほど。

　正直言って、私は自身の死というものがイメージできない。私でさえ私を殺すには多少の月日を必要とするだろう。

　だからこそ軽々と死んでもいい、などとは言えないが──

　アリエッタのためならば、なんだってできる。それは噓うそ偽り無い気持ちだ。

　たっぷりと自分の感情を咀そ嚼しゃくする。うむ、やはり学生のテオドールとしては『好き』は簡潔かつ適切な理由と言えるだろう。

　だが、たっぷりと時間を使って自分の心境に答えを出した割には、アリエッタの返事が無い事に気がつく。

　今の自分が学生のテオドールであることは理解しているが、流石さすがに拒絶は傷つく──と。恐る恐る横目でアリエッタを確認する。

「あ……あわ……あ……」

　するとそこには、顔を真っ赤にしてうつむいた、珍しい表情のアリエッタが。

　何やら身を小刻みに震わせつつ、握りしめた拳を膝の上に置いている。

　明らかにいつもどおりとは言えない変化だ。

　熱があるのだろうか、風邪でもひいたか？　私自身に課したルールを破る事になるが、風邪をひいたのならば魔術で治したほうが──などと考えていると。

「あの、せん、先生。それは、どういう……？」

　震えた声で、なんとか私の言葉の意図を聞いてくる。

「どうもこうも、私はお前を好いていると言ったのだ。それよりも大丈夫か？　熱でもあるように見えるが……」

「だひ、だいじょうぶです。すうーっ……はあ」

　大丈夫と、そう答えるアリエッタだが、本当に大丈夫なのだろうか？

　深呼吸などしているあたり、よほど辛つらいのでは無かろうか。

「……ふう。先生、今のお言葉は──」

　だが深呼吸で多少なりと落ち着いたのだろう。

　アリエッタは体の向きを変え、正面から私の瞳を見つめる。

　そして意を決したように口を開いた──

「ちょっと待ってくださーい！　ストップです！」
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　ところで。乱入する別の声に遮られた。

　同時に物陰から飛び出してくる影が二つ。

　紅あかい髪を靡なびかせて、華麗な着地を決めたフレア。

「あー……いやその、悪いな、色々」

　そしてバツが悪そうに、物陰から出てくるのは師匠であるフレアに若干ながら引いたのを隠そうとしないヴィオラだ。

　勇者フレア主従が飛び出してきた。

「ふっ……決まりましたね」

　フレアは決めポーズまで取っている。

　……これが、天界はこれに世界を掌握する最後の一手を賭けようとしたのかと思うと、少々悲しくなってくるな。

「──ッ！　貴方あなた達は、どうしてそう……ッ！」

　颯さっ爽そうと登場したフレア達とは逆に、アリエッタは隠そうともしない怒りを嚙かみしめる。

　……なにか大切な事を言おうとしていたのだろう。が、今となってはそれも泡沫うたかたの彼方かなた。正直同情する。

「アリエッタさん、抜け駆けはいけませんよ。貴方、今テオさまが鈍感なのをいい事に一気に事を進めようとしていましたわね？」

「むっ……!?　……ふう。だったら、どうしたというのでしょう」

　とはいえ、彼女らの存在はアリエッタを冷静にさせたらしい。

　一瞬だけ動揺した顔を見せるも、アリエッタの表情はすんと色を失う。

　……いやいや、今度は私が混乱しているが。突然置いてけぼりを食らった気がするぞ。

「それは卑ひ怯きょうというものではないでしょうか？　貴女あなたは先程、テオさまの言葉に混乱するも、時間をかけて『そういう意味』では無いと気づきましたね？　その上で、テオさまに言葉の真意を問うて意識させることで、自分の望むように事を運ぼうとした……違いますか？」

「……さて？　いきなり現れて何を言い出すかと思えば。仮にそうだとして、貴女になんの関係があるのです？」

　話の内容は、やはりよくわからない。が、お互いがお互いを強烈に牽けん制せいし合っていることだけは、寒気として伝わってきた。

　これはどういう状況なんだ？　千年以上生きているが、この空気は初めてだ。どうしたものかわからない。

　しかし、先程のやり取りに触れているのはわかる。

　話の内容は聞いていたのだろうが、乱入してきたフレアが私よりもこの話を理解しているようだ、というのは遺憾である。

　人の世で暮らして人の心というものが分かってきた気がしていたが、やはり人の心の機微というのは難しいのかもしれない。

「関係ならば大アリですとも！　貴女が狙うそこは、私が長きに亘わたってずっと思い続けてきた場所！　ぽっと出の存在に良いようにされてたまるかってものなのですよ！」

「くっ……なんてなりふり構わない……！」

　それにしても──フレアと言い争いを続けるアリエッタの様子は、尋常ではない。彼女がこんなふうに怒るのは初めて見たかもしれない。

　私の知らない一面を引き出したフレアに、少々の嫉妬を感じる。同時に、僅かな感謝を。

　やはり目上として扱っているのだろうか、アリエッタは私に対して清せい楚そで丁寧といった振る舞いを崩さない。彼女がこの様に怒っているのを見るのは、並大抵のことではないだろう。

　貴重な一面を見られたことには、感謝せざるをえない。

「大体、貴女にテオさまの隣に居る資格があるんですか？　私は貴女がテオさまと出会うよりもず〜っと前に知り合っているんですよ？　テオさまの事はよく知っています」

「くっ……！　ですが、資格ならあります！　先生が、そう望んでくださっているんですから！」

「な、なんと……!?」

　……いや、貴重な一面を見られた事はいいんだが、野放しも良くない気がするぞ。

　なんかこう、私まで巻き込んで爆発しそうな危うさがある。

「……あんたも大変だな」

「いや本当に……やはり止めたほうがいいのだろうか」

「それをオススメするよ。なんていうか、火傷やけどしそうだろ？」

　ヴィオラからしても、私と同じ様な印象らしい。

　火傷、火傷か……

「あの人の良さは私の方が知ってます！　冷たい刃の様な瞳をしていた頃のテオさまを、貴女は知らないでしょう！」

「そ、それは知りませんけど……！　でもでも、私だって私しか知らない先生の良さはいっぱい知ってます！　私を褒めてくれる時の笑顔とか、作った料理で喜んでくれる顔とか……貴女は知らないんじゃないですか!?」

「褒めてくれる……笑顔……っ!?　そんな、私はそんなの知りません……！」

　……ああ、そうだな。これは確かに大火傷になりそうだ……

　なぜアリエッタ達の言い争いで私が恥ずかしい思いをしているのだろう。

　これが理不尽という感覚なのだろうか。よく言われたが、私がその様な感情を覚えることになるとは思わなかった。

「……その、少し冷静にならないか。落ち着かないと話が進まないだろう」

　割り込むようにして言い争う二人の間に入る。

　正直私に関する自慢大会の様な中に入っていくのはかなりためらう行動だったが、このままだと割を食うのはたぶん、私だ。

「先生っ!?　……それもそうですね」

「……いいでしょう。ここに来たのは盗み聞きのためではありませんし。今日は、提案があってここに来たんです」

　だが思い切った行動は功を奏したようで、二人は目を逸そらしながら言葉の温度を下げる。

　流石に当人の目の前で続けるのには思うところがあったのだろうか。

　……いや、先程から居たのだがな!?　すっかり存在を忘れられていたということか。まあ、それはこの際置いておこう。

「提案とは？」

　この混こん沌とんとした世界を抜け出す鍵。それはフレアの言葉の中にある。

　聞き返す私に、フレアは不敵な笑みを浮かべる。

「はい。ご相談なんですけど、その前にテオさま。ヴィオラちゃんの先生をしてみて、どうでしたか？」

「どう……と言われても」

　だが状況はあまり好転しなかった。

　なんとも答えにくい質問に、声が詰まる。

　それは、悪い気はしなかった。物覚えはいいし、私の交友関係では珍しい、快活なヴィオラとのやり取りは正直楽しさを覚えていたと思う。

　しかし何故なぜか、それをアリエッタの前で言うことは憚はばかられた。

「良いいんです。仰おっしゃってください、先生」

「む……分かった」

　が、それを聞くことをアリエッタが望んでいるのならば、黙っているのは不義理である気もした。

「……正直に言えば、楽しかったよ。覚えはいいし、お互い気を使わない、明け透けな会話は中々新鮮なものだった」

　だからこそ、包み隠さずに感想を打ち明ける。

　私の言葉を聞いた者達の反応はそれぞれだ。僅かに唇を結ぶアリエッタ、笑みを浮かべるフレアに──驚いた表情のヴィオラ。

「そうでしょうそうでしょう」

　フレアは満足げだ。

　私の返答を予想していた、勝ち誇ったような表情。

「そこで提案なのですけれど、これからもヴィオラちゃんの育成に手をお貸しいただけませんか？　ヴィオラちゃんも貴方の事は気に入っていますし、ヴィオラちゃんのモチベーションを上げる一因にもなると思うんです♪」

「なっ……!?」

「っておい、フレア!?」

　フレアの『提案』に驚きょう愕がくの声を上げたのは、アリエッタだけではない。思わぬところから弾が飛んできたヴィオラもだった。

　反応を見るとこの『提案』、ヴィオラの方は聞かされていなかったらしい。

　ヴィオラも私を気に入っている……というのは本当だろうか？　わからないが──

「……ヴィオラの事は憎からず思っているが、私は飽くまでもアリエッタの師だ。彼女を疎おろそかにすることはできん」

「先生……！」

　私にとってはアリエッタが全てだ。

　フレアの助け、ヴィオラの臨時教師というのはアリエッタに使うことができない夜時間を使ってこそのものだ。

　ぱっと表情を明るくするアリエッタに対して、ヴィオラの表情は暗く沈む。……私の事を悪く思っていないというのに偽りは無いようだ。少しだけ胸が痛む。

「そうですか、それは残念です。でも、だからこその『提案』なんですよ♪」

　だがフレアはまるで堪えた様子がない。

　だからこその提案、ということはまだ本題に触れていないということか？

　この、知らずのうちに絡からめ取られていくような感触。今までの経験からすればフレアはここからだ。

「そこでです。『賭け』をしませんか？」

「賭けだと？」

　目を細め、妖よう艶えんに微ほほ笑えんだフレアの言葉に、思わず聞き返す。

　ああ聞くな、と感じたのは言葉が口を出てから。嫌な予感が走る。

「今度の『若わか鳳ほう杯』で、アリエッタさんかヴィオラちゃん、どっちが勝つか、です。ヴィオラちゃんが勝つようなら、テオさまのお時間をいただきます」

「なんだと？」

　少々語気を強めて、凄すごんでみる。

　が、こんな風でも付き合いは長い。フレアは気にした様子もなく続ける。

「アリエッタさんの事が大切なのは重々承知です。でもヴィオラちゃんの才能をより輝かしく磨きたいテオさまも心のどこかで存在しているんじゃないですか？　昔の貴方あなたはとっても合理的だったでしょう？　みすみす、優れた才能を手放すのは非常に非合理的に感じますね」

　めちゃくちゃな理論を得意げに語るフレア。だが、本人もおかしな事を言っているのは分かっているだろう。

　これは、明確に私に向けた挑発だ。腑ふ抜ぬけたのかと、そう言っているのだ。

「それにアリエッタさんも、テオさまの手ほどきを受けてその程度……というのでは弟子として不ふ甲が斐いなくなってしまうのではないでしょうかね？」

　私だけではない、アリエッタに対しても、恐らくは彼女にとって最も有効な手段で神経を逆さか撫なでしている。

　これで賭けを拒否すれば、奴は逃げたのかと囃はやし立てるだろう。

　アリエッタにとっての『私』は、逆げき鱗りんだ。

「そして、もしもアリエッタさんが勝ったら、そうですねえ……向こう三年間、私達は『テオ』さまの前に姿を現さない事としましょうか。こんな学校行事が無いとも限りません、偶然ばったり会ってしまうのは仕方がないかなと思いますけれど、私達の方から『テオ』さまに会いに行くことは禁じる、とかどうでしょう？」

　しかし今回のフレアは、挑発するだけではなかった。

　賭けに提示したフレア側の代償は、恐らく奴が最も強く避けてきた事の一つ。

　三年間という期限付きとはいえ、姿を現さないとは大きく出たな。私の居場所が割れていて一つの場所に留まることまで知っている今は、フレアにとって最大限の好機だろうに。

　アリエッタが負けてもアリエッタの師をやめろ、と言われているわけではない事を考えると、此方こちらよりも大きなものを天てん秤びんに載せたといってもいいだろう。

「意外そうですね？　でもおわかりでしょう。それだけ本気ということです」

　本気……か。確かに、フレアにとっては大きな賭け事だろう。それだけ、ヴィオラを信頼しているということだろうが──だが、なんだろうか。この粘つくような不安は。

　ちらり、とアリエッタを見やる。

「──やりましょう。私としてはそこまでしようとは思いません。けれど、そういう形で白黒付けたいというのならば、拒否する理由もありませんから」

　……どうやら、やる気のようだ。

　眼光を鋭くし、フレアへとにらみつけるような視線を飛ばすアリエッタ。

「初めから、先生の弟子として、負けるわけにはいきませんでしたから。負けられない理由が一つ増えただけです」

　アリエッタは、はっきりと物事を分ける方が好みであるようだ。

　ならば、私もふらふらと意見を左右させるわけにはいくまい。

「──受けよう、その賭けを。私も、アリエッタを信じているからな。彼女がやるというのならば止める理由もない」

「……ふふ、本当にお弟子さんを信頼していらっしゃるのね。少々妬ましいですけれど、良いですわ。大会が楽しみですね♪」

　柔和に笑うフレアの意図は、わからない。

　が、なんだ？　この余裕は……

　だから私はフレアが苦手だ。何処どこまでいっても手の上で転がされている気がするというか──表面上勝っているように見えても、何処かで後れを取っている。彼女とのやり取りは、何時いつもその様な気分で終わる。

「じゃあ、言いたいことも言ったので──行きましょうか、ヴィオラちゃん♪　ではまた会いましょう♪『テオドール』さま♪」

　フレアの瞳が、妖艶なまでに嗜し虐ぎゃく的な笑みを象かたどる。

　戦えば問題にならないというのに、このプレッシャーは一体何だというのだろう。

「な、なんか悪かったな。それじゃ……」

　未いまだ困惑気味のヴィオラを連れて、フレアが引き揚げていく。

　それを呆ほうけた表情で見送る私に対して、鋭い眼光で見つめるアリエッタ。

　いかんいかん、気を引き締めねば。

　話の成り行きで、随分と大きな賭けをすることになってしまった。

　私は、負けるのは嫌いだ。だからこそ力を付けたとも言える。だがそれ以上に、手塩にかけた我が弟子が負ける姿は見たくないものだ。

「先生」

「なんだ？」

「私、負けません」

　しかしその心配は無用かもしれない。

　負けないと語るアリエッタの目には今までにない強い闘志が宿っていたのだから。

　図らずも、フレアの提案した賭けはアリエッタにやる気を出させる最後の一手になったようだ。

「ああ、頑張れ」

「はいっ！」

　労ねぎらいの言葉をかけると、アリエッタは勢いよく頷うなずき、破顔した。

　私が今こうしてアリエッタを激励するその意味を正しく受け取ったのだろう。

　フレアが何を企たくらんでいるかは知らないが、勇者という称号に相応ふさわしく、あれで正義感は持っている人間だ。勝負に直接介入するような真ま似ねはしないだろう。

　となれば──何を企んでいようと、アリエッタが勝てばそれで解決する話だ。

　ならば深く考え込む必要はない。できの良い弟子を信じれば、それで。

「さ、今日はお開きにしよう。ゆっくりと体を休め、明日に備えよう」

「そうします。ふふ、観みていてくださいね。絶対──勝ちますから」

　アリエッタがこのように勝負にこだわるのは、多分初めてのことだ。

　彼女が自分の意思で『勝ち』にいった時、どうなるかは見ものだな。

　フレアは案外眠れる獅し子しを起こしてしまったのかもしれない。沈むゆく夕日を見送り、私はそっとほくそ笑んだ。











第十二話　それぞれの戦い






　若鳳杯開催の日がやってきた。

　若い魔術師達が己の力を測る為ため、死力を尽くす──言ってしまえば未熟である魔術師達の戦い。

　しかし、今セントコートの街は狂おしい程の熱気に包まれていた。

　大陸の各地から人々が集まり、若き鳳ほう凰おう達の戦いを観んとする。これがよくもこれほど盛り上がるものだ──と思うが。

　浮かれているのは、私も同じだった。

　手塩にかけた自慢の弟子が、その力を披露するのだ。これが楽しみでなくて何を楽しみに生きるというのか。

　そういうわけで、現在私は街にある闘技場までやってきていた。

　ここへ来るのは二度目だ。何やら企んでいる魔族の妨害をする時が一度目だが、あの時は直接試合場まで行ったので風ふ情ぜいも何もなかったのだが。

「チケットを拝見……はい、よろしいですよ。どうぞお楽しみください」

　受付にチケットを見せ、入り口から入る。何処へでも好きな場所に行ける私だからこそ、こういう形式張った手続きが面白く感じる。

　そうして建物内を歩くことしばらく。私は選手達である若者達の控室へとやってきていた。

「邪魔する」

「あっ、先生！　おはようございます」

「ああ、おはようアリエッタ」

　中は闘志に包まれていたが、我が弟子はというと落ち着いたものだった。

　多くの学生が精神の集中や最後の準備に勤いそしんでいるが、アリエッタは私の姿を見るや、顔を綻ばせて寄ってくる。

「あの、選手の方ですか？　申し訳ございませんが、参加者以外の方は控室には──」

「ガーディフに話は付けているはずだ。確認してもらっても？」

　が、それを遮るものが一人。

　進行を手伝う組員だろう。セントコートだけではない、セレスタスを始めとした各校の学生を預かっているので、警備に気をつけるのは当然だろう。

　とはいえそれを見越して、ガーディフから許可はもらっている。

　組員は私の言葉を聞いてから、軽く私を観察すると──

「し、失礼いたしました。話は聞いております！　どうぞごゆっくり……！」

　何を聞かされているのかはわからないが、引きつった顔で敬礼までしてそう言った。

　……いや、本当に何を聞かされているやら。まさか『テオ＝イルヴラムだ』とガーディフが言うとも思わんが……ううむ、まあいい。

「その分だと落ち着いているようだな。いい調子だ」

「はいっ！　元気も、やる気も十分です！」

　組員から意識を外して、健けな気げに待っていたアリエッタへ言葉をかけると、闘志十分という言葉が返ってくる。

　緊張もなくみなぎった魔力はそれだけでも参加者達への牽けん制せいとなっていることだろう。

「それはいい。期待しているぞ」

「ええ、見ていてください。絶対に──勝ちますから」

　……いや、少し張り切りすぎている気さえするが。

　過度に力みがあるわけではないし、良い方向に転ぶとは思うのだが。

　とはいえこのやる気は、私に良いところを見せようというだけではないらしい。

　アリエッタの視線は、私と会話しつつも──フレア師弟の方へと向いているのだから。

　隠そうともしないアリエッタの戦意が、談笑に興じていたフレア達を振り返らせる。

　視線に気がついたフレアが、ヴィオラを伴って私達の元へとやってくる。

「おはようございますテオさま。本日は良いお日柄ですね。──本当に」

「……ああ、そうだな。天気も良く、興行には良い日だ」

　アリエッタの視線を受けてきたにもかかわらず、挨拶は私へ。

　やはり何かぴりぴりとした緊張感を覚えるが──

「あら、違いますよ。私の長年の夢が果たされるに、ぴったりの日っていう意味ですよ♪」

　どうやらそれは勘違いでは無いらしい。

　昨日の『約束』とやら、どうやら本気の様だ。

　……フレアだけが言っていることならば、いつものようにかわしても良いのだが──

　アリエッタの顔を見れば、彼女も大真面目の様子。当人同士が大真面目でいるのを私の一存で有う耶や無む耶やにするのもまた、なんだか違う気がするというか。

「テオ」

「ヴィオラか。お前も災難だな。こんな事に巻き込まれて──」

　また蚊か帳やの外へと追いやられ、一人難しい顔をしていると、ヴィオラが私の名を呼ぶ。

　……何やら、此方こちらも神妙な顔つきだ。完全に巻き込まれた形になるわけだし、無理もないかと力なく笑う。

「いや、あたしだって関係あるよ。……今日は絶対に負けない。それを伝えに来た」

「……む」

　だが、ヴィオラは真剣な面持ちのまま、宣戦布告するように私へと告げる。

　この子はフレアの野望に巻き込まれただけだと思っていたのだが、関係あるとはどういう……？

「お前といた一ヶ月間、本当に楽しかった。最初はあれこれ口出ししてきて鬱陶しかったけどさ、今はいつまでもこんなのが続けば……って思う」

　言葉の真意を測りかねていると、ヴィオラは槍やりを握りしめて、言う。

　流石さすがに鈍感な私でも、そう言われればわかる。

「私も、お前を取りに行く。フレアへの義理立てじゃない、自分自身の為に、今日は勝つ。それを伝えておきたかったんだ」

　ヴィオラもまた──この妙な賭けに乗った。言う通り、フレアのためではなく、自分の為に。

　これは一体どういう事だと頭を抱えたくなったが、踏みとどまる。

　私の事を少なからず好いてくれるからこそ、あえてこんなふうに真っすぐの決意表明をしたのだろう。

　その真摯な気持ちを迷惑がることなど、できるわけもなかった。

「やっぱり、貴女あなたも『そう』だったのですね。けれど、私も負けませんから」

　いつの間にかフレアとの会話を終えたアリエッタが、此方も真剣な眼めで告げる。

「まさかヴィオラちゃんまでこっち側にくるなんて……うう、想定外です。どうしましょう……」

　フレアの方も、ヴィオラの決意には戸惑いがあるようだった。

　これは師匠であるフレアにさえ予想できなかったことなのだろう。

　私はというと、ますます困惑が強まっていた。

　……歴史上、私を巡った争いがなかったわけではない。だがその時は何処どこまでも計算づくの利権争いだったというか──宗教のシンボルとしての取り合い、戦略兵器として扱うような奪い合い。私が体験したものは概おおむねそんなものだった。

　それが、まさか個人の感情だけで引き起こされるものになるとは。

　師の姿を重ねた私を独占したいアリエッタ。恋愛感情から私を傍そばに置きたがるフレア。そしてヴィオラは──ヴィオラは、どの様な感情なのだろうか。

　わからない。わからないからこそ──

「私には、最も早はやわからん……ただ、一つだけ。アリエッタ。応援しているぞ。師として、最も大切に思うのは弟子の存在だ。……それが今の私の変わらざる立場と──気持ちだ」

　表明する。飽くまでも『私』は、アリエッタのために在るのだと。

「……はいっ！　観ていてください、先生っ！」

　目を輝かせ、更に気合が入るアリエッタ。

「弟子を大切に思う、か」

「ちょっと妬やけますよねえ」

　しかしフレアやヴィオラの眼にもまた、闘志が宿るのを感じた。

　最早この言葉さえ、アリエッタの為となったかわからない。

　だからこそ、後は弟子を信ずるのみだ。

「では、また。大会が終わる頃に会おう」

　アリエッタを激励するだけのつもりが随分とややこしい事になったが──目的は果たした。

　せめて、私自身今日を精一杯楽しむこととしよう。

　フレアが言った通り、弟子を信じるのならば慌てふためく事も無いのだから。




　　　　◆




「おおテオ殿。お待ちしておりましたぞ。……何やら、お疲れのようですかな？」

「疲れなど私には存在しない……筈はずだったが、そう見えるのならばそうなのだろうな。少し気合を入れ直そう」

　ガーディフに取らせた席へと行くと、出迎えのガーディフから早速表情のことで探りを入れられ、私はつくづく顔に出やすいのだなと、少々呆あきれた。

　言う通り、妙な疲れを感じているが、今日は楽しむと決めてからはそれも顔に出さない様にしていたのだが。

　本当に人間関係というものはつくづく下手らしい。

「気にするな。フレアのことで少々考えることがあっただけだ。此方はもう割り切った」

「やはりフレア殿ですか。あの人も変わりませんなあ」

「……今回はフレアだけでもないのだがな」

　苦笑するガーディフ。この男の方も、今日は機嫌が良いようだ。

　昔から教育というものに力を入れていた男だ。教育者としても仕掛け人としても、若者同士が切せっ磋さ琢たく磨まする大会が大盛り上がりを見せているのが嬉うれしいのだろう。

「それよりだ。こういった興行はトウモロコシの菓子でも食べながら観るのが作法と聞いたが、ポップコーンとやらは出ないのか」

　であるならば、折角良い席を取ってもらったのだ、いつまでも難しい顔をしていても仕方がない。

　私もできうる限りでこの祭りを楽しむとしよう。

「まさかテオ殿がポップコーンとは……長生きもしてみるものですのう」

「私も魔術師の端くれであるのならば儀式・作法は重要視するさ。で、無いのか」

「いや驚いただけですわい……用意させますでな、少々お待ちを」

　通信用だろう魔道具を使い、ガーディフが何やら部下の者に事を伝える。

　しばらく待っていると、観覧席のドアが開き、見慣れぬ菓子が運ばれてきた。

「これがポップコーンか」

「ええ。甘いもの、塩しょっぱいものがありますが、とりあえずは塩っぱいものを運ばせましたぞ。甘い方が好みでしたかな？」

「なんとも言えんが、塩辛いものは好みだ」

「それは何より」

　白い綿毛の様な菓子。綿花の様だが、触ってみると見た目よりは堅い手触り。
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　軽く眺めてから口に放り込むと、サクサクとした小気味良い食感と、程よい塩気が良く合う。またトウモロコシ自体の甘みが塩味によって豊かに膨らんでいる。

「ほう……中々だな。トウモロコシの菓子だと聞いていたが、知らなければそうとは気づかんかもしれん」

「お気に召したのでしたら良かったですわい。それよりも、さ。そろそろ開会式が始まりますぞ」

　甘いものよりも、塩味の方が恐らく好みだったろう──と考えつつも、ガーディフの指がさす方へと視線を下げる。

　観覧席は闘技場の上、観戦席から飛び出すようにして硝子ガラス張ばりの部屋が設けられた形だ。

　特別に設しつらえたソファは座り心ここ地ちが良く、無理のない動きで試合場のあらゆる箇所へと視線をやることができる。

「いい席だな」

「ほほ、こればかりは三英雄の名前を効かせましたのでな」

　朗らかに笑うガーディフだが、それなりに無理を利かせた場所の様だ。

　人の成長を観察するのが趣味の男だ。世に与えた影響を鑑かんがみれば、このくらいは許されて然しかるべきだろう。

「それでは！　これより若鳳わかほう杯を開催いたします！　大陸中の学校から集まってきた優秀な生徒達による、一年に一回の腕試し大会！　未来を担になう若い力の芽吹きを、どうぞその眼で！　肌で御覧くださいッ！」

　拡音の魔石を使っているであろう司会の声が、ちょうどよい大きさで聞こえる。

　どうやらこの観戦席の中に念話に近い性質の魔石が仕込まれており、司会の言葉を伝えているようだ。

「はは、手が込んでいるな」

「お恥ずかしい限りです」

　趣味にしても凝っている手の込みように、思わず笑みが溢あふれてくる。

　ガーディフは恥ずかしそうにしているが、この仕組みは実際に面白いと思っていた。

　趣味はとことん。私はガーディフの人間らしさを気に入っていたが、これは筋金入りだ。だがアリエッタの育成に試行錯誤する最近の私とも通ずるところがあると思うと、私も多少は人間らしくなってきたのだろうかと思う。

　いやに興奮した様子の司会の挨拶を流し聞くと、参加者の各校生徒達が試合場を去っていく。ここから順番に対戦を消化していくのだろう。

　……ふむ。やはりこう見ると、セントコートの生徒達は出来が違うな。

　流石に大陸一とされるだけあって、良い生徒が集まり、良い教育が行われていると見える。

「ほほほ、どうですかな。大したものでしょう？」

「ああ。素直に称賛するよ。私は弟子を一人育てるだけで精一杯だ」

　わざとらしく手を広げてみるが、思っている事自体は本当だ。

　ガーディフにもそれが伝わったのだろう、満足げにひげをなぞっている。

　しかし、本当に上機嫌だな。いや、私もそうなのだが。

　ガーディフが私を恐れず、朗らかに笑っているのを見るのは初めてではないが新鮮だ。

　シュリオや──ついさっきまでは──ヴィオラが友人という関係に近いと考えていたが、案外友人という言葉に一番近いのはこの男なのかもしれない。

「それでは一回戦！　ザンガス魔術学院アイオリオ対セレスタス魔術学園ベリンダ！　お互い、構え！」

「始まりますぞ」

「ふむ」

　ガーディフと談笑していると、司会が一回戦の選手の名を高らかに叫び、手を振り上げる。

　意識を試合場へと向ければ、少年と少女が向き合っている。

　聞けば、この若鳳杯では各校から最大四人ほどが多くの応募から選ばれて参加しているようだ。

　セレスタスというと確かヴィオラが所属している学校だったはずだ。戦闘を中心に教えているということもあり、レベルが高い様に思える。

「テオ殿はどう見ますか」

「どうもこうも、十中八九ベリンダとやらだろうな。戦闘経験に差があれば話は別だが、仮にも戦闘技術を中心に教えている学園ならばそれも期待できんだろうな」

「そうなるでしょうなあ」

　私の分析を聞いてガーディフは頷うなずいている。

　この程度見誤る私でも無いが、意見そのものを聞きたいのではないだろう。

　おそらくは、この空気の共有。共に楽しみたいというのが質問の意図だろうな。

「始めッ！」

　振り上げた手が勢いよく下ろされる──と、同時。跳ねたのはベリンダという少女だった。

　武器を振りかぶり、接近とともに打ち払うと、無属性の力の矢が二本同時に飛び出し、対戦相手へと向かう。

　そして振り払ったままの構えから、力の矢との同時攻撃。

　先制攻撃、そして同時攻撃と、迷いがない。

　第一試合という精神状態からのこれは見事だ。自分は思う存分に動き、相手は緊張からか戸惑っている──これは決まりだろうな。

　慌てて魔力の盾を展開するアイオリオだが、左右からの力の矢が一度、二度と体を打ちくねらせる。威力の程は下の下だが、体勢を崩されたという事は無防備で受けたということ。ダメージもバカにはならないだろう。

　転倒した少年に長剣を突きつけて──

「勝負あり！　勝者ベリンダ！」

　まあ、見立て通りだ。思ったよりも鮮やかな勝ち方だったが。

「ホホーウ！　中々良い攻めですな！」

「ああ。相手が戸惑っていることを察していたようにも思う。うまく動揺を突いたな」

　ポップコーンを摘つまみつつ、評する。

　思ったよりも楽しめそうだ──というのが現在の感想である。

「次！　第三試合！　セントコート魔術学院シュリオ対カルヴィナ魔術学校シュート！」

　それが知り合いの試合ならば、ひとしおだろう。

　正直な所あまり印象に残らなかった──第二試合を経て、どうやら次はシュリオが出るようだ。

　はは、シュリオはこういう場面で緊張するタイプのようだな。魔力はともかく、動きがカチカチになっているぞ。

「我が校の生徒ですな」

「私のルームメイトだ。そこそこ買っている」

　明らかに口数の多いガーディフ。苦笑しながらも答える。

　楽しそうだなという感想が浮かぶが、それは私も同じだ。

　構え、の合図でシュリオが取り出したのは短剣。

　得意な属性は──風。

「始めッ！」

　……と。審判が開始の合図をしたその瞬間だった。

　シュリオの視線の種類が変わる。先程までは明らかに緊張しているように見えたのだが、さて。

　芝居が好きと言っていたので案外役者なのかもしれない。

　どうもそれだけというようにも見えないが。

　しかし相手の方もさる者。巨大な体格に見合うどっしりとした構え方で構える。

　明らかな待ちの構えを眼めにしてもなお、躊ちゅう躇ちょせずに駆け出す。

　風を纏まとったダガーを一振り、二振り。動きに合わせて風の刃やいばが放たれる。

　が、ここまでは先程の焼き直し。相手の印象にも第一試合が浮かんでいることだろう。

　風の刃との同時攻撃は──全身に魔力を纏って、防御力を高めたシュートの体に弾はじき返される。

　ダガーを弾かれ体勢を崩したシュリオに、巨人の腕のごとき薙なぎ払いが迫る。

　だがシュートの腕がシュリオに触れたとたん、シュリオの体が溶けるように消えていく。

　……風による幻像か。試合前の緊張が演技だったのだろうな、なんとも冷静な試合運びだ。

「まだやるか？」

　首元にダガーを突きつけて、シュリオは言う。ほとばしる魔力は土の防御をも切り裂くだろう。

「参った。……してやられたな」

「いや、あんたも大したもんだよ。一回捕まってりゃ俺の負けだったと思う」

「ふ……捕まえられなかったからこそのこの結果さ。ありがとう」

　重々しくも静かに敗北を認めるシュート。良い判断だ。

　敗まけを認めたシュートに対し、シュリオは称賛を送る。それを否定しつつも、シュートの表情は晴れやかだった。

　おお……何か、良いものだなこれは。若い者達がお互いを認め合う。何かこれはいい。私の知らなかった世界だ。

「……そうだよなあ、俺、強つええはずなんだよ……よし！　次も頑張るぞッ！」

　相手も強かったが、シュリオの方が強かった。

　それを実感したのだろう、シュリオが拳を握り込み、感動に打ち震えている。

　こういう所が微妙に小物っぽいが、学生としては非常に優れているのは確かだ。

「流石さすがは我が校の生徒ですな。テオ殿が買っているというだけはある」

「ああ。改めてあのレベルは中々居ないだろうな。アリエッタを除けば、あとはシャーロットという娘くらいだろう」

「ソーニッジ家のご子息ですな。試験で目覚ましい結果を残していたのを思い出しますぞ」

　自校の生徒が勝ったガーディフは中々嬉うれしそうだ。

　本人は気づいていないのだろうが、やはりこの男とシュリオは似ているな。妙に小物だが実力がある、基本的に気はいいやつ、と。だからシュリオをなんとなく気に入ったのかもしれない。

　……ふむ。それは良いが、私としてはそろそろ教え子達の試合が観たい所だが──

「第四試合！　セレスタス魔術学園ヴィオラ対ザンガス魔術学院コーマ！」

　早速、願いがかなったようだ。

「フレア殿の弟子ですな」

「ああ。私も少し『道具』の使い方を教えている──が」

　その道具は、今は持っていない。

　この程度の相手には不要というところだろう。

　……そうだろうな。

　私が教えたのはほんの一ヶ月の間だが、才能のある少女がフレアの教えを受けたのだ。

　本来であれば、同年代の大会では敵など居なかっただろう。

「始め──ッ!?」

　審判が叫ぶと同時、ヴィオラはおもむろに手を上げ──無造作に、振り払った。

　魔術とも呼べない、力任せの魔力を叩たたきつけただけ。

　それだけで闇の魔力が津波となり、対戦相手の少年を軽々と吹き飛ばす。

「がっか……！」

　闇の魔力に攫さらわれ、体を結界へと強したたかに打ち付ける。

　あれは立てんだろう。

「しょ……勝者ヴィオラ！」

　慌てて、審判が試合の終了を告げる。

　これ以上の攻撃を制止するためだ。

　今の一撃で、コーマとやらの咄とっ嗟さにして全力の防御を完膚なきまでに破壊してしまった。

　魔力を失ったコーマは、次の一撃は生身で受けることになる。下級魔術師のファイアボールでさえ命に関わるだろう。

　一瞬の出来事にもかかわらず速やかに試合終了を叫んだ審判は評価されるべきだな。

「ひょー、流石はフレア殿の教え子ですな。こりゃ並大抵の魔術師では相手が務まらん」

「加えて言うのならばまだ実力の半分も出していない。いい感じになってきたじゃないか」

　口の端が歪ゆがんでいくのを隠すように、手で被おおう。

　魔力の扱いが格段にうまくなっているのがわかる。祀し神しん器きを使った繊細な魔力のコントロールは、より少ない魔力でより強い魔術を放つことを可能としたようだ。

「末恐ろしいのォ」

「時代が時代ならば、彼女もお前達の様になっていたかもしれんな」

「はは……それは、いい時代になったものじゃ」

　時代が時代ならば、彼女も戦で名を上げることになっていただろう。

　軽い気持ちの呟つぶやきに、ガーディフは寂しげな言葉を返す。

　これで、苦労しているようだからな。同じ苦労は味わわせたくない……といったところだろうか。

　その後もつつがなく試合は進行していく。時折目をみはる参加者もいるものの、基本的にはやはりセントコート・セレスタス両校の選手が頭一つ抜けているようだ。

　シャーロットの試合では『模擬戦』という形式での彼女の冷静さを垣かい間ま見みる事ができた。

　そして来る一回戦最後の試合。

「一回戦最終試合！　セレスタス魔術学園シスカ対セントコート魔術学園アリエッタ！」

　そこに、待ちわびた我が弟子の姿があった。

　言ってしまえば悪いが、私にとってはやはりここまでは前座に過ぎないという思いがある。

　弟子の成長は毎日見ているが、その成果がここで発揮されるのだ。

　師匠である私にとってはまさに晴れ舞台。

　審判に名前を呼ばれ、場内の視線を集める緊張がゆえか、アリエッタは小さく縮こまりながらも礼儀正しく挨拶を繰り返している。

　小動物的な愛くるしさと持ち前の可か憐れんな容姿が観客の支持を呼んでいるようで、それが一層アリエッタを小さくさせている。

　一方で対戦相手の少女は憮ぶ然ぜんとしていた。此方こちらは堂々と口を一文字に結んでいる。セレスタス所属という事を考えれば、神聖な戦いの場にアリエッタの様な少女が何故なぜ……といったところだろうか。

　……わからんでもないな。照れ、緊張しているアリエッタは──可愛かわいらしい。とても戦う様な少女にも見えんだろう。

　だが、分かっていない。魔術に対する打ち込み方は恐らく、今日集まった中でも一二を争うほどに真剣だという事を。

「それでは互いに構えて──」

　審判が腕を振り上げると、シスカの──なによりアリエッタの瞳の色が変わる。

　アリエッタが、意識を切り替えたのだ。

　これで、死線の一つも潜っている。強者だけが放つ強い光が宿っていることを、肌で感じ取ったのだろう。

　シスカの武器は盾と剣。オーソドックスな騎士のスタイルだ。

　盾というのは防具として優秀だ。優れた形状故に魔力で強化すればそれだけでも、強固な防護となるし、魔力のシールドを展開する雛ひな形がたにもなりやすい。

　その盾を、シスカは注意深く構えた。

　アリエッタを最大限警戒するが故だろう。良い判断力だ、と言いたいが。

「始め！」

　この時点で棄権していてこそ、優れた判断力だというべきだろう。

　このご時世──命をかけた闘技場での戦いなどそうはないだろうが、優秀な程度でアリエッタに挑むことこそが無謀だ。

　最初から全力で防御を固めるシスカに対し、アリエッタの構えはシンプルなものだった。

　杖つえを突き出し、告げる。

「『ファイアボール』」

　それは、初歩の初歩とされる原初の魔術の一つだった。

　球状に火の魔力を成形し放つ、最も単純な魔術──

　可愛らしい少女の口からその名が紡つむがれたことで、落胆を覚えた者もいるだろう。

　だが、それも一瞬だったに違いない。

「な……っ！」

　誰よりも、シスカの顔に絶望にも似た驚きょう愕がくが宿る。

　ファイアボールの名で生み出された火球はあまりにも巨大で、密度が高く──煮え、燃える灼しゃく熱ねつの星。

　火球の名で呼び出されたそれは、まるで太陽の様だった。

「っ……ああああああ！」

　強固な守りを固めていたシスカは、盾を、剣を放り投げて逃げ出した。

　巨大な星が落ちるように──敢あえてゆっくりと放たれた火球が地に落ち、大地が煮え立つ様な禍まが々まがしい音と共に、結界さえ破る程の火柱を立てる。

　火柱は一瞬で消えたが、着弾点の光景は凄惨に尽きる。溶解した石畳、破れた結界。直撃がどういう結果を生むかは、想像に難かたくない。

「まだやりますか」

　そんな灼熱の地獄とは裏腹に、アリエッタの声は冷徹であった。

　向けられた杖は、喉元の刃やいばよりも雄弁に『死』を語る──

「冗談じゃない……私は、抜けるよ……」

　両手を上げ、降参の意を示すシスカ。

　距離はある。魔力だって、わずかたりと減っていない。それでも、この場の誰もが『まだやれる』とは思わなかった。

　たった一言向けられて、シスカは抵抗することさえも諦めたのだ。

「……っ勝者、アリエッタ……！」

　審判さえも戦々恐々とする中、アリエッタはぺこりと小さく頭を下げて、試合場を後にした。

　あとに残るのは静寂だけ──しかし、観戦席の中から一つ声が上がると、波が徐々に高くなるように波及していく。

　アリエッタが試合場から姿を消す頃には、ざわめきは大歓声となっていた。

「全く、とんでもない子を育てたものですな」

「まだまだ強くなるぞ。あの子の飲み込みの早さは凄すさまじい。本人の努力を考慮して敢えて天才とは呼ばんがな」

　その魔術を目まの当たりにしたガーディフの声にも余裕はない。

　無理もないだろう。まだガーディフには遠く及ばないアリエッタだが、ガーディフがあの境地に達したのは、五十歳か六十歳の頃。あの若さでこれほどの力を持っていたのは──表の世界では『勇者フレア』くらいのものだろう。

「今年は『三英雄』の弟子の大会になりそうじゃの〜……いいのう、わしも弟子を持とうかしら」

「楽しいぞ。自らの教えをどんどん吸収していく弟子を見守るのはな」

　らしくなく、特定の弟子という存在に興味を示すガーディフ。

　案外、数年後には此奴こいつの弟子が同じ様に世界を沸かすのかもしれない。

　そうなる頃には──アリエッタはどうなっているか。ふふ、未来というものに思いを馳はせるのがこれほど楽しいとは、久しく忘れていたな。

　試合場の修復をするべく、せわしなく動き回る組員の動きを見ながら、私はそっと口の端を吊り上げた。











第十三話　嵐の前の……






　アリエッタの試合をもって若わか鳳ほう杯の一回戦が終わってしばらく。

　試合場の修復や、各種準備を終えて、今二回戦が始まっていた。

　二回戦の第一試合は、一回戦の平均よりもレベルは上がっていた──が、既に見た選手同士ということもあり、私にとっては消化試合といった感想のものになってしまった。

　選手達の気迫は凄まじく、学生なりに優れた技術は感心させられるのだが、やはりそれ以上にレベルが高い選手達の存在を知ってしまえば、少々退屈に感じてしまう。

　……と、感じたところで、暇であるが故か私はこの間の事を思い出していた。

　この若鳳杯にはアリエッタ以外にも、セントコート学園の学友──シャーロットとシュリオが参加している。

　それは一回戦を観た通りわかることなのだが、参加する選手達の思いは様々だ。

　アリエッタは私の期待に応えるため、そしてフレアとの賭けに勝つため。

　シャーロットは模擬戦でならば自分は戦えるという事を再認識するため、この若鳳杯に出場している。

　ならば、きっと他の参加者達にもこの大会に出る際に抱いた思いがあるはずだ。

　それを思うと、アリエッタの試合以外にも見どころはあるのだろう。

　と、それは話が逸それているか。

　まあとにかく、私が言いたいのはだ。選手にはそれぞれの思いがあるのだろうということ。そして──不運な奴というのは、居るのだなあということ。

「それでは引き続き二回戦の方始めていきましょう！　二回戦第二試合──ヴィオラ選手対シュリオ選手！　セントコート対セレスタスという名門同士の試合です！　これは白熱した戦いが期待されます！」

　二回戦の第二試合は、一回戦の第三試合と第四試合の勝者達の戦いだ。

　であれば三回戦と四回戦を観た時点でこの組み合わせにも気づくべきだったのだが。

　注目選手の一人、ヴィオラと対たい峙じするは我が学友シュリオ＝レントハイム。彼がこの大会に抱く思いは一つ、自信を取り戻すことだ。

　不運だというのは、その目的は恐らく達成できないだろうということ。

　……いや、私も彼とこの事を話す前にヴィオラの事を知っていればまた別の言葉をかけたのだが。

「くそっ……マジかよ、ツイてなさすぎだろ……！　いやでも、アリエッタさんと戦うよりマシなのか……!?」

「あ……？　アリエッタ、だって？」

　その上、相手の怒りのツボまで正確についていくのだからもうどうしようもないというか……

　アリエッタの名前を出されて、ヴィオラは明確に顔を歪ゆがめる。

　幼気いたいけで可愛らしい顔つきは、見てわかるほどの皺しわを浮かべている。

　さらばシュリオ。お前は良いやつだった。ただ運が悪かったのだ。

「それでは両者構えて！」

　無情にも、審判が死刑宣告にも似た指示を出す。

　捨てられた子犬のような目で審判を見ている。『え？　マジ？』といったところだろうか。

　対して、ヴィオラはやる気満々で『槍やり』を構えている。

　シュリオは最も早はや激突は避けられないとようやく悟ったようだ。

「始めッ！」

　審判の合図がくだされる。

　瞬間、シュリオが跳ねた。

「チクショー！　やるよ！　やればいいんだろッ！」

　飛びかかる──様に見せて、ヴィオラの攻撃を釣り出すのが目的だろう。

　カウンター狙いだ。

「『シャドウレイ』！」

　それに対し、ヴィオラは呪文を唱えつつ槍を振るう。

『星』の魔力ではない、闇の魔力だ。

　アリエッタまで『天底の槍』の力を隠しておくつもりだろうか。

　……いや、単純にシュリオにムカついたのかもしれない。

　が、シュリオもさる者。完全に嚙かみ合ったな。

「うぉらッ！」

　前方への宙返り──重さをまるで感じさせない軽やかな動きで、横よこ薙なぎのレーザーを避ける。

　そこから、魔力を纏まとったナイフを投とう擲てき。武器を自分から手放すとは──と思ったが、違うな。その不利を承知でこの一撃に賭けた──？

　いや、まだあるな。

「効くかそんなモン……!?」

　ダガーの投擲攻撃──ではない。シュリオは空中で風の魔力を纏い、自らをダガーに向けて射出した。

　空中でダガーを回収し、近接攻撃を狙う！

　が。

「……ちょっと驚いたよ。ナメてて悪かったな」

　あっさりと、槍の柄で防御される。

　……まあ、そうなるな。

　狙いは良かった、タイミングも良い。が、速さが足りない。

　いや、遅いとはいわないが、ヴィオラの反応を超えられないのだ。

「いっ……」

「そらっ！」

　自らの運命を悟り、シュリオの顔が歪む──と、同時に、ヴィオラが槍を振るってシュリオを弾はじき飛ばす。

　そこへ、地面に突き立てた槍の石突を支点に、大きく体を動かして──

「ぶっへぇっ!?」

　強烈な蹴り。

　魔術ではないが、強大な魔力を纏って叩たたき込まれた蹴りの威力は凄まじい。

　錐きり揉もみ上に回転しながら吹っ飛ぶシュリオが、結界に叩きつけられる。

「悪いな、あんた程度で『使う』わけにもいけなかったんでね」

　着地したヴィオラが、つま先で石畳を叩き、靴のズレを直す。

「あがが……俺、やっぱ弱えのかも……」

　地面で呻うめくシュリオは遺言を残し、沈んだ。

　いや頑張ったほうだろう。ただ相手と運が悪かっただけだ。

　回避・投擲からの一連の流れは見事だったと言わざるを得ないのだが、対する相手が学生レベルを大きく超えていた。

　これに腐らず是非次の機会に頑張ってほしいものである。

「うーむ……素晴らしかったのじゃがのォ。ヴィオラという娘、やりおるわい」

「ヴィオラとアリエッタが居なければ優勝も狙えただろうにな。不ふ憫びんなものだ」

　残念そうにしているガーディフだが、相手が悪かったことは重々承知。やはりその言葉もシュリオに同情するものとなる。

　学生のレベルを大きく超えた者が二人も参加しているのだ。遅かれ早かれこうなるとはいえ、一回戦でついた自信もあと一回くらい保もつことを願っていたのだが。

　……なってしまったものは仕方がない。

　気を取り直して観戦に戻ろう。

　当然ではあるが、二回戦の試合はどれも一回戦目よりハイレベルだ。

　それでも第二試合ヴィオラ対シュリオには遠く及ばないが。

　やはりアリエッタ・ヴィオラの両名が居なければシュリオは少なくとも決勝戦まではコマを進めていただろうと断言できる。

　ならば何故なぜ『決勝戦まで』なのか？

「二回戦の試合もこれで最後！　シャーロット選手入場です！」

　それは、シャーロットの存在があるからだ。

　名家の出ではあるが、それが関係しているとすれば良質な教えを受けられたかどうかだけだろう。

　シャーロットの才能は本物だ。

　もしも世が世なら、三英雄──とまではいかなくとも、その魔術の才を活いかして何らかの形で歴史に名を刻んでいただろう。いや、この後そうなる可能性もまだ否定できない。

　だが何故だろう。

　持って生まれたものが大きければ、より大きな試練が課されるというべきか──運が悪いのは、シュリオと共通しているようだ。

「対するはアリエッタ選手！　共にセントコート学園から参加しております！　一体お二人はどの様な勝負を見せてくれるのかッ！」

　その相手は、アリエッタ。

　……まさか期待の新星二人が、多かれ少なかれ私が育てた者達と当たるとは。

　ガーディフに聞いた所試合の組み合わせは無作為だというが、それならばやはり才能に恵まれた分、運を手にすることはなかったとでも言うのか。

「ふふ、まさかこんなに早くアリエッタさんとお手を合わせる事になるとは思いませんでしたわ。未熟な身ではありますけれど、どうぞよろしくおねがいします」

「ええ、よろしくおねがいしますね。……いい試合にしましょう」

　だがシュリオとは違い、シャーロットは自分の実力そのものには自信を持っている。

　アリエッタとの戦いは飽くまで胸を借りるという感覚なのだろう。その表情には笑みが浮かんでいた。

「両者、構えて！」

　審判の合図で、構えるアリエッタ。目の前に構えた細剣を下ろすようにして、構えの完成とするシャーロット。儀礼的なものだろう。あるいはこれを『模擬戦』とするルーティンの一つだろうか。

「始めっ！」

　審判が掲げた腕を振り下ろす──が、この試合の立ち上がりは、今までとは一線を画する異質なものだった。

　速攻を好んでいた今までの者達とは違い、アリエッタとシャーロットはお互いの隙を探り合うべく睨にらみ合っている。

　先に動くのはどちらか？　その沈黙を破ったのは、シャーロットの方だった。

　細剣を振るい、魔術を発動しようとする──が、その様子を見て先に動けたのはアリエッタの方。

「『ラピッドファイア』！」

　魔力を集中した手をかざす。火の魔術の中でも非常に単純、故に素早い『ラピッドファイア』の魔術は、指先から小さな炎弾を連射する魔術だ。

　威力は求めていない、しかし直撃すればただでは済まないだろう。

　狙いは、シャーロットの魔術を邪魔することだ。

「っ」

　小さく息を飲みつつ、構築しかけた魔術を捨て、全力で飛び退のくシャーロット。

　そこへ、アリエッタが追撃をかける。杖つえに纏わせた炎の剣が、紅あかい軌道を描いてシャーロットへと迫る。

　剣で受けようとするシャーロットだが──

「『ライトセイバー』っ！　……ふう、危ない所でしたわね……っ！」

　咄とっ嗟さに光の魔力を纏わせ、剣を防いだ。

　良い判断だ。全力ではないとはいえ、アリエッタの魔力で作られた炎の剣だ、魔力を流しているだけの細剣で受けきれるものではない。

　二人の表情に笑みが浮かぶ。アリエッタはシャーロットの判断を、シャーロットはアリエッタの魔術の強力さを。互いを認め合っているのだろう。

「流石さすが、ですっ！」

　だが地力の強さはアリエッタが圧倒的に上だ。

　鍔つば迫ぜり合いを無理やり押し切るように剣を振り切ると、シャーロットは後方へと大きく弾かれる。

　だが地面をテンポよく、細かく跳ねることで段階的にその勢いを殺していく。

　流石に名家の訓練を受けていたというだけはあるか、体術の方も良く学んでいるようだ。

　アリエッタは体勢を崩して一気に決めるつもりだったのだろうが、結果的に距離をとられる羽目になった。

　そうとくれば──

「『グリッタードレス』！」

　魔術を使う程度の隙になる。

　最初に発動しようとした魔術はこれだな。魔術の名を叫ぶと、シャーロットが光を纏まとう。

　さて。ただ身に纏うだけの防御魔術ならば仰々しい名前も付けないのだろうが。

　不敵に笑うシャーロット。

　その姿が一瞬にして、消えた。

「ほう」

　なるほどこれは予想外。シャーロットという少女の性格を知っているがゆえに、私は意表を突かれる。

　そしてそれはアリエッタも同じだ。

「……!?」

　突如として目の前から姿を消したシャーロット。頭が真っ白になったことだろう。

　が、魔力を感知し、背へと剣を回す。

　その瞬間、光と炎の剣がぶつかり、魔力と魔力がせめぎ合う、鳥の囀さえずりの様な音が響く。

「これは……っ」

　再び剣を振るい、シャーロットの身を弾き飛ばす、が今度は空中でその姿が消えた。

　今度は、アリエッタが自らの真横にその姿を捉える。体勢を立て直したシャーロットが横よこ薙なぎに剣を振るうと、アリエッタは身を屈かがめて躱かわす。

　……これは意外だった。

　グリッタードレス。その魔術は防御魔術ではなく、限りなく速い超高速移動を可能とするもの。

　言うなれば──強化魔術。実戦を恐れるシャーロットだからこそ、私達はこの場においてそれを防御魔術だと勘違いしていたが、その実態はアグレッシブな攻めを可能とする強化魔術だったというわけだ。

「意表を突かれました。凄すさまじい魔術ですね」

「うふふ、お褒めに与あずかり光栄ですわ。……できれば、いまので決めたかったのですけれど」

　そう、凄まじい魔術だ、が。称賛を受けとるシャーロットの表情は芳かんばしくない。

　グリッタードレス。その実態は光の〝如ごとき〟高速移動といったところか。上下左右への直線的な高速移動を可能とし、連発もできる。

　……だが実際に光と化したわけではない。ならば攻略法は少なくない。

　これだけ強力な魔術にもかかわらずシャーロットが一撃で決めたがったのがその証左だ。

　アリエッタは何も答えない。ただ、表情の温度を下げることで、真剣さを表す。

「……行きますわ」

　仕掛ける意思を告げると同時に、シャーロットの姿が消える。

　狙いは背後だ。一箇所経由し、二回目の発動で背後に回る──とても目では捉えられない動きだが。

「ふっ」

　アリエッタの背後に現れてから突き出した剣は、いとも容易く躱される。

　弱点その一。体を光に変換してから再構成しているわけではないので、現れてから攻撃するまでには時間があること。

　移動は一瞬でも攻撃の準備から実際に攻撃へと移る時間は必要だ。

　上級の魔術師の戦いでは、魔力で相手を感知するのは基本中の基本と言える。目に見えない程度の移動では、勝負を決する要素にはならない。

「此方こちらの番です！」

「くうっ……！」

[image: ]

　剣を突き出したシャーロットの隙に、アリエッタが反撃を試みる。

　が、シャーロットは既で『グリッタードレス』の効果を発動すると、瞬まばたきの後には離れた場所にいた。

　なるほど、攻防一体というわけだ。非常によく考えられている。

　この速さはアリエッタにとっても中々骨だろう。正直に言って、移動の速さだけならばアリエッタさえも凌りょう駕がしているといっていい。

「そう来ますか」

　しかしそれだけではダメなのだ。

　やはり魔術師の戦いというのは総合力で相手を超えてこそ。少なくともアリエッタにはそう教えてある。

　一芸に秀ひいでるというスタイルは確かに有用だ。

　が、それ故に崩された時は脆もろいもの。命を懸けた戦いでは有用といえば有用だが、魔術師戦というのはそういったものに対する対策から始まっている。

　そういった時に手札の数を増やすのは──結局の所、総合力なのだ。例えば、無敵の力を手に入れたら、操られる事が最も恐ろしい。だったら精神防御の対策を固めておこう──など、やろうと思ってできる自由さこそが『強さ』だ。

　アリエッタの反応の速さに対し、シャーロットが選んだ方法。

　それは剣を振りかぶって、振り下ろす一連の動作からの高速移動だった。

　改めて攻撃の準備をしておくことで、姿を現した瞬間に攻撃に移れるという効果を期待したのだろう。

　だが、それではダメだ。

「もらいました……！」

　再びアリエッタの背後に、シャーロットが姿を現す。

　アリエッタは、これを読んでいた。

「甘いです……！　『フレイムバースト』！」

　姿を現した瞬間、アリエッタが魔術の名を叫ぶ。

　これは、自分を中心に爆発を広げる、全方位攻撃の魔術だ。

　落雷の様な音が轟とどろき、炎がうねりを上げ、広がっていく。

「ああっ！」

　剣を振りかぶっていた無防備なところに、爆発の熱と衝撃が殺到する。

　これが弱点その二。タイミングさえ読めれば反撃は容易ということ。まして剣を振り下ろした瞬間とあれば、そのタイミングは非常に読みやすい。

　こうして全方位攻撃を放てば、どこに現れようが関係が無いというのもまた弱点に数えられるかもしれない。

「くはっ……！　うぅ……」

　吹き飛ばされたシャーロットは、そのダメージからか受け身も取れずに地面に背中を打ち付ける。

　決着だろう。戦闘自体は続行可能だろうが、それは模擬戦だからこそ。実戦ならば倒れたシャーロットに追撃を加えるのはわけがない。

　追撃がなければ立てるだろうが、そんな意地を模擬戦で張っても意味はない。

「負けました……えへへ、やっぱりアリエッタさまは、強いですわね……」

　清すが々すがしい表情で、天を仰ぐシャーロット。

　アリエッタはゆっくりと近づき、優しげに微ほほ笑えんで手を差し伸べる。

「私には最高の先生がいますから。立てますか？」

「加減してくださったのでしょう？　お手を借りれば……っと」

　シャーロットは迷いなく差し伸べられた手を取る。

　あっけに取られていた審判が、ようやく我を取り戻した。

「っ勝者！　アリエッタ選手！」

　勝ち名乗りが大分遅れたようだが、無理もないだろう。

　それほど、今の戦いは学生レベルを超えていた。

　学生の、それも一年次生の戦いと聞いてここに来た者は等しく開いた口が塞がらない思いだろうな。

　アリエッタはともかく、シャーロットに勝てると感じた者がどれほどいるだろうか。

「素晴らしい試合でした……っ！　とても学生レベルとは思えない！　シャーロット選手の超魔術！　冷静に、しかし苛烈に対処するアリエッタ選手！　二回戦からこのレベル！　まさに驚きょう愕がくというほかありませんっ！」

　審判に代わって出てきた司会の興奮っぷりは凄まじいものがあった。少々引くが、言っていることは観客の総意と言っていいだろう。

　うむうむ、弟子と学友が褒められているのは悪い気はせんな。

　シャーロットも、予想以上に健闘したが、それを超えていくアリエッタ。大満足といえる試合内容だった。

「少し出てくる」

「ほ。左様でございますか」

　アリエッタとシャーロットが試合場を後にするのを確認して、私は席を立ち上がる。

　これは是非とも直じかに称賛を贈らねば。

　居ても立っても居られないとはこの事だ。観覧席を去り、向かうは控室。一度通った道ともなると、呼び止められることもなく目的の場所へとたどり着く。

「邪魔するぞ」

「先生っ！　ようこそいらっしゃいました！」

　控室へと顔を出すと、アリエッタが駆け寄ってくる。

　犬の尾を幻視するような嬉うれしそうな様子に、苦笑が浮かぶ。

　なんとも可愛かわいらしいものだ。先程の試合で戦っていた少女とは似ても似つかない様子のせいか、他の選手から驚愕の表情が浮かぶ。

「先程の試合、しかと観みていたぞ。シャーロットも、此方へ」

「は、はいっ」

　少し離れたところで見守っていたシャーロットを呼び寄せる。

　緊張に上ずった声を出したが、素直にやってきたのは断る理由もないからか。

「あの光の魔術は、見事なものだった。ほぼ独力であれほどの魔術を身に着けたのは称賛に値するよ」

「まあ……！　テオさまにそう仰おっしゃっていただけるとは、私も鼻が高いというものです」

　まずは、称賛を。シャーロットの若さであれほどの魔術を使っていた者は、数えるほどしか知らない。その誰もが伝説級の魔術師達だ。そういった者達の若い頃と肩を並べる実力は、称賛する他無い。

「それでも一つ付け加えさせてもらうのならば、特化した魔術を磨くよりは総合力を伸ばせという所だが、これは重々承知だと思うので多くは言わん。あとは場ば馴なれが全てだ。長い目で見ていこう」

「はい、承知していますわ。これからもよろしくお願いいたします」

　それでも一応はアドバイス……というよりも老害の小言に近いが。課題を残して、本題へと入ろう。

　先にシャーロットを褒めたせいか、アリエッタが頰を膨らませているからな。

「そして何よりアリエッタ。あれほどの魔術を冷静に、的確に、よくぞ対処したな。一撃くらいは受けるのも許容範囲だと思ったが、完璧にさばいたのは見事の一言だ」

「……！　そ、そうですか？　えへへ、ありがとうございます」

　とはいえ一言褒めれば一転、その表情をほころばせる。

　この純粋さがまた可愛らしいもので、ついつい可愛がってしまう。

「厳しい言葉の一つでも贈ろうと思ったが、正直現状では言うことがない。この後も驕おごらず努力を続けることは知っているしな。強いて言うのならばその調子でいけ、というくらいだろうか」

「そ、そんな褒め過ぎですよう。でも、嬉しいです……」

　褒めてやれば、喜んでくれる。だとするのならば良い働きに対して称賛を贈るのは当然のことだ。

　やはり不出来な師匠だ、弟子の出来は良すぎるくらいで丁度いい。

　ついつい頰を緩めて居ると──

「ふうん、そんなふうに笑うんだな、あんた」

「ヴィオラ。お前も素晴らしい試合だったな」

　騒がしくしているのに気づいたのだろう、私達の元へヴィオラがやってくる。

「ふん、そうかい」

　褒めているというのに、此方は何やら不満げな様子。

　……それはまあ、現状では敵同士もいいところ。こうもなるか。

「気に食わなかったか？」

「そうじゃないよ。ただ……」

　ただ──言いかけて、ヴィオラは首を振る。

「何が何でも勝ちたくなった。どうせ、決勝で当たるのはあんただろ、アリエッタ」

「そうでしょうね。貴女あなたが途中で落ちるとも思えませんし」

　気がつけば、和気あいあいとした空気はぴりぴりとした緊張感に変わっていた。

　ヴィオラの挑発を真っ向から受け止めるアリエッタ。

　また何か置いていかれている感が襲ってくるが、まさかフレア不在のアリエッタとヴィオラの会話でそれを覚えるとは。

「……お行儀のいい子かと思ってたけど『先生』の事になるとギラついた眼めをするんだな。そういうのは嫌いじゃないぜ」

「それは、どうも」

「だが勝負はあたしが勝つ」

「負けませんよ？」

　両者の視線の中間で、火花が散っている気がする。

　一触即発。乱闘でも始まりそうな空気に、そろそろ止めるべきか、と考え始めた頃だった。

　ふっと表情を崩し、ヴィオラが笑う。

「いいや勝つさ。あたしの持ってる武器はテオ＝イルヴラムが造った『祀し神しん器き』なんだからな」

　そして、知らぬ者にとっては驚愕に値する事実を告げた。

　遠巻きに此方こちらを見守っていた他の選手達も、思わず声が出る者も居る始末。

「……なっ！　ほ、本当ですか、先生!?」

　当然、それと相対する事が決まっているアリエッタもこればかりはただ事ではない驚きようだ。

「ああ──そうだ。かつて私が……じゃない、書物で見たことがある」

　ついうっかり私が造ったものだ、と口が滑りそうになるが、既すんでで思いとどまる。

　いかんいかん、聞かれてつい自然に答えてしまうところだった。

　今の私はテオドール、だ。多分、ヴィオラもその辺を気にして敢あえてテオ＝イルヴラムのフルネームで告げてくれたのだろう。

　私の口から真偽を確認して、アリエッタはヴィオラへ顔を向け直す。

「……何故なぜ、それを私に？」

　困惑から、問いかける。だがそれは尤もっともだ。

　私とて、敢えて黙っていたのだ。それはアリエッタが恐れると思ったからではない、その性質上、事前に知らせていてはヴィオラの真の実力が出せなくなると考えたから。

　それは使い手のヴィオラこそよく分かっているはず。ならば何故それを打ち明けたか。

「あんたより、優秀な所を見せるってのが本題なんだ、圧倒的に有利な状況でただ勝ったんじゃ、意味がないだろ？」

　憎まれ口を叩たたいているようだが──私にもなんとなく人の心というものが分かってきた。

　ヴィオラはフェアな勝負を望んでいるのだろう。もちろん今言ったことも本心ではあるだろうが、彼女は多分強敵を前にして燃えるタイプの人間。

　武人気質とでもいうのだろうか。勝つことそのものよりも勝利の価値を求める人間だ。フレアも正々堂々を好んでいたし、こういう所はフレアの影響もあるかもしれないな。

「それを伝えに来ただけさ。じゃあな」

　どうやら、本当にそれを伝えるのだけが目的だったらしい。

　私達から離れていったヴィオラは、小柄な体で風を切るように歩いて、離れた場所の椅子にどかっと腰を下ろす。

　豪快というかなんというか。フレアが見ていたらその仕草を咎とがめていたろうか。なんとも見た目と行動にギャップがある娘だ。

「話の通りだ。ヴィオラは強敵だぞ。仮に『祀神器』がなくてもな」

「……大丈夫です、油断はありません」

　今更ながら、私がヴィオラを褒めるのが気に食わないのだろうか。

　少々頰を膨らませつつ答えるアリエッタ。

　しかし私が言うことは承知しているはずだ。

　一人、椅子に座るヴィオラは周囲を威嚇するように、魔力を放出している。まるで狂犬だ。ある程度魔力を感じ取れる者ならば、近づこうとも思わないだろうな。

　紛れもない宣戦布告に、膨れつつもアリエッタは──笑みを浮かべた。

「少しだけ、楽しみになってきました」

　アリエッタは、同格の相手と手を合わせたことがない。

　同年代には最も早はや敵はおらず、魔物も今や竜でさえ彼女の相手にはならない。三百年以上生きた魔人には後れを取るものの、その胆力で活路を開いてみせた。

　そんな彼女が、初めて同格の相手と、本気の戦いを繰り広げる事ができるのだ。

　アリエッタの本当の力を知っているのは私だけ。彼女は今日、ようやくそれを知ることになる。

　もしかすると、それはアリエッタをもう一つ上の次元へと進ませることになるかもしれない。

　ヴィオラに本来期待していた役割、手を貸した理由はそれだったが、まさかここまで上手うまくハマることになるとは。

　……ううむ、惜しいな。

　フレアの態度を少々改めさせたかったのは確かだが、今にして思うと三年間彼女らと交流を持たない、というのには不利益もある。

　アリエッタとヴィオラは互いに良い好敵手となったろうし、お互いに与える好影響は計り知れない。

　精神的にはどうしてもアリエッタを応援してしまう、が。もう少し軽いものを賭けさせておけば良かったという気もする。

「……頑張れよ」

「……！　はい、観ていてください、先生！」

　それでも、やはり私はアリエッタが勝つ所を観たい。

　今までに無い心の震えだ。敢えて未来を見ていないという事もあるが、物事がどちらに転ぶかわからないというのは、私にとって殆ほとんど未知の出来事である。

　勝つか負けるかわからない相手に、勝ちを望む。

　……なんとも、高揚するものだな。

「選手でない私がこの場に居座るのもなんだ、私は一度観覧席に戻るが──最後に一つ伝えておこう。賭けだのなんだのは関係なく、私はお前の勝利を願っているぞ、アリエッタ」

　なるべく優しい声色で、気負わせぬように伝える。

　アリエッタは顔を真っ赤にして、俯うつむきながらも頷うなずいた。

　……声色は選んだつもりだが、それでも気負わせてしまっただろうか？　どうせ何を言っても威圧になってしまう──といういい加減さも最早捨てねばなるまい。弟子への接し方にはもう少し勉強が必要だな。

「ではさらばだ。後ほど若わか鳳ほう杯が終わる頃にでもまた会おう」

　セントコートのマントを翻ひるがえし、私は控室を後にする。

　やはりというべきか、選手でも無い人間が選手用控室に居座るのは、人の眼を引くようだ。

「……なにもんだ、あの男子生徒？　あのアリエッタに先生とか呼ばれてたけど……」

「ヴィオラ選手にもなにかねぎらいの言葉を掛けていた様子だけれど」

「いや……本当に何者だ？」

　控室からは未いまだざわめきという形で無形の声が届く。

　何を言っているかはわからないが、さっさと退散するとしよう。

　シャーロットもシュリオもトーナメントを後にした今、他の試合は消化試合もいいところだろう。見どころは最早アリエッタとヴィオラの決戦のみだ。

「くく……はっはっは……！」

　思わず漏れ出る高笑いを響かせながら、私は闘技場の廊下を歩いていった。











第十四話　四災






　さて。控室にアリエッタを激励に行った後。私は再びガーディフの観覧席へと戻っていた。

　観客で超満員の観戦席とは比べるべくもなく、ここは快適だ。

　適度に保たれた室温、座り心ごこ地ちの良い椅子に、頼めば菓子も出てくるサービス。

　当然、人混みの煩わしさもなく、適当な話し相手まで付いているときている。

　弟子の晴れ舞台を観みるのにこれほどいい場所もないと、自分でも気分が良くなっているのを感じていた。

「ほっほっほ、楽しそうですなテオ殿。この歳としになって貴方あなたのそんな表情を見るとは思いませんでしたぞ」

「私自身意外に思っているよ。手塩にかけた弟子が、歓声を浴びるのが──自分で受ければ時に辟へき易えきさえする称賛の声が、これほど心地いいとはな」

「若者の成長というのはいつの世も素晴らしいものですわい。それに自分が関われるとなれば、面白くも感じるものでしょう？」

　朗らかに笑うガーディフの手には麦酒ビールなど握られており、主催者と言うよりは観客側の楽しみ方だ。

　この飲んだくれは全く仕方がない……と思いつつも、気持ちは理解できた。

　なるほど、これは確かにいい酒の肴さかなになりそうだ。

　私もこの姿でなければ用意させていたかもしれない。別に飲めないわけではないが、こういうところから引き締めていかないと何処どこで姿がばれないとも限らない。

　先程ガーディフから勧められた酒をそんな理由で断った時、寂しげな顔をしていたのは印象的だ。

　……とまあ、ガーディフと無駄話をするというのも悪くないのだが。やはりそろそろメインイベントを観たいところだ。

「この後の予程はどうなっている？　後は決勝戦だけのはずだが」

「そのはずですがな。今はヴィオラ、アリエッタ両名の体力を回復する時間だったはずですじゃ。ちと長いように感じられますがの。……少々お待ちを、係の者に問い合わせてみますでな」

　聞くと、ガーディフでさえ疑問を口にして、私は僅かに眉を顰ひそめた。

　……そういうものなのか？　しかしアリエッタの試合内容を鑑かんがみれば回復する体力も何もあるまいに。

　とはいえ裁量で決めたことをせずに、それで何かあっても文句が残るだろう。決めていたことをそのまま行うというのも大切なのかもしれないな。

　……しかし、暇だ。

　またアリエッタに会いに行ったら落ち着きがない男だと呆あきれるだろうか？　優しいアリエッタに限ってそれは無いと思うが、威厳を失うような行動は極力避けたいところだな。

　少しだけ、眼めを閉じる。

　暇を感じるのならば、寝てしまうのが最も早く主観的な時間を進める行動だ。

　最近はもったいないということですることもなかったが、昔は一ヶ月以上も寝ていたことがあるので、寝るという行為自体は得意だ。

　時間が来ればガーディフが起こすだろうし、久々に意識を落とすくらいに寝てしまうのも悪くはない──と。静かに、意識を暗い場所へと沈めていく。

　……のだが。静かなはずの観覧席が、どうにも騒々しい。

　眼を開けて見ると、念話をしながらうろうろと歩きつつ、時折私に視線を送ってきているガーディフが目に入る。

「なんだというんだ、騒々しい」

「あー……いやー……そのー……」

　歯切れの悪い声。ガーディフのこの様子は、あるいはこの三百年の間では一番見慣れたものかもしれない。

「そのー……テオ殿にお願い、的なものがあるんじゃけど……」

　なにか、私に取引という名の願い事がある時、挙動不審なガーディフというのは、だいたいこれだ。

「はあ……話すだけ話してみろ」

「ありがたい！」

　なんだかんだで私も甘い。

　ため息を吐つきながら、呆れを隠さずに言えばぱっと表情を明るくするガーディフ。

　今回も結局頼みを聞いてやることになるのだろう。

　……もしかすると、三英雄で一番弱いのは私なのではなかろうか。

「とはいっても、今回はテオ殿にも利があると言いますか、受けねば損をするといいますか……」

「回りくどいぞ。私の機嫌がいいうちに言ったらどうだ」

　ただでさえ決勝戦が始まらずに焦じれていた所に、ガーディフの回りくどさは少々過剰だ。

　続きを促すと、ガーディフはひょ、と小さく声を出してから咳せき払ばらいを一つ。

「では早速本題に入りますが……このセントコートから離れた場所に、千体を超える大量の魔導兵が確認されたようですじゃ」

「ほう」

　魔導兵。そしてその数を聞いて、私は小さく息を吐いた。

　魔導兵とは文字通り、魔に導かれた兵。簡単な命令に従って行動する、生物にあらざる兵が通常こう呼ばれる。

　ポピュラーなのは鎧よろいなどをそのまま魔導兵に改造したものだろう。人よりも丈夫で、本来纏まとわせるものを使うのだから『中身』があるよりも当然コストが軽い。死を恐れないため行動にも思い切りがいい……というとおかしいが、躊躇ためらいがない。

　そんなものが千体。三界戦争以来、最大の規模であることは間違い無いだろう。

「魔導兵は現在、『怒りの荒野』に展開されとるそうで、指揮官としてか、魔人と見られる存在が一人確認されておるようです」

　と、ついで……というよりも魔人というのならば戦力比的に此方こちらが本命か？　──が、一人。

　魔人といえば、そういえば闘技場になにやら細工をしている者を一人葬ほうむったような気がする。

　このタイミングならば計画に連なる存在か、あるいは仇かたき討うちかといった所が自然だろうか。

「魔人か。こそこそと動いているのがいたので、この間一人片付けたな」

「ええ!?　このタイミングでそれ仰おっしゃる!?　……ま、まあそれは後で聞きますわい。問題は、魔導兵を率いて魔人がセントコートへ近づいてきておるという事。各地の要人が集まるセントコートへ今日やってきたのは偶然ではありますまい。狙いは『若鳳杯』でしょうな」

　であるならば。当然、その推測は当たっているだろう。

　若鳳杯、というよりも多くの人間が集まる日が当初の狙いだったろうが。

　意図せず、眉が動くのを感じた。

　……今、私は怒りを自覚している。

「現在、この情報は人々には伏せております。魔人が大量の兵を引き連れて接近中、などと知られれば大混乱でしょうからな。決勝戦が遅れている理由も、これが原因です」

　ガーディフは、それだけの事態にもかかわらず情報は握りつぶしているという。本来ならば、避難を促し、対抗する戦力の編成に尽力すべきだろう。

　だが、それをしない。知らせれば、人々が混乱に包まれることは火を見るよりも明らかだからだ。

　何故なぜそれをしないかと言えば、それはひとえに、若わか鳳ほう杯のためだろう。で、あるならば私は動かないわけにはいかないというわけだ。

「そこでじゃ……どうにか、テオ殿の方で解決してはくれないかなー、なんて……」

　ああ、腹が立つ。

　良いように使われるというのは、非常に腹が立つ。しかしこの場合怒るべきはガーディフにではない。これは、逃れようの無い選択肢を突きつけるに至った魔人共への怒りだ。

「良いだろう……ちょうど、少し運動したくなってきたところだ」

　首を揺らすように、幽鬼のように立ち上がりながら、私はガーディフをにらみつけた。

　喉が波打つ。威圧したつもりはなかったが、緊張を感じているようだ。

「ちょっとした野暮用だ、さっさと片付けて帰ってくるつもりだ、が」

　敢あえて一度言葉を切り、間を置く。

「私が帰ってくる時に決勝戦が始まっていたら──わかるな？」

　今度は明確な、威圧の意思を込めて魔力を燻くゆらせる。

　単調な動きしかできない玩具のようにガーディフが頷うなずいた。

　これだけ釘くぎを刺しておけば、妙なことにはならんだろう。

　意識を集中してみると、なるほど確かに街の外に魔力を感じる。

　どうやら魔力の隠匿を用いているな。平和ボケと昼寝を決め込もうとしていたのでは気づかぬはずだ。

　その小こ賢ざかしさもまた腹が立つ。

　門を起動し、手を触れる。行き先は、セントコートの外に広がる荒野だ。




　　　　◆




　セントコート近辺の荒野──価値を見み出いだしづらいこの土地に、人が訪れることは滅多に無い。

　私の眼下には、栄えた街の近くにあって打ち捨てられた様に寂れた土地が広がっていた。

『怒りの荒野』。そう呼ばれるこの場所に別に懐なつかしさは感じないが、私はかつてこの地に来たことはある。その時にはこの様な光景ではなかったが、それはともかくだ。

　それほど寂れた地にあって、私の視界はかなり賑にぎやかになっていた。

　巨大な金属製の魔導兵が千体。報告にあった数を信じるのならば、だが。

　しかし三マートル以上の巨人が千体というのは中々壮観だ。

　まあ──決勝戦前のちょっとした余興とするならば、多少は溜りゅう飲いんも下がるかもしれないな。

　金属の津波を前に、私は悠然と歩を進めていく。先頭には赤い肌の魔人。此奴こいつが全ての元凶か？

「来やがったな……その魔力、エイナを殺やったヤツだろ。ゲートの魔術が現れた時点ですぐ分かったぜ」

　先頭の男が、私を見て舌を打つ。

　舌を打ちたいのは此方だ。週に一度の休日を、弟子の活躍を観みて過ごす。最高の一日を送っていたというのに水を差すとは。

「私はお前を知らんが、この蛮行の代金は支払ってもらうぞ」

「ケッ……こっちだって三百年来の仲間を一人殺されてんだ。こっちこそ、謝罪の一つも欲しいもんだがね」

　明らかに見てわかる虚勢を張りつつも、男は真っ向から私を挑発する。

　魔人の仲間を殺されている、というとやはり闘技場に居た魔人の一味だろうな。

　何処か近くでそれを見て……いや、感じていたというところか。

「ほう？　その上でこの様な愚行に及んだか。数がいればなんとかなるとでも思ったか？」

「……思わねえさ」

　私の力を感じ、脅威を感じていながらこの程度の戦力で攻めるという行動の不可解さ。

　そこから興味を感じ、話を聞けばこの男も勝てるとは思わずに計画を実行したらしい。

　ならばこれは弔い合戦といったところか？

「これは──義理と意地の戦いだ。テメェみたいなのにはわからねェだろうけどな」

「さっぱりだ」

　大げさに肩を竦すくめてみせると、男は舌を打つ。

　しかし肩を落とし、突如として笑う。気でも触れたか──と思ったが違うようだ。

「俺はここで終わるんだろうさ。だがよォ、せめて一いっ矢し報いるくらいはしてやるぜ！　俺の死は無駄にはならねえんだ、だったら何をやっても損じゃねェだろォ！」

　吹っ切った、とでも言うべきか。最さい期ごの命は挑戦に使うようだ。

　まったく、もう少し賢く居てくれれば私も今日を最高の一日のまま終えられただろうものを。

「行けッ！　魔導兵ども！　てめぇらでも幾らかは削れるだろ！」

　話は終わりだ、と言わんばかりに、男は指揮者のように腕を振るい魔導兵をけしかける。

　千体はいるらしい魔導兵が一斉に行動を始めるのは、大地が揺れ動いているようにさえ感じる。

　が、所詮は有象無象。

「悪いが此方も少々腹を立てている」

　思う存分モノを破壊するというのは、幾らかでも私の溜飲を下げるだろう。

　鬱憤の発散に付き合ってもらうこととする。

　馬よりは速いだろうか──という速度で駆ける魔導兵。

　単純な質量と速度だけでも、そこそこの脅威にはなるだろう。魔術を使わない原始的な戦ならば、この魔導兵が三体もいれば国を取れただろうか？

　だが今相手にしているのは魔術の極地だ。

　力と速さ。原始的な要素だけでは討ち取れない。

　十体程の魔導兵が先発して私へ群がり、一斉に剣を振りかぶる。

　私は自らの手に僅かな魔力を纏わせて、無造作に爪を振るう。そうすることで空間に断裂が生まれ、突出した魔導兵を含めた五十体ほどの魔導兵を上半身と下半身に分ける。

　ついで、冷気の魔力を掌てのひらに集め、極低温の吹雪を生み出した。放射状に放たれた絶対の冷気は百体を超える魔導兵を極めて脆もろくし、自重にて崩壊させる。

　ちょっとした意地悪として、先日の魔人がやっていた魔術を真ま似ねてみることとした。世界樹の如ごとき雷が幾百もの枝に分かれ、半数程の魔導兵を融解させ、更に残りの半数程を打ち砕いてしまった。ああ、これはいけない。ストレスの解消に使うつもりがついつい潰しすぎてしまった──と。

　……やめだ。裁縫よりも繊細な加減で行う破壊活動が鬱憤を晴らすのに使えるはずもない。

　もとより加減しているのにストレス解消も無いだろう。さっさと片付けて決勝戦を観たほうがよほど癒やされる。

　そろそろ終わりにしようか。

　ため息を吐ついて、掃除用の魔術を作ろうとした、その瞬間だった。

　男が退いていった方で、爆発的に魔力が膨らむのを感じる。

　それこそ大陸ごと焼き尽くそうかという火の魔力だ。

「ほお」

　感心からそう呟つぶやいた。魔導兵は最初から時間稼ぎ、大技で私に傷をつけるのを目的としていたようだ。

「どうだァ！　星の落下にも匹敵する超熱量の魔術！　テメェだって無事にゃあ済まねえだろ！　避けても良いぜ！　そうすりゃあ俺とこの国の人間ごと魔王復活の礎いしずえだ！」

　……訂正、どうやら道連れを視野にいれて私を倒す事が目的だったようだ。

　防御を捨て、全てを攻撃に回すことでこの威力を実現しているわけか。文字通り、命を賭とした自爆技といったところだな。

　言う通り、この大陸を沈めかねない、隕いん石せきの衝突にも匹敵する魔術だが、私を倒すには少々心もとない威力だ。

　しかし魔王復活とは。魔王というと、三界戦争の時に私が封じたアレだろうか。

　この期に及んでくだらないことを考える奴が居たものだ。

「くたばりやがれ人間ッ！　『ケイオスフレア』ァァァァァっ！」

　小山程の巨大な火球──最も早はや小型の恒星が、地上に向けて放たれる。

　私を殺すには不十分だが、地上に当たれば確かにこの大陸はむちゃくちゃだな。

　迫る恒星を見据え、私は小さく息を吸う。

　そして、地を蹴り飛び上がった。

「はッ！　空中で受けて国を守るつもりか！　傍若無人な態度にしちゃ殊勝な心がけじゃねぇか！」

　息も絶え絶え。汗にまみれながらも男は威勢良く叫ぶ。

　うーむ……ここまで認識に食い違いがあると、怒りも忘れて少々気の毒になってきたな。

　男に向けていた視線を火球へと戻す。私から近づくことで、そして火球が迫ることでぐんぐんと距離が近づいてくる。

　やがて、少々の暖かさを感じるくらいになった距離で、私は巨大な火球を──

「よっ……と」
















「……は？」

　蹴り飛ばした。

　迫っていた時よりもずっと速く、空へ空へと昇っていく火球が見る見るうちに小さくなっていく。

　そして、豆粒のようになった頃、空気を含めて手を叩たたく様な間抜けな音と共に、消え去った。

「は……？　はあぁぁぁぁぁぁっ!?　ばっかやろ、けり、蹴り飛ばしただとォ!?」

　男が大げさに叫ぶ。

　敗まけを覚悟してきたのならこのくらいは予想の範はん疇ちゅうと考えていると思ったのだが、やはり見立てが甘い。

「やはり鞠まり遊びという年でもないな。もう少し愉快なものは──なさそうか」

　ここ最近見た魔人の中では、まあやる方だと思ったが。時間を稼いで実践では通らないような大技を使わせてやってもこの程度ではな。

「ばかやろ……馬鹿野郎テメェっ！　巨星の落下にも等しい威力だぞッ！　一体テメェは何なんだよぉォ!?」

　こんなのは理不尽だと言わんばかりに正体を問うてくる。

　これでも少々名が売れているという自覚があったのだが。公的に活動したのは三百年前が最後だし、姿も変えているしで無理はないのかもしれない。

「巨星のごとくというが、生憎あいにく隕石ほしなら既に払った事があってな。……あー、説明してやる義理もないが……『テオ＝イルヴラム』という名に聞き覚えは？」

「テオ……!?　てめぇが『天魔』だってのか……！」

「ああ、名前を出せばわかるのか。そう、それだ」

　少し気になって聞いてみれば、やはり『テオ＝イルヴラム』と言えばわかるようだ。

　面倒だし次からは名乗ってみるのも良いかもしれない。……いや、やはりやめておくか。うっかりアリエッタにでも聞かれてしまったらどう説明すればよいやら。

　これでこの男への用も終わりだ。

　と、思ったのだが、最後に一つ。

「ああ……最後に聞いておこう、魔王復活とはなんのことだ？」

『魔王復活』。少々興味を惹ひいた言葉の真意を問う。

「へ、へへ……てめぇでも気になるかい……そうか、そうだよなあ……」

　どうやら話すつもりはあるようだ。命乞いのための情報提供……ではないな。

　まあ話すのならばどうでもよい。

「そうさ、俺達の目的は──かつててめぇに封印された魔王の復活よ。……本来ならヒトが集まる今日を利用して、封印解除に使う魂を一気に集めるつもりだったんだがな」

「封印の解除に魂を？　……その様な術式ではなかったと思うが」

　先程漏らした言葉に偽りは無いようだ。

　最近よく魔族の姿を見ると思ったが、そういう目的があって動いていたのか。

　だが封印解除のために魂を集めるとはどういうことだろうか？　確か時間で解ける術式にしていたはずなのだが。

「それを破るための魔術のコストさ。へへ……なあ、なんで俺がわざわざこんな事を言うと思う？」

　無理やり封印を解くための魔術を編み出し、そのコストに魂が要るという事らしい。

　難儀なことを考えるものだ。

　待てば勝手に解放されるというのに、どうしてもこの時代に魔王を解き放ちたいらしい。

　勝ち誇ったように言うザインは、満足げな顔をしている。これを話した意図のほうは──

「置き土産に嫌がらせでも……といったところか？」

「御名答。お前は最近俺達を殺してるようだけどよ、殺された俺等らの魂もまた、術式のコストとして利用されんのさ。そして、俺やエイナが死んだことで魔王の復活はもう目前となるだろう……ハハ！　お前が今更いくら頑張っても無駄だ！　魔王はもう復活するって言っているのよ！　時を経るごとに無限にその魔力を増していくという魔王の、三百年ぶりの復活！　それが俺達の目的ッ！」

　思った通り、置き土産の感覚らしい。

　やはりここでもすれ違っているな。魔王が復活しようと私は別に構わないのだが──それを言ったところで、この男の認識を改めない限りは負け惜しみかなにかと捉えるだろう。わざわざそれを教えるのも面倒だ。

　ついでに言えば魔人を殺しているというのも、成り行き上そうなっているだけなのだが。

　……これ以上の問答は無用だろう。近く、魔王が復活する。頭の片隅にでもとどめておくこととするか。

「なるほどよく分かった。ご苦労だったな」

「へっ……これで話は終わりだ。さっさとやんなよ」

　こそこそと工作をしていた割には潔いさぎよい。いや、絶望しているだけなのかもしれないが。

　ともあれ少々の食い違いが見られたものの、これで聞きたいことは聞けた。

「ではこれで終幕だ。残りの魔導兵も片付けるならば──ふむ」

　片付けの時間だ。

　そういえばまだ魔導兵が残っていた事を思い出した私は『後片付け』に広範囲の魔術を選択した。

　降ごう魔まの森の一件を考えると、後片付けはシンプルな方が良い。

　なるべく地形を変えないのならば──ちょっとした嫌味のようにもなってしまうが、選ぶべきは『熱』だ。

「『フィアス・サン』」

「フィアス・サンだと……？　『烈日の禁術』か!?　テメェ、俺一人殺すのにこの星ごと焼け野原にするつもりかよ!?」

　その名を呼び、指に魔力を集めると、ザインは驚いた様な顔をし──力ない、苦い笑みを浮かべた。

『烈日の禁術』。フィアス・サンは確かにそう呼ばれたこともある。

　この魔術は太陽を真ま似ねた球体を生み出すことで、凄すさまじい熱を放出する魔術だ。細かい理屈は省くが、そうすることで少ない魔力で強烈な熱を生み出すことができる、便利な術である。

　ならば何故なぜ、その便利な術が禁術と呼ばれているか。

　それは、この魔術を利用とした者達が制御に失敗してきたからだ。結果、中ちゅう途と半はん端ぱな効果を広大な効果に及ぼしてしまい、木々と動物と人々を、そして大地を焼き殺してしまった──

「戯たわけが。私がこの程度の魔術を制御できないと思ったか？」

　だがそれは使用者達が未熟だっただけのこと。この程度の魔術を制御するなど造作もない。

「あ……？　……!?　ガッ!?」

　広域を包む私の魔力が変質し、『熱』そのものとなる──

　見た目は地味だが、加速度的に上昇する熱はまさしく煌こう々こうと燃える恒星の如し。

　風景は歪ゆがみ、魔人の男が発火する。

「く、クハハハハ！　か、勝てるわけがねえなあこんなもの！　だが精々絶望しろテオ＝イルヴラム！　魔王が復活すれば、最早テメェでもどうにもならんだろう！　平和の時代は、もう終わりだ……！」

　最後に捨て台詞ぜりふを残し、男は膝から崩れ落ち、灰となって砕けていった。

　次いで、指揮官を失い抜け殻となった残った魔導兵は一斉に溶解し、砂の大地は硝子ガラスと化し──随分前に発火した魔人の男は、最早影さえ変質した硝子に攫さらわれ、残っていなかった。

　全ての痕跡が溶けたか無くなったのを確認すると、私は烈日の禁術を解除する。

　……うむ、スマートだ。地形のシルエットは変えず、敵は殲せん滅めつ。首しゅ魁かいに至っては痕跡さえ残さず。

　少々地形の材質は変わってしまったが、この荒野もかつて私の魔術の影響でこうなったのだし、今更少し変わったくらい問題は無いだろう。

　かつてはこの荒野も草原だったのだが、岩でできた巨人がこの地へと召喚された。ガーディフに請こわれて、私がその討伐にあたったのだが──その時に、少々やりすぎてしまったのだ。その時使ったのは氷の魔術だったか。

『怒りの荒野』という名前は草原が突如として不毛の荒野に変貌した──というこの事件が原因だとか。……あの時は大層ガーディフに文句を言われたな。聞く耳は持たなかったが。

　まあ、それはいい。

「これでようやく決勝戦が始められるのか。……楽しみだ」

　邪魔者は消えた。後は涼しい部屋で我が弟子の活躍を見守るとしよう。

　胸を高鳴らせた私は門の魔術を発動し、硝子の荒野を後にした──











第十五話　若者達の時代






「お待たせしました皆様！　これより若わか鳳ほう杯決勝戦を開始いたしますッ！」

　硝子越しの視界の先、音を広げるための魔道具を強く握りしめた男が叫ぶ。

　男に煽あおられる観戦席の興奮は最高潮──壁と硝子で守られたこの観覧席でさえ、声による揺れが伝わってくるようだ。

　この外では、海さえ割る様な歓声が響いているのだろう。

　それが私にはよく分かった。何故ならば、私でさえ気分が高揚しているのだから。

「お疲れ様でしたのうテオ殿。此方こちら葡ぶ萄どうのジュースです。よろしければ如何いかがですかな」

「あの程度で疲れたということもないがな。飲み物の方は貰もらおう」

　腰を低くして飲み物を持ってきたガーディフから、コップを受け取る。

　明らかなご機嫌取りに苦笑するが、こんな事をされずとも今は機嫌が良いというのに。

「とうとう始まりますなあ」

「全く、随分と待たされたな。が、その甲か斐いはありそうだ」

　途中何やらしょうもない邪魔が入ったが、それも今となってはこの瞬間を焦じらしていたと思えばよい。

「それでは選手の入場です！　所属はセレスタス魔術学園！　使用者が少ない闇の魔術を操り、卓越した槍そう術じゅつを見せる少女！　ヴィオラ選手！」

　しかしまあ、随分と盛り上げるものだ。

　いや、演出としては嫌いではない。腕を突き上げる者も珍しくない観客の反応を見れば、きっとアレで正しいのだろうとも思う。

　当人がどう思うかは別として、だ。

　顔を真っ赤にして顰しかめているヴィオラ。何やら口を動かしている。愚痴の一つも言っているのだろう……どれ。

「く……んだよこれ、バカじゃねーのか……恥ずいったらない……」

『魔術師の眼め』の耳版とでも言うべきか。耳を近づけてみれば、予想通りヴィオラの小さな口は愚痴をたれ流していた。

　なんとも微ほほ笑えましい光景に笑みが溢あふれる。

　人の目も慣れると気にならなくなるのだが。多感な年頃でこれは中々効くだろう。

　顔をうつむかせて歩いてきたヴィオラは、それでも開始線にたどり着くと勢いよく顔を上げた。その凜り々りしい姿にまた歓声が沸くが、もうヴィオラの顔は崩れなかった。

　なんとも胆力のある娘だ。アリエッタの力はここまで見てきて、思うところがないわけは無いだろうに。まっすぐと前を見つめる瞳は眩まぶしい。

「続いてセントコート魔術学園所属！　アリエッタ＝ペルティア選手！　その魔術の出力は圧倒的！　一回戦の『ファイアボール』で度肝を抜かれた方も多いのではないでしょうかッ！」

　ヴィオラの入場が済んで、アリエッタの名が呼ばれる。

　此方もまた凄まじい大歓声だ。

　申し訳無さそうに縮こまりながら、やはり観客から寄せられる支持に手を振って返す。

　少し恥ずかしそうだが、対応が丁寧なのはアリエッタらしいというか。

「さあ、両者揃そろいました！　ではお二人に意気込みを聞いてみましょう！」

　司会の言葉に、アリエッタとヴィオラ、二人の表情が驚きょう愕がくに染まる。

　ここまではそういう事もなかったので、完全に虚を突かれた形になるのだろう。

　くつりと喉が鳴る。意外な一面を見たというか、見慣れぬ一挙一動が微笑ましい。

「まずはヴィオラ選手！　決勝戦に臨む意気込みはありますか!?」

　しかしそんな事はどこ吹く風、司会は拡音の魔道具をヴィオラへと突きつける。

　ぐっと息を詰まらせるヴィオラだったが、詰まった息を飲み下すと、眼に決意の光が灯ともる。

「あー……なんのことかわからないと思うけど、この試合にはちょっと賭けてるもんがあってね。……いや、ちょっとじゃないな。すごく大切なもんが賭けられてる。だから絶対に負けない。こんなもんでいいか？」

　緊張も戸惑いもなく、ヴィオラはそう言い切った。

　その視線は司会でもアリエッタでもなく、観覧席の私を貫いている。

　……これは、予想外だった。これはアリエッタへの宣戦布告ではない。

　私への宣戦布告だ。アリエッタに対しては、挑発行動と言ってもいいだろう。

「気合十分という言葉が聞けました！　それでは、アリエッタ選手にお気持ちを伺ってみましょう！」

　それを受けて、アリエッタはどうするか。

　目をつむったアリエッタが、静かにうつむく。

「……」

　そして、顔を上げ眼を開いた。

「私には、最高の先生が居ます。魔術だけではなくて、私という人間にとって、何よりも大切な事を教えてくれた、かけがえのない人です。だから、絶対に勝ちます。先生の為ために、そして自分のために」

　決意を込めて、勝つと。そう言い切った。

　私にとって、少しだけその言葉は意外だった。

　謙虚で、自分に対する自身のなさを時折のぞかせるアリエッタが、強い言葉で前向きな言葉を発したことに。

　……これは、予想だにしない事になった。

　この一戦、私が考えているよりも遥はるかに意味が大きいのかもしれない。

「アリエッタ選手もやる気に満ちているようです！　これは若鳳杯の歴史に残る名勝負が期待できそうですね！　それでは、決勝戦の方始めていきましょう！」

　更に煽る司会──だが、最も早はやこの二人にそれは必要あるまい。

　お互いに漲みなぎる魔力を見れば一目瞭然だ。

　この試合は、ここに至るまでのどの試合とも『違う』。

「お互い、構えて！　若鳳杯決勝戦──試合、開始ィッ！」

　大歓声の中、試合場から退避した司会が腕を振り下ろす。

　本当の戦いが、今幕を開けた。

「まずは小手調べといくぞっ！」

　瞬間、観客達は悟っただろう。

　彼女らが、今までのどの試合でも本気を出していなかったことを。

　そして今も。

　槍やりを回転させながら、ヴィオラが構える。弓を引くように下げられた槍に魔力が満ちていく。

　ここで、早速使うか。いや、ここをおいては他にあるまい。

　ヴィオラの槍に宿った魔力が、祀し神しん器き『天底の槍』を通して、別のモノに──『星』の魔力に変換されていく。

　ぴくりとアリエッタの眉が動く。魔力の変質を感じ取ったのだろう。僅かな困惑により、最大限の警戒が呼び起こされる。

　地を擦るようにして、低い位置から勢いよく天底の槍が振り上げられる。

「『グレイブウォール』！」

　まるで、地をひっくり返すよう。少なくとも、観客の眼にはそう映ったろう。

　槍の動きに合わせ、放たれたのは暗黒の波だ。高くそびえ立つ様な闇の力場が、広く高くアリエッタへ押し寄せる。

　試合開始そうそう超範囲、高密度の魔力が放たれる──それだけでも、凄すさまじいモノだ。だが、それだけではない。

　気付け、アリエッタ──！　ふと、祈るような思考でいる自分がいた。

　凄まじい威力の魔術だが、この程度ならば今のアリエッタは一息で返せる。防御だって、容た易やすいだろう。だからこそ『星』の魔力が活いきてくる。

　普通は、相手の攻撃魔法を前にした場合、攻撃魔術による相そう殺さいか、魔力の盾や鎧よろいを纏まとっての防御を選択するだろう。

　だが、星の魔術と対するのならば、そのどちらも無意味となる。

　星の魔術の性質。それは『攻撃力を持たない魔力ダメージ』だ。

　攻撃魔術による相殺を狙えば、星の魔術自体が攻撃力を持たないため、お互いが素通しとなる。防御魔術の場合は防御に使用された魔力というリソースそのものを食らい、その上で力が余れば対象者の魔力をまた減らす。

　つまり──方法を問わず、あらゆる『防御』という行動ができないのだ。

　星の魔術への対策はたった一つ。『回避』のそれのみだ。

　言うなれば初見殺し。相殺も防御もすり抜ける攻撃というのが、天底の槍を開発した際のコンセプトだ。

『初見殺し』を狙うのならば、回避が困難な程の超範囲攻撃というのは優れた選択といえるだろう。広範囲攻撃というのは効果範囲を絞っていないぶん、力が分散するため防御が容易くなり、当然回避は面倒になる。

　手の内の明かされていない、この貴重な初回を使うのに、これ以上の選択肢はほぼ無いと言っていい。学生レベルを超えた高難度の技術を選択肢に含めれば──『必中』の性質を持つ攻撃が候補に上がるくらいだ。

　迫る津波を前にして、アリエッタの視線が鋭く研ぎ澄まされる。

　杖つえに魔力が集う。『シールド』はアリエッタの得意な魔術だ。が、しかし──

　はっとした表情。アリエッタは、凄まじい速度で飛び退のき、結界を足場にしてヴィオラへと飛びかかる。壁の更に高くから、杖に炎の剣を纏わせたアリエッタの姿が飛び出ると、ヴィオラは一瞬だけ驚愕の表情を浮かべた。

「よし……！」

　私は思わず、拳を握る。

　あの初撃をよくぞかわした……！　それもシールドを生成しかけたあのタイミングから回避を選択したのは見事だと言う他無い。

　少々の違和感を残しつつも、私は歓喜していた。

「ほ……！　アレを避よけるとは……！」

　ガーディフも思わず驚愕の声を上げていた。『天底の槍』の性能は奴も知っている。

　これで終わりだろうと考えていたのか、試合がまだ続くことへの歓喜も混じっていた。

「やあッ！」

　試合はまだ続く。それを再認識したのは、ヴィオラもだろう。

　気合と共に炎の剣が振るわれる。

　ヴィオラはそれを、魔力を纏わせた槍の柄で防ぐ。咄とっ嗟さのことで反応が遅れたのだろう、流れるように繰り出されるアリエッタの蹴りが腹部を打つ。

「けっほ……！　てめぇっ！」

　悪態を吐くヴィオラだが、既にアリエッタは剣を振りかぶり迫っている。

　振り下ろしを再び柄で防ぎ、踊るように回転を交えてもう一度振り下ろされる剣を、なんとか体を反らして回避、意趣返しの様に蹴りを放つ。

　しかしアリエッタは落とす剣に身を預けるように体を落とし、蹴りを回避する。

　右肩の辺りにやった左手に、魔力が灯る。

「『スカーレットニードル』！」

　左手が一気に振り払われると、三本の炎の針が放たれる。

　ヴィオラは後方へ飛び退きつつ、槍を回して針を打ち払った。

　こうなると、武器による戦いはヴィオラに分が出てくるか。

「そらそらッ！　いくぜっ！」

　天底の槍のリーチを活かし、間合いを調整してからの突きの連打。

　初撃を避け、アリエッタは『シールド』を発生させる。

　が──

「っ」

　突きの連打が止やまない。横に降る雨の様に不規則かつ高速の連打に盾が削れていく。

　このままでは防御を突き破られると判断したアリエッタが取った選択は、槍の一突きを見極めて盾を消す事だった。

　突きによる衝撃の拘束から解き放たれ、飛び退くことで雨のような連打から身を逃す。

「ちっ……やるじゃん」

「貴方あなたも。流石さすがはフレア様のお弟子さんですね」

　互いに交わすは称賛の言葉。しかし僅かにヴィオラが眉を顰ひそめる。

「いい気になるなよって！」

　戦いの苛烈さは変わらない。

　ヴィオラが槍を掲げると、槍を巡る魔力が穂先に集う。

「『シャドウレイ』！」

　すると、穂先からアリエッタに向かって星の煌きらめきを持つ光線が放たれた。

「！」

　しかし、アリエッタはサイドステップでこれを回避した。

　……明らかに、槍を通した魔術を警戒している！

　掲げられた槍からは二度、三度と光線が放たれるが、アリエッタはこれをやはり横へ跳ぶことで回避しつつ、少しずつ距離を詰めていく。

　そして一足で届く距離へと到達すると、炎の剣を振るい、刃やいばを放り投げた。

「やべっ……！」

　慌てて身を屈かがめるヴィオラ、しかしこの距離でこの隙は致命的だ。

　合わせて跳ねたアリエッタの蹴りが、ヴィオラの顎に突き刺さる。

「〜ッ！」

　軽々と体を浮き上がらせるヴィオラに、すかさず炎の剣を再出現させて斬りかかる。

　しかしまだ終わらない。ヴィオラの双そう眸ぼうは未いまだにアリエッタを捉えている。

　なんとか槍を立てて構えたところに、アリエッタの剣が柄を叩たたく。

　無防備な状態、踏ん張りの利かない空中での衝撃に、ヴィオラの体が弾はじき飛ばされる。

　地面に叩きつけられるも、同時に地面を殴るようにして乱暴に体勢を立て直す。

　かなり痛かったと思うが、逆に闘志はみなぎっているようだ。

「やりやがったな……！」

　槍を構え直し、今度はヴィオラが駆ける。

　薙なぎ払いからスタートし、叩きつけ、突き──その動きはまさに変幻自在。

　近接攻撃の連続──しかしこれが中々厄介だ。

「……近接戦闘も教えておくべきだったか」

　ヴィオラの『槍そう術じゅつ』。まさしく脅威と呼ぶべきだろう。

　魔力で勝るはずのアリエッタが、防戦一方になっている。

　効率的な体たい捌さばき、槍を持つ場所を変えることで遠近を自在に変化させるヴィオラから、逃れることができないのだ。

「ッ、く……！」

　そして下段への薙ぎ払いを跳んで避けてしまう。

　無防備な空中に追い詰められたアリエッタの腹部に、強烈な蹴り。

「あがっ……げほっけほっ……！」

　なんとか着地するも、苦しそうだ。傷自体は軽症だろうが、腹部への攻撃は効く。

　冷や汗が浮かぶ思いだ。気がつけば、拳を握りしめて応援していた。

　だがこれは勝負。相手が弱ったところこそ好機。

「食らえよッ！」

　大上段からの槍の叩きつけ……！

　なんとか炎の剣で防ぐアリエッタだが、上から押さえつけられる形は少々形勢が悪い。

「ぐ、ぐ……」

　嚙かみ締めた歯の奥から声が漏れている。

　お互いに力を抜けない状況──だが、今不利な体勢でいるアリエッタにはその辛つらさもより大きいだろう。

　だが、アリエッタもまた、負けん気が強い。

　徐々にだが、膝が伸び、立ち上がる様にして槍が持ち上げられていく。

　体術では勝てない、がやはり魔力ではアリエッタが勝っている。

　なにより──困難な場面に置かれても立ち向かう心が。

「は、ああああっ！」

　とうとう立ち上がったアリエッタが、叫ぶ。

　裂れっ帛ぱくの気合とともに、剣が振り払われて槍を打ち払った──！

「なっ……！」

　こうなると不利になるのはヴィオラの方だ。

　槍やりを撥はね上げられる形で弾かれた為ため、腹部がガラ空きになる。

　そこへ、アリエッタが手をかざす。

　手に集めた魔力を、放出する。名前さえない技術。

　だが凄すさまじい速度で打ち付けられる魔力の塊は、拳と一緒だ。

「ごほっ……！」

　ヴィオラの体が屈むように曲がる。

　しかしアリエッタは追撃を加えず、力なく距離を取る。

　今のやり取りで、大きく消耗したようだ。無属性の魔力を攻撃に使うというのは、非常に燃費が悪い。拳で殴りつけるほどの威力を持たせるには、かなりの魔力を消費したはずだ。

「はあっ……はあ……」

　呻うめくヴィオラを注意深く観察しつつも、息を整える。

　知らず、私も大きく息を吐いていた。

　二転三転する戦いに、息継ぎを忘れていたらしい。

　戦いというものに緊張感を感じた事はほぼなかったが、これは自分のもの以上に心臓に悪い。

「流石、ですね……まさか、これほどまでとは思いませんでした……」

「……へへ、それはどうも。あんたも大したもんだよ。流石は──あいつの、弟子だ」

　またも、お互いを認め合う言葉。

　本心の言葉だろう。しかし、先程以上の緊張感に包まれている。

「それでもあたしは……勝ちたい。あんたに勝てば、あいつに、認めてもらえるかもしれない」

「勝ちたいのは──私も一緒です。あの人が期待してくれている。だから私は……勝つんです！」

　相手を称賛することで、奮い立つ。

　境遇こそ似ているものの、二人は正反対だと考えていたが、案外二人共似た者同士なのかもしれない。

　勝ちたいという言葉は、負けたくないという言葉の裏返し。障害が大きいほど、燃え上がるのだろう。

「これで、決めます……！」

　だが、既に限界は近い。

　ヴィオラとの近接戦闘は、アリエッタの体力と魔力を大きく削っていた。

　魔力では『天底の槍』による増幅を考慮してもアリエッタに分があった。しかし燃費の良い近接攻撃による戦闘ではヴィオラが大きく勝っていた様だ。

　結果として──現在の魔力量はヴィオラがやや有利といった所。

　このまま続ければ、アリエッタが押し切られる形となるだろう。

　アリエッタもそれに気づいているのだ。

　だからこそ、勝負を決めにいった。

　絞り出された魔力に、火の力が付与されていくのがわかる。アリエッタは、火の魔力を『思い入れが深いもの』として使い慣れているとこぼしたことがある。魔術において慣れとは重要だ。この局面だからこそ、最も信頼の置ける力で挑むのだろう。

　一方で──ヴィオラは、僅かな逡しゅん巡じゅんを見せた。

　槍に眼めを落とし──そして、鋭くした眼光を、上げる。

「させるかよッ！」

　ヴィオラもまた、最も信頼する技術を信ずることとしたようだ。

　……私であれば、僅かに勝った魔力量を利用し『天底の槍』の魔術による魔力切れを狙うだろう。

　だが、星の魔術は今日一度も決まっていないからだろうか、ヴィオラが選んだのは明確に勝る槍術での近接戦闘。

　これがどういう結果を生むかは──未来を覗のぞかねば、私でさえわからぬこと。

　駆け出すヴィオラが槍を構える。

　しかしその瞬間、アリエッタが魔術を完成させた。

「『ファイアボール』……！」

　アリエッタが選んだ魔術は──ファイアボールだった。

　だがただのファイアボールではない。アリエッタの体を守るように、五つの火球が漂っている。

　違う。これは、ファイアボールではない。

「……!?　構うかよッ！」

　異様な光景に歯は嚙がみするも、ヴィオラは構わずに駆ける。

　槍を片手に駆けるヴィオラに対して、アリエッタはにらみつけるようにしてヴィオラを見た。

　その瞬間、火球の内の一つがアリエッタの意思に従って放たれる。

「わっ!?」

　突然放たれた火球に驚きょう愕がくし、ヴィオラは即座に足を止め、後方へと跳んだ。

　なるほど、良い魔術だ。

　アリエッタを守るようにして漂う五つ、いや今は四つの火球。それらはアリエッタが念じることで放たれる、というわけか。

『球状に成形された火の魔力』は確かにファイアボールと呼ぶべきものだが、これはそれを非常に高度に操作することで生まれる、新しい魔術と呼ぶべきだろう。

「はは……すげえ魔力の操作だな。……でも」

　超絶技巧と呼ぶに相応ふさわしい魔術を前にして、ヴィオラは笑ってみせた。

　やはり、この子は障害が大きいほどに燃えるタイプのようだ。

「あたしにはあたしのやり方があるんだよっ！　はあああっ！」

　槍を構え直し、駆けるヴィオラ。

　アリエッタは何も言わず、ヴィオラの姿を目に映す。

　当然といえば当然だろう。あれほどの魔力のコントロール、凄まじい集中力を保たねばできるはずがない。

　魔力はともかく、精神の疲弊を考えればこれが最後の魔術になるはずだ。

　ヴィオラもそれを肌で感じているのだろう。これを防げば勝ちだ、と。

　駆けるヴィオラに対し、二発目の炎弾が放たれる。高速で飛来する火の玉を、ヴィオラは槍を振るって打ち払う。

　そのまま間合いを詰め、横薙ぎの一いっ閃せん。

　アリエッタはこれを炎の剣で防御し、そのまま微動だにせぬまま炎弾を放つ。

　ヴィオラは驚愕するも、首をそむけて炎弾を躱かわし、そこから下段の薙ぎ払い。

　先程の様にアリエッタは跳んで下段を避ける。先程の焼き直しになるかと思われたが──先ほどとは違い、アリエッタは炎弾に守られている。にらみつけることで炎弾を放つと、ヴィオラは槍の柄で防御せざるを得なかった。

　アリエッタの体に捻ひねりが入れられ、打ち下ろす蹴りが放たれる。炎弾を防御したばかりのヴィエラにこれを防ぐ手立てはなかった。

「ぐぅ……っ！」

　肩に強烈な蹴りが入る。魔力を纏まとっただけの物理攻撃とはいえ、この局面でこれは効くだろう。

　しかし身を守るファイアボールはあと一発──これが、どう使われるかに試合の勝敗が懸かっていると言ってもいい。

　攻撃か？　あるいは防御か？　少なくとも、蹴りの追撃はその用途から外れたようだ。

　地に足を着けたアリエッタが選んだのは、剣による刺突。

　だが、ヴィオラの立て直しが早い。ヴィオラは間合いを取りつつ、搦からめ捕るような円の動きで剣を巻き込み、痛烈にアリエッタの体勢を崩す。

　やはり体術はヴィオラ──！　これは、最後の一発を切らざるを得ない。

　──私を含め、戦いについてゆける観客は、誰もがそう思っただろう。だがアリエッタは、最後の一枚を場に出さなかった。

　体勢の崩れたアリエッタの腹部に、蹴りが突き刺さる──

「かはっ……！」

　勝負、あったか。私でさえ、そう思った。

　だが、違う。

　アリエッタが最後の一枚を切ったのは、ここだった。

「な──!?」

　蹴りの隙。いや、本来ならばそれは隙と呼ぶべきではないものだ。一対一のこの状況、成立した攻撃に隙もなにも無い。

　だが、アリエッタはそこに勝機を見み出いだした。

　正気か、と言わんばかりにヴィオラの表情が歪ゆがみ──直後、着弾したファイアボールが爆裂。

　炎と煙がヴィオラを覆い隠す。

　僅かな沈黙。誰もが煙の奥の光景を待った。

　そして現れたのは──既すんでで体を纏う防御魔術を完成させて立つヴィオラの姿。

　会場の何処どこかで、女性の歓喜の声が上がっただろう。

　だが私は凍りついた。

「……私が、読み間違えるだと」

　会場の誰もがヴィオラを見ていた場面で、私だけはアリエッタを見ていた。

　そして、ヴィオラが遅れて目の前の光景を瞳に入れる。

「ウソ、だろ」

　自立がやっとの、曲がった足を震えさせながらも立つアリエッタ。

　そして──頭上に掲げられた、大きな火球。

「『ファイア』……『ボール』……っ」

　最後の五発──ではない。存在しなかったはずの六発目が、その名と共に放たれた。

　限界、だったはずだ。

　震えるアリエッタの体は蹴りによるダメージだけではない、魔力が枯こ渇かつしたことによる虚脱感から来るもののハズだ。

　五発の火球を生み出した時点で、魔力はほぼ尽きていた。そのはずだったのに。

「私の想像を、超えていったというのか」

　最後の最後で、私の想像を超えた。

　アリエッタが隠していた本当の最後の力。大きな火球が、ヴィオラに向かって放たれた。

「う、ああああッ！」

　叫ぶヴィオラ。限界ギリギリだったのは彼女も同じだ。それほど、五発目の火球は効果的な場面で放たれていた。

　衝撃は体を地面へ縫い付け、魔力はもうごく僅かにしか残っていない──

　迫る火球が、ヴィオラへと接触し、爆炎と共に巨大な火柱を立てた。

　先程ヴィオラが爆炎に包まれた時、観客の予想は様々だったろう。

　だが今回は皆同じだ。

「あ、ぐ……」

　爆炎の中から、ヴィオラの姿が現れる。

　同時に、膝が砕け、糸が切れる様に地面へと吸い込まれていく。
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　少女の体が軽い音を立てて地面へ倒れ込む音が聞こえるほどの静寂。

　そして──集中が切れて、荒い息を吐き出し始めるアリエッタ。

「けっ…………着ゥゥゥ！　若わか鳳ほう杯決勝戦！　夢か幻の様な、しかして目まぐるしい戦いを制したのは──アリエッタ＝ペルティア！　セントコート魔術学園所属、アリエッタ＝ペルティア嬢だァァァっ！」

　たっぷりと時間をかけて、司会の男が勝ち名乗りを上げた。

　それほど、息さえも忘れさせるほどの戦いだった。

　勝ち名乗りを受けて、アリエッタの体から力が抜ける。ぺたんと地面に座り込むと、ようやくアリエッタは笑みを浮かべた。

　……本当に、よくやったものだ。

　弟子のことは信じている──が、途中体術で盤面をひっくり返された時はもうダメかと思った。

　それはアリエッタに対する信頼どうこうではない、私の師としての未熟さへの失望だ。

　魔術だけではなく、戦闘を、アリエッタの身の安全を考えるならば体術も教えておくべきだったのだと。

　しかし、アリエッタはその不利を打ち破ってみせた。最後には、私の想像さえも超えた力を見せて──

「なあ……聞かせてくれよ」

　感動に打ち震えていると、試合場に飛ばした『耳』が呟つぶやくようなヴィオラの声を拾う。

　アリエッタは首だけを動かして、ヴィオラの問いかけを捉えた。

「槍やりの『星』の魔術……おまえははなから守る気もなく、全部避けようとしたのはなんでだ……？」

　ヴィオラの疑問は、私も疑問に思っていたことだった。

　祀し神しん器き『天底の槍』の星の魔術。これほどギリギリの戦いだ、一回でも受けていればヴィオラが軽々と勝利していただろう。

　だのに何故なぜ、アリエッタは避けづらい範囲攻撃さえ防御を捨てて回避を選んだのか。

「簡単ですよ、『祀神器』だからです。槍を通した魔力がなにか異質な力に変換されているのは、なんとなく感じましたから」

　静かに、アリエッタは独白する様に何処か遠くを見ながら言葉を紡つむぐ。

　何処か遠い所にいる誰かに、伝えるように。

「『先生』が造った武器ですからきっと私の想像さえできないような力が込められているんだろうなって思ったんです。だから受けようとは思わず、全力で避けました。それに──」

「……それに？」

「出来る限り、攻撃は回避するのが理想だと先生に教わっています」

　穏やかに微ほほ笑えみながら、アリエッタはそう返した。

　私が造った武器だからこそ、アリエッタはただの一度も魔術を受けないよう立ち回ったというのか。なんとも信頼されたものだ。

　……いかん、なんだろうか。

　目頭が熱くなってきて、じわりと視界が滲にじむような感覚に襲われる。

　これは……涙か？

「ほほ、想おもわれておりますな」

「ウルサイ。追い打ちをかけるな」

　落涙するという程ではない、浮かんできただけの涙。それでさえ、私の記憶にはなかった。

　それだけ心が震えたというのだろうか。なんとも小恥ずかしい。

　人に涙を見せたことなど、思えばなかった気がする。それだけにガーディフに見られたのは不覚だ。

　しかし私を茶化すとはいい度胸をしている。付き合いが長くなければ仕置をしていたと思うが、今回は不問に付そう。

　涙を見られたくないのもあって、再び試合場へと眼を移す。

　アリエッタの答えは、ヴィオラにとってはどの様に聞こえたのだろうか。

「……なんだ、そうか。勝てなかった理由が分かったよ」

　寝返りを打って、空を見上げるヴィオラがぽつりと零こぼす。

　勝てなかった理由を詳しくは語らなかったヴィオラの顔は──随分と、清すが々すがしい笑みを浮かべていた。
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「それでは、大会委員長のガーディフ様より、アリエッタ選手にトロフィーが授与されます！」

　決勝戦から少しして。日に茜あかね色いろが混じる頃、全ての試合を終えた若鳳杯は終わりを迎えようとしていた。

　締めくくりは表彰式。それも、優勝者であるアリエッタにトロフィーが授与されるという大詰めに差し掛かっている。

「よく頑張ったのう。今年の大会は、特にレベルが高かった。その中で優勝した生徒が我が校の生徒であることを、誇りに思うぞい」

「ありがとうございます」

　好こう々こう爺や然とした朗らかな笑みを浮かべるガーディフから、恭うやうやしくトロフィーを受け取るアリエッタ。

　我が弟子だからという事もあるだろうが、死力を尽くして勝利の証あかしを得る──というのは、言葉にするのは難しいが心が沸き立つように感じた。

　どうやら、これは一般的な感覚らしい。アリエッタにトロフィーが渡ると、観客の歓声が土砂降りの雨のように試合場へと降り注ぐ。

　この殆ほとんどが、アリエッタを称たたえる声なのだ。それはつまり我が弟子の力がこの場にいる全員に認められたということ。今更他人に認められずとも私自身が誰よりアリエッタを認めているが、それでも多数の支持を得られるというのは悪い気はしなかった。

「それでは、これにて本年度の若鳳杯は終了となります！　皆様お疲れさまでした！　もう一度、選手の少年少女達に盛大な拍手を！」

　司会の言葉に煽あおられて、今日一番の拍手が闘技場に鳴り響いた。

　……中々、いや。かなりよい催し物だったな。

　何よりアリエッタがヴィオラと出会えたのは、想像以上の収穫といえる。

　きっと、この大会はアリエッタにとって非常によい財産となっただろう──

　と。

　締められれば私にとっても一番だったのだが。

　まだ一つ、向き合わなければならない事があるのを思い出した。

　好意の取捨選択。いや、はじめから選択の余地など無い。私にとって最も大切なのは、アリエッタだ。

　だが、だからといってヴィオラやフレアをよく思う気持ちも噓うそではない。そんな中、敗者にどの様な言葉をかけろというのか。

　……だが、あれほど真剣に向き合う姿を見せられたのだ。私が背を向けるわけにはいくまい。

　重い影を引きずりながら、私は闘技場の入り口へと向かった。




　　　　◆




　直じきに日が沈む黄昏たそがれ──というのはどこか物静かな寂しさを感じるものだ。

　私にとっては黄昏時とはアリエッタとの時間の終わりを指すものだ。が、人間社会の時間に合わせて生きているが故の、一時の別れの時間だ。黄昏の寂しさというのは、私達以外の者にとっても同じ様に感じるものではないのだろうか。

　しかし、毎日訪れる黄昏の時間にも、少し違う日というのはあるらしい。

　闘技場の入り口に立つ私の前を、興奮に顔を赤らめた人々が通り過ぎていく。

　若者達が全力で己の力を試す『若鳳杯』。何処どこか余興の様なものを観みに来た観客達はアリエッタとヴィオラの姿に何を思ったか──横切る表情は、その答えを物語っていた。

　今思い返しても、あの決勝戦は私の生涯でも一二を争うほどに手に汗握った場面だったのでは無いだろうか。

　弟子を通して自分が見られないものを見る。アリエッタを弟子に取る前の考えだったが、まさかこれほどまでに入れ込むとは思わなかった。

　だが。夢とは覚めるもの。アリエッタを通して見る世界は一旦終わり、ここからは私が誠意を見せる番だ。

「……来たか」

　超満員の観客もあらかたはけてきたか、闘技場から帰る観客達の姿もまばらになった頃、待ち人達はやってきた。

　一人は当然アリエッタ──そこに、フレアとヴィオラの姿もある。

「まさか揃そろって来るとはな」

「目的地は一緒でしたから。それに全員揃っていないとできないお話でしたしね？」

　柔和な笑みを浮かべるフレアが代表となって答える。

　私は構わないのだが、なんというか……思ったよりもあっさりしているような。

　控室ではどの様なやり取りがあったのだろうか。想像もできない。

　考えても無駄だし、あまり深く考えるのもなにか恐ろしい。話を進めてしまうとしよう。

「まずは──アリエッタ、よく優勝したな。臨時とはいえ先生と呼ばれる者として、鼻が高い。とても良いいものが観れた、感謝する」

「もったいないお言葉です。けれど、そう言ってくれると頑張った甲か斐いがあったなって、嬉うれしいです」

　何よりも、優先すべきはアリエッタへの労ねぎらいだ。

　私の願いを聞いて出てくれた大会で、見事優勝した。彼女への礼と労いは何よりも優先すべきだろう。

「それに、ヴィオラも。正直に言って、初めに出会った時にはアリエッタと互角以上の戦いをするとは思っていなかったが、見事だった」

「……そうかい」

　そして、ヴィオラ。

　彼女が居なければ、あの興奮はなかっただろう。祀神器の攻撃を一度でも決めれば、恐らくはヴィオラが勝っていた。それほどまでに紙一重の勝負だった。

「最後に、フレア。……最初は不本意だったが、お前達師弟との出会いは非常にいい刺激になった。感謝している」

「まあ、テオさまからお礼を聞けるなんて」

　フレアも忘れてはいけない。彼女がいなければ、彼女が師でなければ、ヴィオラという存在はなかっただろう。

　師としても、よい参考になった。

　……最初は鬱陶しかったが、今となっては彼女と再会できてよかったと思う。

　正直に言えば、これで関係を断つ、という事に抵抗を感じていた。

　だが、約束は約束だ。今更四の五の言うのは、アリエッタだけではなくヴィオラへの裏切りにもなるだろう。

「それで、本題に入ろう。例の賭けの話だ」

　言いづらいが切り出すべきは私だろう。

　私の言葉に、ヴィオラは目を伏せる。

「ここから三年間の間、『テオ』さまに会わないこと……でしたよね？　アリエッタさん」

　賭けの内容を聞き返したのはフレアだ。

　表情は読めない。普段どおり、の様子にも見えるが。

　しかし何故なぜアリエッタに聞いたのだ？

「そうです、けど。……随分、いえ。なんでもないです」

　アリエッタも、私と同じ疑問を感じたようだ。

　そう、フレアが今まで私に向けていた執着からすると、今のフレアは潔いさぎよすぎるのだ。

「うふふ、ではもう一度。三年間の間『テオ』さまと会わない。ただし、テオさまから会われる場合や、偶然会う場合を例外とする。そうですね？」

「まあ……はい。私が先生の行動を縛るなんて、分不相応ですから」

　私が会いに来る事を期待しているのか？　……アリエッタをないがしろにして？

　そう考えているのならば随分と見立てが甘いと思うが──

「はいっ、言げん質ちは取りましたよ♪　では──ガーディフ先生？」

　ここに来て、フレアは予想外の人物の名を読んだ。

　フレアの呼びかけに応じて、ガーディフが物陰から所在なさげに現れる。

「ほい。……あのう、そのう。先に謝っておきますぞ、アリエッタ嬢にテオ……ドール」

　額には汗。物陰に体を隠すような体勢はとても『三英雄』と呼ばれ、かつて世界を守った男とは思えない。

　……が、そんな小物感全開の姿も、強烈な違和感の前に霞かすんで消えた。

　今、此奴は私の事をなんと呼んだ？

　なにか、やはり思い違いをしている気がする。フレアの余裕の正体──

「ええと、ああもうなんでわしに言わせるのよ……あー、お二人には一足先に伝えておこう。フレア＝バルビエ殿と、その弟子のヴィオラ嬢は、明日付で我がセントコート魔術学園に移籍される事になっておる」

　それは、まずはガーディフの口から告げられた。

「は、はああっ!?　ど、どういう事ですか!?　約束の方はどうしたんです！」

　アリエッタが声を荒らげたのも当然のことだろう。

　初めて見る弟子の様子に私までも狼ろう狽ばいしそうになるが、ぐっと堪えて情報を整理する。

　ヴィオラを見ると、完全にあっけにとられているのがわかる。口はぽかんと開き、瞳は丸くなっているのを見れば、この事を知らなかったのは一目瞭然だ。

　ガーディフは──恐らくこれを告げるためだけに連れてこられたのだろう。ついでにセントコートの校長からの正式な発表とすることで、決定の撤回を妨げるのが目的だろうか。無理やり撤回させるのも私ならば可能だろうが、一応は偽名を使って学園に身を寄せている身としては──？

　……いや、そうか。そういう事か。

「あら？　何を仰おっしゃっているんですか。約束はきちんと守りますとも。ちゃんと貴方あなたの先生──『テオ＝イルヴラム』さまには三年の間、此方こちらから会いに行くことはいたしませんよ♪」

　ガーディフが敢あえて私を『テオドール』と呼んだのは仕込みだ。

『テオ＝イルヴラム』には会わないが──『テオドール＝フラム』は約束の対象外、という事を言いたいのだろう。

「そっ……そんなのはズルいです！　だって……！」

「だって、何でしょう？　紛らわしかったのはごめんなさい、でも私にとっての『テオさま』はテオ＝イルヴラムさまの事なんです♪」

　流石さすがにそれは姑こ息そくだと思うのは私も同じなのだが──

　ピンポイントに私の弱みを突いてきたな。

　私がテオドールでいる限り、反論ができん。……くそ、やはり此奴こいつは苦手だ。

「う……うううーっ！　なんかそういう、プライドとか無いんですか、貴女あなたはぁっ！」

「ありませーん♪　そんなものは十七歳の時に置いてきちゃいました♪」

　とにかく、強したたか。

　私はフレアをその様に評していたのだが、それは今でも変わらないらしい。

「ヴィオラさんも！　なにか無いんですか!?　さっきあんなにやり切ってた感出してたじゃないですか！」

「えぇあ、あたしかよ！　……いや、あるっちゃあるんだけどさあ……これ黙ってた方があたし的には得っていうか……」

「あ……貴女達師弟は……！」

　そしてその強かさは、しっかりと弟子にも受け継がれつつあるようだ。

　人間社会で暮らしてみて分かったが、私もこういう、腹芸を学ぶべきなのかもしれない。

　憤慨するアリエッタという非常に稀け有うな姿を見られるのは悪くはないが、このままでは師弟共々フレアに振り回されかねん。

「もう……！　本当になんなんですか！　私、やっぱりこのヒト苦手です……っ！」

「あら、私は結構好きですよ？　やっぱりお弟子さんなんだなーって♪」

「え？　それはどういう……」

「扱いやすい所とかそっくりですよ〜」

「このヒトは……！」

　……いや、もう手遅れなのかもしれない。

　若わか鳳ほう杯を発端とする今回の勝負は、ヴィオラでも、アリエッタでもない、フレアの勝利で幕を閉じるのかもしれない。

　これから先を思うと、気が重い。

　考えるまでもなく、非常に目まぐるしい日常が待っていそうだ。

「ほほほ……好かれておりますなあ、テオ……ドール殿」

「……貸しが一つ追加だな」

「ひょッ!?」

　ならばせめて。

　私もフレアを見習って口の強さでも磨くとしてみようか。

　そもそもガーディフがフレアの言いなりになっているのがよろしくない。

　ここは一つ、誰を敵に回すのが一番厄介か教え込んでやらなければ。

　必死に弁明するガーディフの声は何処どこか遠く、私はこれからの日常に思いを馳はせる。

　ヴィオラが居て、フレアが居て──何よりもアリエッタがいる日常。

　それはきっととても面倒で、難しくて、目まぐるしく──だからこそ、面白いのだろう。

　そうと分かれば真面目な学生は規則正しい生活を心がけるとしよう。

「はあ……それ以上は無駄だろう、帰るぞアリエッタ。今日は疲れただろうし、ゆっくりと身を休めろ」

「で、でも……！　くうう……！　フレアさん！　貴女とはいつか決着を付けますからね！」

「それは楽しそうですね♪　ぜひその日をお待ちしてますよ〜」

　勝者のはずのアリエッタの言葉も、今や負け犬の遠とお吠ぼえか。

　……いや本当に、私の二の轍てつを踏まぬようせめてこの子だけは強く育ってほしいものだ。

「ちょ、ちょい！　テオドール殿！　わしの弁明も聞いてくだされ！　おーい！」

　ガーディフの声をバックに賑にぎやかに沈む夕日は、やはり何処か楽しげに映るのだった──











あとがき






　まずは『我わが弟で子しが最もっとも強つよくてカワイイのである』二巻を手にとっていただき、ありがとうございます。赤石あかし赫かっ々かくです。

　イラストレーターの夜やノみつき様、担当編集の方、出版社の方々、そしてこうしてあとがきを読んでくださっている皆様に、感謝を申し上げます。

　そして、皆様のお手元にこうして拙作をお届けできたことを、大変嬉うれしく存じます。




　さて、コロナウイルスで色々と世の中が混乱している中での刊行になってしまいましたが、皆さんどの様にお過ごしでしたでしょうか。

　普段お家うちでお仕事をしている私にはいわゆる対岸の火事なのかなあ、なんて思っていたのも今は昔のよう。じわじわと変化していく世界そのものとの、新しい付き合い方というのが普及してくるのかなあ、なんて考えております。

　あ、でもそう言えば大きな変化がこの作品の執筆中にも一つ。

　とあるキャラクターの名前を太陽のイメージから『コロナ』にしようとしていたのですが、時節的にちょっとクリティカル過ぎたので変更した、という小話があったりします。

　キャラクターの設定や名前はウイルスが表立って話題になってくる前から考えていたので、あんまりにもあんまりな偶然に苦笑いを浮かべたものです。

　尤もっとも、その時にはまだこれほど世界中で話題になるとは思ってもいなかったのですが……




　と、まあ暗めな話題はこの辺にしておきましょう。

　明るい話題と言えば……ＰＳ５のゲームタイトルが発表された、そんな日にこのあとがきを書いております。

　早朝の発表で映像美に胸を躍らせ、尽きぬ発想に膝を打ち、それでもまだ胸の高まりが収まらない昼下がりを過ごしています。

　ＰＳ２が発表されたときはゲームもここまで来たのか……！　なんて驚きょう愕がくしたのも今は昔……ゲームの進化は本当に止とどまる所を知りませんね。

　一昔前の創作で、想像する未来で『ＰＳ６』なんて描かれていたのが現実になりそうで、昔憧れた未来の訪れを感じます。

　昔はジョークの一種みたいなものだったのになあ、なんて。

　そんなわけで、まだまだゲーム大好きな赤石はこの界かい隈わいにどっぷりと浸つかり続けそうです。




　想像していた未来の訪れといえば、今こうしてライトノベルのあとがきを書いている、というのも昔は想像していなかったなあ。

　憧れていたけれど、それは実現しないだろうと思っているからこそのものだったといいますか……

　もうライトノベル作家として活動して五年以上が経たっているわけですが、その辺りどうも夢ゆめ心ごこ地ちのままです。

　昔の僕が想像していた作家さんオ～ラみたいなものは備わっていないので、過去の僕に『私は未来のお前だ。お前はライトノベル作家として活動している』と伝えても信じないんだろうなあと、あとがきを書く今、一人笑って想像しています。

　本当に、未来というのは予測が付かないものですね。

　けれど、夢を叶かなえた今というのがここに確かに存在する以上、暗く、悪いものばかりでは決して無いのだろうと考えております。




　目まぐるしく変わる世の中では『未来』がどういうものになるかなんて想像も付きませんが、『ＰＳ６』もやがては現実のものになるのでしょうか。

　よりよい未来を想像しつつ、今回は筆をおくことといたしましょう。

　願わくは、皆様の未来が素晴らしいものであらんことを！
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